


仙台市文化財調査報告書第301集 「前田館跡他発掘調査報告書」正誤表

誤 正

1 27 第23図観察表 図「∬番 号 2写 真 図版 12-3 写真図版 なし
2 27 第 23図飢 察表 図 【】番 号 10写 ] 夏 写 真 図 版  12-3
3 32 更12注記 3D-1第 23図 1 D-9 第 23図 10
4 32 2 生証! 4 23図 4

'23匝

コ9
R 73 腰 25 三記  l 59届�3 59じコ2
G 85 傷雷6 祭 表 図「 1番号 7群 録番 号C-2 :号C-1
7 87 お7図観 察表 図 I 1番号 3～9写 真 図版 36- 写真 図版 34-
8 9g 区]用夏34 記 4～ 11第 68図 }69層コ
9 9g 34 !記 4

'68図

4 69層電9
9g 曖]聞配34 注言己 5 168図 8 69胚�10

1 98 反35 主記 3C-1 C-4
129 第 92図観 察表 図 r 1番号 5写 真 図版45-6 要護曖]幻反44--6

13 135 匝]門冤44 主記  3 F96E41 96曖]2
14 152 第 99図  スケーッレ 10cm 5m

163 ，
‘

Ｆ
υ 注 記 5 I-1 I-2

168 :57 注記  7 「102じ』2

'102彊

�3
17 173

棚
〔表 図中番号3写真図版59-3 :要こ図版59-4

18 ワ
‘ 〔表 図中番号4写真図版59-4 屏護曖団幻死59--3



仙台市文化財調査報告書第301集

一刑 田 館 跡 ft

発掘調査報告書

中田南遺跡第3次 。中田北遺跡・南目城跡

大野田古墳群第10.41次 ・元袋遺跡第5次

鴻ノ巣遺跡第40次 ・北目城跡第4.5次

南小泉遺跡第44～47次 ・袋前遺跡第2次

富沢遺跡第 135。 136次 。西上野原遺跡

洞ノロ遺跡第42次 ・燕沢遺跡第42次調査

2006年 3月

仙 台 市 教 育 委 員 会



1.1区東壁土層断面 (1～ 13層 ) 4.3区東壁土層断面 (1～ 12層 )

2.1区東壁土層断面 (19～27層 )

li;

1.I

1 5

16

17

5.3区東壁土層断面 (13～17層 )

6.3区東壁土層断面 (13～26層 )

富沢遺跡第 135次調査の上層

3.2区北壁土冒断面



西壁土層断面

Ⅶb

Ⅷ
′

Xa
Xc
Xd

北壁土層断面

富沢遺跡第136次調査の上層と畦畔

Xc層水田跡畦畔痕跡



仙台市内には現在約800カ 所の遺跡が確認されておりますが、このような埋蔵文化財はその時代

ごとにその地に住んだ人々の生活を伝えるものであり、各種開発事業によって絶えず破壊・消滅の

恐れにさらされております。当教育委員会としましては皆様のご理解とご協力を得て、貴重な文化

財を保存し、後世に伝えるように努めているところであります。

本報告書には、開発に先立ち、平成17年度に発掘調査を実施した前田館跡の他、中田南遺跡、中

田北遺跡、南目館跡、大野田古墳群、元袋遺跡、鴻ノ巣遺跡、北目城跡、袋前遺跡、富沢遺跡、西

上野原遺跡、洞ノロ遺跡、及び平成16年度に発掘調査を実施した南小泉遺跡、燕沢遺跡の調査結果

を収録しております。

前田館跡は中世の城館跡とされていますが、今回初めて調査が行われました。調査によって中世

の溝跡などが確認され、これまで知られていなかった遺跡の実態を知る上で貴重な資料を得ること

ができました。富沢遺跡の調査では、遺跡の範囲が更に北に広がっていることが確認され、仙台市

富沢遺跡保存館で公開されている旧石器時代後期の森林跡と同じ時期の層が確認されています。

本書に掲載した調査成果が、地域の歴史の解明と文化財保護思想の高揚のため、お役に立てば幸

いです。

最後になりましたが、発掘調査の実施から報告書刊行まで多 くの方々のご指導、ご協力をいただ

きましたことに対しまして、心より感謝申し上げます。今後とも文化財保護行政についてご理解 と

ご協力を賜 りますようお願い申し上げます。

平成18年 3月

仙台市教育委員会

教育長 奥山 恵美子



例  言
1 本書は、仙台市教育委員会が実施した民間開発事業に伴う前田館跡、中田北遺跡、燕沢遺跡第12次、富沢遺跡

第135・ 136次、南小泉遺跡第46次 と、個人住宅建設に伴う南目城跡、大野田古墳群第10・ 11次、元袋遺跡・鴻ノ

巣遺跡第10次、北目城跡第 4・ 5次、南小泉遺跡第45。 47次、洞ノロ遺跡第12次、中田南遺跡第 3次、大野田古

墳群第11次、袋前遺跡第 2次及び仙台市関連施設建設に伴う南小泉遺跡第44次、西上野原遺跡の発掘調査報告書

である。

民間開発事業に係わる発掘調査は事業者の負担において実施し、個人住宅建設及び仙台市関連施設建設に係わる

調査は公費で実施した。

2 本書の執筆・編集は、仙台市教育委員会文化財課調査係の担当調査員の協議をもとに、工藤哲司 。問馬有希・

三塚博之・浅野克樹・赤岡光騎が分担 して行なった。担当は次のとおりである。

工藤 :南小泉遺跡第44・ 45。 47次、中田北遺跡、北目城跡第 4・ 5次、燕沢遺跡第12次、西上野原遺跡、袋

前遺跡第 2次、富沢遺跡第136次

門馬 :大野田古墳群第11次

三塚 :前 田館跡、富沢遺跡第135次

浅野 :元袋遺跡第 5次、中田南遺跡第3次、洞ノロ遺跡第12次

赤岡 :南小泉遺跡第46次、南目城跡、大野田古墳群第11次、鴻ノ巣遺跡第10次

3 本書に掲載された陶磁器の産地および年代については、仙台市博物館の佐藤洋氏に鑑定をお願いした。

4 本書に係わる遺物・写真 ,実測図面等の資料については、仙台市教育委員会が保管している。

例
1 本書で使用した土色は、「新版標準土色帖」 1/1ヽ 山・竹原 :1976)に 準拠 している。

2 断面図・平面図の標高値は、海抜高度を示 している。

3 遺構は種別毎に次の略号を使用 した。

SB:掘立柱建物跡  SD:溝跡   SE:井 戸跡      SI:竪 穴住居跡・竪穴遺構

SK:土坑      P :ピ ット  SX:そ の他の遺構

4 遺物の登録は、以下の分類と略号を使用している。

A:縄文土器    B:弥 生土器    C:土 師器 (非ロクロ) D:土 師器 (ロ クロ)

E:須恵器     F:丸 瓦      G:平 瓦        I:陶 器      」:磁器

K:石器・石製品  L:木 製品・杭材   N:金 属製品      P:土 製品

5 竪穴住居跡等における焼け面範囲は、網かけにより表現した。

6 土師器実測図における網は、黒色処理されていることを示している。

7 石器実測図においては、次のとお りに表現した。  磨 り面の範囲 千■i

8 遺物観察表の ( )内の法量は残存値を示 している。

9 本文中の「灰白色火山灰」 (庄子・山田 :1980)は 、「十和田a(To― a)」 と考えられ、十和田 aの降下年代は

現在、西暦915年初夏とされている。 (町田 i1981・ 1996)

10 本書における「擬似畦畔 B」 という用語は、水田畦畔直下の自然堆積層に認められる畦畔状の高まりをさす

(斎野ほか1987:「富沢―富沢遺跡第15次発掘調査報告書」仙台市文化財調査報告書第98集)が、本書では自然堆

積層の高まりだけでなく、畦畔直下の下層の水田耕作土層に認められる畦畔状の高まりにもこの用語を使用した。
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前田館跡発掘調査報告書

lH調査要項

遺  跡  名  前田館跡 (宮城県遺跡登録番号01121)

所  在  地  仙台市太白区中田 6丁 目55の一部

調 査 原 因  宅地造成に伴う道路建設

調査対象面積  2,100∬ (街路敷設部分9,231∬ )

調 査 面 積  50∬

調 査 期 間  平成17年 5月 24日 ～ 6月 6日

調 査 主 体  仙台市教育委員会

調 査 担 当  仙台市教育局生涯学習部文化財課

担 当 職 員  主査 工藤哲司  文化財教諭 赤岡光騎 三塚博之 浅野克樹

2.調査に至る経緯と調査方法

平成17年 2月 18日 付けで、柿沼一夫氏より上記地内における宅地造成工事に伴う発掘届が提出された。これを受

けて平成17年 4月 20日 ・21日 に、道路予定地内に12ヶ 所の トレンチを設定して確認調査を行った。その結果、第 1

～10ト レンチの大部分は重機による深掘 りが行なわれ、遺構・遺物は発見されなかったが、第11ト レンチで溝跡と

見られる遺構を確認したため、 5月 24日 からこの部分の本調査を実施することとなった。

東西約 5m、 南北約10mの調査区を設定し、重機により耕作土及び盛土層を除去した。現地表下約1.3mの I層

上面で入力による遺構検出作業と遺構の掘 り込みを行った。なお、耕作土及び盛土が崩れやすく安全を確保するた

め、調査区を各壁から50cmずつ縮小している。

また、 5月 24日 に確認調査の第 6ト レンチの南側に第13ト レンチ、北側に第14ト レンチを設定し、堀跡の有無を

確定するため追加の確認調査を実施したが、遺構を検出することはできなかった。

測量は、平面図は1/50平板測量、個別遺構は1/20実測、断面図は1/20実測とした。

写真記録は35mmカ メラでモノクロームとカラースライドの撮影を行ない、実測を随時行った。

3.遺跡の位置と環境

前田館跡は仙台市の最南端部に位置し、仙台市大白区中田に所在する。JR東北本線「南仙台駅」の南方0.6km、

名取川下流域右岸 (南岸)、 標高 8mほ どの自然堤防上に立地する。遺跡範囲の南側には「壇腰遺跡」のとの境界

となる小河川の清水川 (清水堀)が東流している。

当該地の周辺はかつて豊かな田園地帯が広が り、米・疏菜類を栽培する近郊農業地帯として発展してきたが、近

年では仙台市街のベッドタウンとして急激に都市化が進行している地域である。

本遺跡は14世紀に佐々木勘解由が居城 したと言われる城館跡である。紫桃正隆氏の『史料 仙台領内古城・館

第四巻』によれば、二重水濠と土塁に囲まれた270m四方に及ぶ平城形式の屋敷で、周囲は湿原地帯が広がり、大

小の湖沼や清水堀の流路などが複雑に入 り組んで要害を呈していたとされる。

平成15年 (2003)に南に隣接する壇腰遺跡の調査が実施されており、前田館跡の南側を画すると考えられる堀跡

を検出している。

I
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No 遺跡名 種  別 立  地 年  代 No 遺跡名 種  別 立  地 年   代

1 前田館跡 城館跡 自然堤防 中世 安久東遺跡 集落跡、方形周濡墓 自然堤防

2 柳生台畑遺跡 散布地 自然堤 坊 11 楽遺卵 集落跡 自然堤 坊

3 松木遺跡 集落跡 自然堤防 古代  中世 近世 壇腰遺跡 散布地 自然堤防 古 代

4 雷遺跡 散布地 自然堤防 古代 13 北遺跡 散布地 自然堤防 古 代

5 雷東遺跡 散布地 自然堤防 古代 14 中田南遺跡 集落跡・屋敷跡 自然堤防 縄文晩、弥生中、古墳、古代、中世

6 関場遺跡 散布地 自然堤防 古墳、古代 後川原遺跡 水田跡 自然堤防 弥生、古代、中世、近世

7 谷地田遺跡 散布地 自然堤防 吉墳、古代 前沖中遺跡 散布地 自然堤防 占墳、古代

8 中田神社裏遺跡 散万地 自然堤防 17 前沖北遺跡 散布地 自然堤防 古墳、古代

9 安久遣跡 集洛瑯 自然堤防 内手遺跡 散布地 自然堤

"
百代

第 1図 遣跡の位置と周辺の遺跡 (1/25000)

甥
γ
易

第 2図 調査地点の位置 (1/5000)

ケ。ェ●務
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o                                      50m

第 3図 開発範囲と調査区配置

4日 基本層序

畑耕作土及び盛土が約1.3mあ り、その下に旧表土 (I層)がある。調査区で確認した基本層は大別 3層 に分けら

れる。調査区の中央で確認したSD l溝跡の北側と南側では I・ Ⅱ層の厚さに違いが見られる。なお、調査区のほ

ぼ全域にわたって、酸化鉄が集積している。
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第 4図 遺構配置図
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Ⅱ

一―_____´
~

0                       5m

0       1

700m

【
　

ヽ一

Ⅱ

ヽ

2m

自穂尼 層 位 土  色 土 質 偏  考

基

本

層

序

I層

10YR6海 にぶい黄橙色

ЮY馳/2 黒褐色

lCIYR2/1 黒色

層互の

上

土

土

粘

粘

粘

全体に酸化鉄を含む。

層圧はSDlの北では60cm以上、

南では10cm以上。

Ⅱ層 10Y恥/3 にぶい黄褐色 砂

SDlの南では10YR6/4にぶい黄橙

色の砂 と互層。

全体に酸化鉄 を含む。

Ⅲ層
10YR6/4 にぶい黄橙色 粘 土 上面は全体に酸化鉄を含む。

5Y3/1 オリープ黒色 粘上の互層 下面はグライ化。

豊構宅 層位 上  色 土  質 備   考

SD2

1,暫 10YR2/3 黒褐色 粘土質 シル ト 炭化物粒 を含む。

2層 10YR71 褐灰色 粘上質シル ト 箸体に酸化鉄を含む。

3層 5YR3/1 オリープ黒色 粘土 上部に酸化鉄 を含む。

SK2

1層 25Y3/1 オ リーブ黒色 粘土 下面にⅡ層の砂 を含む。

5Y5/2 灰オリーブ色 砂
酸4ヒ鉄の層を含む。イの層を巻 き

込んでいる。

イ 5Y3/1 オリープ黒色 粘土 全体に酸化鉄を含む。

第 5図 南東壁断面図
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I層   にぶい黄橙色粘上、灰黄褐色粘土、黒色粘上の互層。層厚はSD l溝跡の北側で約60cm、 南側で約10cm。

全体に酸化鉄粒を含む。

‖層  にぶい黄褐色砂。層厚はSD l溝跡の北側で約25cm、 南側で約55cm。 全体に酸化鉄粒 を含む。

III層   にぶい黄橙色粘上、オリーブ黒色粘土の互層。層厚は30cm以上。上面は全面に酸化鉄粒を含み、下面

はグライ化している。

5日 発見遺構 と出土遺物

1)溝跡

SDl清跡  【位置 。重複】調査区中央部で検出した。SK l土坑に切 られている。【方向・幅】全体の方向はほぼ

東西方向である。検出された溝の全長は約4.2m、 幅は検出面で3.2m前後、底面で1.2m前 後である。調査区南東端

で南方に広がっているが、清水川 (清水堀)がすぐ東を流れており、調査区を拡張することができなかった。この

ためSD l溝跡が広がっているのか、南に向かって曲がっているのかを確定することはできなかった。【深さ 。断面

形】検出面からの深さは90cm程である。断面形はゆるやかなU字形を呈する。〔堆積土・出土遺物】堆積土は大別

3層・細別 6層 に分けられる。 1層はにぶい責褐色シルト質粘土、 2層 は黒褐色粘土、 3a層 は黒褐色粘土、 3b層

はオリーブ黒色粘土、 3c層 はオリーブ黒色粘土、 4層 は灰色砂とオリーブ黒色粘上の互層である。 1層 は人為的

に埋め戻された土である。 3a～ 3c層 ・ 4層 は水成堆積層で、 3a層 はベル ト付近の南側、 4層 は調査区南東端の

溝の落ち込み部分でのみ確認した。 1・ 2層 の中層には酸化鉄の集積 した層があり、しまりが強い。ある時点での

地下水位を示している可能性が考えられる。出土した遺物については第 1表の通 りである。この内、図化できたも

のは底部に回転糸切 り痕の見られる赤焼土器D-1(第 7図 1)、 美濃焼の小型灰釉塊I-1(第 7図 2)、 龍泉窯

系の青磁の碗」-1(第 7図 4)、 石鉢K-1(第 7図 5)、 砥石K-2(第 7図 6)、 磨面のある礫K-3(第 7図

7)、 木片L-1(第 7図 9)、 漆器の椀L-2(第 7図 10)、 板状の木製品 2点L-3'4(第 7図 11。 12)、 刀子

N-1(第 7図 13)、 釘と見られる金属製品N-2(第 7図14)である。また、 4月 20'21日 に実施した確認調査で

は11ト レンチでSD l溝跡を確認してお り、遺物は 1層からロクロ使用の土師器の甕の破片 4点、 3層 から茶臼 1

点・陶器片 1点が出土している。確認調査の 1層 は本調査の 1層 に、 3層は 3b層 に対応している。この内、図化

できたものは在地産と見られる無釉の陶器の知 -2(第 7図 3)、 茶臼の上臼K-4(第 7図 8)である。

B
650m_引

層 位 土  色 土  貿 傭   考

1層 10YR5/3に ぶい責褐色 シル ト質粘土
2層のブロックを含む。全体に酸化鉄を合む。

中層に酸化鉄の集積層が見られる。

2層 10YR″2 黒褐色 粘土
全体に酸化鉄を含む。

中層に酸化鉄の集積層が見 られる。

3a層 25Y3/1 黒褐色 粘土
10YR5/2灰貢褐色 粘上のブロックを巻き

込むように含む。

3b層 5Y3/1 オリーブ黒色 粘土 上面に植物遺体を多量に含む。

3c層 5Y3/1 オリーブ黒色 粘土 10Y4/1灰 色 粘上のプロックを巻き込むように含む。

4層
75Y4/1 灰色 砂 調査区南東端の落ち込み部分でのみ確認。

5Y3/1 オリ峠ア
｀
黒色 粘上の互層

第 6図 SDl溝跡断面図 (1/60)

土師器 須恵器 赤焼土器 磁 器 胸  器 鉄製品 礫 石製品 木製品 骨 計

1層 「J2 3 1

2 層 ユ 4 4 ユ 1 守

3b層 9 2 l 1 0 4

討 16 3 1 ユ 4 5 2 5 136

第 1表 SDl清跡出土遺物一覧
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出土地点 分  類 法  量 特徴・備考

(調整 素材・産地・時期・分類 )

真

版

写

図基本層 遺構名 遺構層 取上配 種 別 静 種 器高 長 日径 幅 体部径 '厚 底径 重

1 SD― 1層 l] 赤焼土器 イ (1分5) 外面・ 内面 ロクロ調整 底部回転糸切 り

2
=1

SD‐ 2層 10 陶器 塊 (74) 灰釉  内外面 目跡あ り 美濃 18C 5-2
3 [2 SD― 3層 陶器 鉢 無釉 在地 P 13～ 14C 5-3

SD‐ 3b層 磁 器 碗 辞磁 外面 :蓮弁紋 P高 台内鉄釉 内面 :見込 無釉 中目寵果窯系14C 5-4

5 SD― 1層 石製品 石鉢 (1■2) (149) (117) 22511 5-6
6 Kワ SD‐ 2層 10 石製品 ほ石 砥面5面 5-7

K毛 SD― 2,音 17 礫石器 暦面のある礫 (88) 77 自然石利用 5-8
8 K望 SD‐ 3層 石製品 茶臼上自 125 198 34511 孔径40cl1 2つ 孔が穿たれている 6-9

第 7図 SDl溝跡出土遺物 1
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SD2溝跡 【位置。重複】調査区の東隅で溝跡の一部を検出した。【方向。幅】方向はほぼ南北方向である。検出

部の全長は約2.Om、 幅は検出面で1.3m以上、底面で0.5m以上である。【深さ。断面形】検出面からの深さは65cm

以上である。断面形はゆるやかなU字形と推定される。【堆積土・出土遺物】堆積土は3層 に分けられる。 1層 は

黒褐色粘土質シルト、 2層は褐灰色粘土質シルト、 3層 はオリーブ黒色粘上である。遺物は3層から土師器片が 4

点出土しており、ロクロを使用し内面黒色処理されたものが含まれている。

2)土坑

SKl土坑  【位置・重複】調査区中央東側で検出した。SD l溝跡を切っている。【平面形 。大きさ】平面形は長

方形で長軸160cm、 短軸100cmを測る。【深さ。断面形】深さは18cmで、断面形は逆台形である。【堆積土・出土遺

物】堆積土は黒褐色土の粘土質シルトである。遺物は土師器片3点、須恵器片3点、土師質土器片 1点、陶器片 1

点、磁器片1点が出土している。この内、図化することができたのは古瀬戸の小型の瓶 (ま たは水注)の破片J―

2(第 9図 1)である。

甲
号

凶
番

登録

番号

出土地 点 分   類 法   量 特徴・備考

(調整 素材 産地 時期 分類 )

真

版

写

図遺構名 遺構層 取上血 種 別 器種 器高 長 口径  幅 体部径 厚 底径 重

ユ L-1 SD― 2層 10 木製品 板 材 (84) 5-9
2 1ォ 2 SD― 3b層 木製品 漆器椀 外面 :黒漆のち朱漆模様 内面 :漆塗り 黛げ痕あり 変形につき法量不明 5-10
3 L3 SD― 3b層 木製品 板材 (85, (36) 釘穴あ り ? 5-11

4 L4 SD― 3b層 木製品 板材 194 焦げ痕あ り 6-1
5 N■ 2層 金属製品 刀子 (11) 6-3
6 2層 10 金属製品 釘 ? (31) (07) 6-4

第 8図  SD刊 溝跡出土遺物 2
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鷺構 名 層 位 上   色 土  質 備   考

1層 10YRν2 黒褐色 粘土質シルト 10YR3れ粘土質シルトの小プロックを含む。

SK2 1層 25Y3/1 黒褐色 粘 土 下面に基本層の Ⅱ層の砂 を含む。

第 9図 土坑実測図 (1/60)

SK2土坑 【位置・重複】調査区中央東端で検出した。他の遺構との重複はないが、調査区断面の観察からSD l

溝跡より古い遺構と考えられる。【平面形・大きさ】平面形は長方形で長軸100cm以上、短軸70cm以上である。

【深さ・断面形】深さは18cmで、断面形はU字形である。【堆積土・出土遺物】堆積土は黒褐色上の粘土である。

遺物は土師器片2点、須恵器片1点、使用痕のある礫 1点が出土している。

中

号

図

番
登録

番号

出土地点 分  類 法   量 特徴 備考

(調整・素材・産地 ,時期 分類 )

真

版

写

図基本屠 遺構名 置構擢 取上Ц 種 別 器種 器高 長 口径・幅 体部径 厚 底径・重

1 ゴー2 SK■ 1層 4 臓器 瓶 ? 小型の瓶か水注の頸部 古瀬戸 13～15C 5-5

第10図  SKl土坑出土遺物

3)出 土遺物

調査区上面の精査中に土師器片・須恵器片が出土している。摩滅が著しく調整痕跡の観察できないものが多いが、

内面黒色処理されているものや、ロクロ調整の確認できる土師器片も見られる。

6.ま とめ

① 今回の調査は遺跡の南端部で実施した。

② 調査を実施した深さ約2.4mま での地層は大別3層 に分けられた。

③ 今回の調査では溝跡2条、土坑2基を確認した。

④ SDl溝跡は14世紀以降のものと見られ、遺跡の南側を画するlTB跡 と考えられる。約60m南 には壇腰遺跡で

確認された堀跡があり、館跡を囲んでいた二重水濠を形成する可能性がある。堀跡は少なくとも18世紀までは

機能しており、その後人為的に埋め戻されたものと考えられる。

③ SD2溝跡は、出土遺物から古代以降の溝跡と考えられるが、詳細については不明である。

③ 土坑は、SK l土坑はSD l溝跡を切っていることから比較的新しい時期、SK 2土坑は平安時代以降の遺構と

考えられる。

<参考・引用文献>

渡部弘美 (2004):「壇腰遺跡 発掘調査報告書」仙台市文化財調査報告書第277集 仙台市教育委員会

紫桃正隆 (1974):『史料 仙台領内古城・館』第四巻 宝文堂
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図版 4 前田館跡全景



1 南東壁断面① (北西より)

2 南東壁断面② (北西より)
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図版 2 調査区南東壁断面

3 南東壁断面③ (北西より)



I SDl遺構断面 (北西より)

2 SDl溝跡 (北西より)
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図版 3 溝跡 (SDl・ 2)



l SK刊土坑断面 (北西より)

2 SKl土坑 (北西より)

3 SK2土坑 (南西より)

図版 4 土坑 (SKl・ 2)
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1 赤焼土器

2 陶器

3 陶器

4 磁器

5 磁器

6 石製品

不    D-1
塊     I-1
鉢    I-2
碗    J-1
瓶か水注 J-2
石鉢   K-1

砥石   K-2
礫    K-3
板材   L-1
漆器椀  L-2
材     L-3

(SD l 第 7図 6)

(SD l 第 7図 7)

(SD l 第 8図 1)

(SD l 第 8図 2)

(SD l 第 8図 3)

(SD l 第 7図 1)

(SD l 第 7図 2)
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(SD l 第 7図 5)

7 石製品
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図版 5 前田館跡出土遺物 1



臼石口中製

骨

骨

骨

石

木製品  材   L-4
木製品  漆器椀 L-5
金属製品 刀子  N-1
金属製品 釘 ?  N-2
獣骨       Q-1
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Ⅱ

1.調査要項

遺  跡  名

調 査 地 点

調 査 期 間

調査対象面積

調 査 面 積

調 査 原 因

調 査 主 体

調 査 担 当

担 当 職 員

中田南遺跡第 3次発掘調査報告書

中田南遺跡 (宮城県遺跡番号01272)

仙台市太白区中田 7丁 目226-17、 225-10、 230-6・ 7

平成17年 6月 22日 ～ 6月 30日

63■置

21だ

個人住宅建築

仙台市教育委員会

仙台市教育局生涯学習部文化財課調査係

文化財教諭  浅野克樹  三塚博之

2,調査に至る経過と調査方法

本調査は、平成17年 6月 7日 付けで石井浩秋氏より軽量鉄骨 2階建て個人住宅の建築に伴う発掘届が提出された

ことに基づいて調査を行った。当該区は中田南遺跡の南東部に位置し、平成 4年度に行われた第 1次調査のⅣ区拡

張部分にあたり、Ⅳ層の上面で中世の堀跡と見られる遺構を確認していた場所である。この調査結果に基づき建物

予定地に東西 7m。 南北 3mの調査区を設定し、重機により盛土部分からⅡ層までを掘 り下げ、Ⅲ層上面 (標高約

6.5m)で 手掘 りによる遺構検出作業を行った。

Om

No 遺跡名 種  別 立  地 年  代 Na 遺跡名 種  別 立  地 年   代

1 中団南遺跡 集落 屋敷跡 自然堤防 鶴文・弥生 古墳 奈良 平安。中せ 安久東遺跡 集落跡他 自然堤防 弥生・古墳 奈良 平安・近世

2 松木遺跡 集落跡 目然堤 % 奈良～平安・中世・近世 11 前田館跡 城館 中世

3 雷遺跡 拙布地 自然堤防 平安 壇腰遺跡 散布地 自然堤防 奈良～平安

4 関場遺跡 散布地 自然IIn防 古墳 奈良～平安 中田北遺跡 散布地 自然堤防 奈良～平安

5 雷東遺跡 散布地 自然堤防 平 安 後河原遺跡 官行関係 水田跡 自然堤防 弥生 。平安 中世 '近世

6 谷地田遺跡 散布地 自然堤防 前沖中遺跡 散布地 自然堤防 古墳 奈良～平安

栗遺跡 集落跡 自然堤防 称生・古墳 奈良・平安 前沖北遺跡 故布地 自然堤防 古墳・奈良～平安

8 安久遺跡 集落跡 自然堤防 奈良・平安 内手遺跡 散布地 自然堤防 奈良～平安

9 中田神社裏遺跡 散布地 自然堤防 古墳・平安

第11図 遺跡の位置と周辺の遺跡



3.遺跡の位置と環境

中田南遺跡は、仙台市の南東部、」R南仙台駅の南0.8kmに 位置 し、遺跡の南側には名取市が接する。名取川やそ

の支流によって形成された標高 7～ 8m前後の自然堤防上に立地 している。遺跡の広が りは東西500m、 南】ヒ200m

である。周辺の遺跡には前田館跡、壇腰遺跡、中田北遺跡、上余田遺跡などがある。この他にも名取川下流域南岸

部には多 くの遺跡があり、古 くより人類の生活が営まれてきた地域である。

発掘調査は、平成 4年から行われてお り、古墳時代から中世にかけての遺構が多数確認されている。竪穴住居跡

は古墳時代後期 3軒・古墳時代末から奈良時代30軒前後、平安時代 2軒、掘立柱建物跡は、古墳時代末から奈良時

代 2棟以上、平安時代 4棟以上などが確認されている。他にも平安時代の鍛冶遺構、中世の井戸跡、屋敷を囲む堀

跡、火葬墓などが発見されている。遺物では縄文時代晩期までさかのぼる土器も出土している。奈良時代の遺構か

らは、銅の鋳造用の土器などが出土しており、東日本において 8世紀に銅鋳造が行われたことを示す貴重な発見が

されている。また、中世の屋敷跡や堀跡、溝跡からは土師質土器皿や陶磁器なども出土している。

第12図 調査地点の位置

4B基本層序

I層 :オ リーブ黒色シル ト

‖層 :暗褐色シル ト

III層 :褐色砂質シル ト

第 1次調査の埋め戻 しの上である。

掲色土の小ブロックを含む。下面に乱れがみら

れる。第 1次調査のⅢb層 に相当すると思われる。

自然堆積層。第 1次調査のⅣ層に相当すると思

われる。

敷地範囲

＼♀IV,二m

250m°

l ltu'日 劇 |にJ彰 w

第13図  調査区配置図
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第14図 遺構実測図

層位 土   色 土  質 備  考

I 5Y3カ  オリーブ黒色 シルト 第 1次調査の埋め戻 しの上

Ⅱ 10YR3/3 暗褐色 シルト
掲色上の小ブロックを含む 下面に乱れがみられる

第1次調査のⅢb層 に相当すると思われる

El ЮYM/6 褐色 砂質シル ト 自然堆積層 第1次調査のV層 に相当すると思われる

第15図 北壁土層断面図

5出 発見遺構と遺物

Ⅲ層上面で遺構の検出作業を行い、竪穴住居跡 1軒・溝跡 1条・土坑 2基 を検出した。

1)竪 穴 住 居 跡

S11竪穴住居跡 調査区中央で北半を確認 した。南半は調査区の外に延びている。北壁の東半が削平を受けている

が東壁がかすかに検出されたため、平面形は方形もしくは長方形を呈するものと推察される。住居の北辺は約 5m、

南北軸長は検出部分で約2.7mで ある。第 1次調査のⅣ区拡張区で検出した竪穴住居と同一である。全体的に削平

が著 しく、検出面から床面までの深さは 0～ 10cmである。住居廃絶後の残存する堆積層は 1層 である。住居の中

央部分に堅くしまった貼 り床が見られたが湧水により精査中に消失し、範囲を記録することはできなかった。遺物

としては、土師器片13点、須恵器片 2点が出上 している。カマ ドは北壁に造られている。中央よりやや東によって

位置し、調査区外に延びているため確認できないが、幅約35cmの煙道が住居の外に延びている。煙道の方向は磁

北とほぼ一致している。カマ ド本体は、両袖の下端部分が幅約10cm残っており、北壁からカマ ド袖部の先端まで

約60cm、 両袖の外側で約120cm・ 内側で30cmを測る。カマ ド内からは支脚に使用 したと思われる長さ11.4cm、 幅

4.9cm、 厚さ4.5cmの石が見つかっている。また、カマ ド西側の北壁で周溝の一部と見 られる溝と住居の北東隅で土

坑を 1基検出している。溝の幅は、約20cmで、床面からの深さは約 5cmである。平面形は南北軸約45cm、 東西軸

約30cmの楕円形を呈する。土坑の深さは約30cmで、断面形はU字形を呈する。柱跡は確認できなかった。ピット

は住居の北西隅でPl、 北東部でP2を 、住居の西部調査区壁際では溝状の落ち込みに粘土が盛 り上がったSX lを 検

出している。遺物はP2か ら、非ロクロ土師器奏片 (C‐ 1)を含む土師器片11点、須恵器片 2点、SX lか らは土師

器片 1点が出土している。
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第16図 遺構断面図

2)溝 跡

SDl清跡 調査区の北西部で溝跡の一部を検出した。検出された溝の全長は約1.5mで 幅は上面で70～80cm・ 下面

で20～70cmである。深さは8～20cmで、断面形は不定形である。堆積土は1層である。S11竪穴住居跡 。SK l土

坑に切られている。遺物は郭、奏、郭と思われる土師器片10点 と須恵器片 1点が出上している。

3)土 坑

SKl土坑 調査区の北西部で検出した。SD l溝跡を切っている。平面形は楕円形で長さ75cm、 幅55cmを 測る。

深さは約15cmで、断面形はゆるやかなU字形を呈する。堆積土は2層である。遺物は奏、郭と思われる土師器片

3点、郭と思われる須恵器片 2点が出土している。

SK2土坑 調査区の南西部で検出した。遺構の南端は調査区外に延びているため全体の形状は不明であるが、平

面形は方形を呈するものと思われる。規模は長さ70cm、 幅65cmである。深さは約15cmで、断面形はゆるやかなU

字形を呈する。堆積土は1層である。遺物は出土していない。

S11南北ベル ト

2    1

層No 土   色 土 質 偏  考

1 10Y磁/2 黒褐色 ン,レ ト 堆積土 暗褐色砂質シルトの小ブロックを含む

2 10YR3/3 暗褐色 砂質シル ト にぶい黄褐色砂質シルトの小プロックを含む

3 10YR3/1 黒褐色 シルト 焼土を多量に含む

4 5Y4/2 灰 オ リー ブ色 シル ト 焼上を少量含む

1

層No 土   色 土  質 偏   考

l 10YR3/2 黒褐色 シルト管粘十 にぶい黄褐色砂質シルトのブロックを含む

旨No 上   色 土  質 備   考

, 10Y硝/2 黒褐色 部分的に焼上 を含 む

カ マ

層Nc 土   色 土 質 偏   考

1 10YR4/3 にぶい黄褐色 砂
全体に黒褐色粘土質ンルトのブロックを含む

内側に焼上のブロックを少量合む

SDl
層No 土   色 土  質 偏  考

1 10YR3/2 黒褐色 シルト 掲色砂質シル トの小 プロックを多量含む

S1l SDl
層No 土  色 土  質 備   考

1 10YR3カ  黒褐色 ンル ト粘土 にぶい貢褐色砂質ンルトのプロックを含む

SKl
層No 土   色 土  質 備   考

1 10YR3/3 暗褐色 砂質シル ト 問色上のプロックをわずかに含む

10Y酵4褐 色 ンル ト質砂 暗褐色上のプロックをわずかに含む

S1l SKl
暗No 土  色 土  質 備  考

1 10YR3/3 暗褐色 シルト にぶい責褐色砂質ンルトの小ブロックを含む

SK2
悟Nc 土  色 土  質 傭   考

1 ユOYR3//2 黒褐色 シル ト質砂
掲色上の小プロックを多量に含む

炭化物 を少量含 む1 】X

層No 土  色 土  貿 備  考

1 10YRク2 灰黄褐色 シル ト 下層に焼土プロックを含む

2 10YR3/1 黒褐色 シル ト 上層に黄褐色土 を少量含む

3 10YR3/3 暗褐色 シルト しまリカ`強く、覆い
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第17図 出土遺物

6.ま とめ

① 本調査区は、平成4年度調査のⅥ区拡張部分にあたり、以前確認していた竪穴住居跡・溝跡1条・土坑2基

と思われる遺構を調査した。

② S11竪穴住居跡出土土器は、第1次調査の第Ⅲ群土器に相当すると考えられるので古墳時代末から奈良時代

前半に位置づけられる。

③ SDl溝跡とSK l・ 2土坑はS11竪穴住居跡を切っていることから古墳時代末から奈良時代前半以降の遺構

と考えられる。

<参考・引用文献>

太田昭夫・熊谷裕行・佐藤淳 (1994)「中田南遺跡第 1次発掘調査報告書」仙台市文化財調査報告書第182集

太田昭夫・三塚靖 (1995)「中田南遺跡第 2次発掘調査報告書」仙台市文化財調査報告書第206集

1 非ロクロ土師器 奏  C-l S1l P 2(第 17図 1) 2 支脚 K-l S11カ マ ド

図版 7 中田南遺跡第 3次調査出土遺物



1 遺構検出状況 (東 より)

2 Sll床面完掘状況 (南 より)

一姦
一″オ貯一韓一

3 S11カ マ ド完掘状況 (南より)
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l S1l P2出 土遺物 (南 より)

2 調査区完掘全景 (南 より)

l器主
|:  1  躁
｀ 
・

感  ―ヽ:ヽ

3 調査区北壁土層断面 (南 より)

図版 9 遺物出土状況 。調査状況





中田北遺跡発掘調査報告書

1 調査要項

遺  跡  名  中田北遺跡 (宮城県遺跡番号01271)

調 査 地 点  仙台市太白区中田 7丁 目20

調 査 期 間  平成17年 4月 11日 ～ 4月 13日

調査対象面積  320ど

調 査 面 積  102�

調 査 原 因  共同住宅建築 (2棟)

調 査 主 体  仙台市教育委員会

調 査 担 当  仙台市教育局生涯学習部文化財課調査係

担 当 職 員  主査 工藤哲司  文化財教諭 三塚博之 浅野克樹 赤岡光騎

2 調査に至る経過と調査方法

本調査は、平成17年 4月 4日 付けで、安達一七夫・安達のぶえ氏より、共同住宅の建築に伴う埋蔵文化財発掘の

届出が提出されたので、確認調査を実施し、そのうえで必要な場合は本調査を実施する旨を回答した。確認調査は、

平成17年 4月 11日 に着手した。 2棟の建物にそれぞれ幅 3m。 長さ15mの トレンチを設定して調査を行なった。最

初に東側の建物 (東 トレンチ)を調査したところ、土坑 1基 とピットが 3個検出されただけであつた。西側建物に

かかるトレンチ (西 トレンチ)も 、細い溝跡 1条 と土坑 1基・ピット1個だけが検出されただけであったが、西区

北部の西壁面で焼土と土師器の奏が伏せて立った状態で検出されたため、この部分の西側を幅 2mで拡張したとこ

ろ、竪穴住居跡が 1軒発見された。検出された遺構について本調査を実施した。

3 遺跡の位置と環境

中田北遺跡は仙台市の南端、名取市との境に近 く、」R南仙台駅の南東約 lkmに位置する。付近一帯は名取川が

形成した自然堤防と後背湿地 。旧河道が複雑に入 り組んだ地形となっており、遺跡の中心となる標高 6m前後の自

然堤防の北側には旧河道が存在し、南側には後背湿地が広がっている。遺跡の一部は後背湿地に及んでいる。

遺跡の北側を流れる名取川対岸の富沢地区は、自然堤防の形成が早 く、縄文時代中期頃から集落が形成されてい

るが、中田地区周辺の沖積地に遺跡が形成されるようになるのは、弥生時代になってからで、後河原遺跡や戸ノ内

遺跡・安久東遺跡 。中田南遺跡などで弥生土器が出土している。古墳時代になると戸ノ内遺跡と四郎丸館跡にかけ

ての地域や安久東遺跡などに集落と方形周溝墓がつくられ、生活の様子が明らかになってくる。以後、古墳時代・

余良時代 。平安時代を通して次第に多 くの遺跡が形成され、遺跡の分散・拡大が認められる。また、後河原遺跡で

は4面に廂をもつ掘立柱建物跡を中心に数棟の建物群も検出され、農村とは異なる性格の集落も認められる。中世

には安久東遺跡 。中田南遺跡・四郎丸館跡に屋敷ないし城館が形成されている。

中田北遺跡はこれまでに数度の確認調査が行なわれているが、遺構・遺物は発見されていなかった。ただ、南東

に近接する、中田南遺跡では、弥生土器・古墳時代中期の土器が出土し、古墳時代後期からは竪穴住居跡による集

落が形成さる。以後古墳時代末から余良・平安時代前半にかけて多数の竪穴住居跡が作られている。中世には大小

の溝で囲まれた複数の区画があり、その区画の中で掘立柱建物跡や井戸跡・土坑が発見されている。区画溝には重

複もみられ、13世紀から16世紀にかけて 3時期の変遷が考えられている。



鶴

融朗 I

還 跡名 種   別 立  地 時  代 藤弓 遺跡名 種  別 立  地 時   代

I 中田北遺跡 散布地 自然堤 防 盲代 Hl沖中遺跡 散布地 自然堤防 古墳 古代

2 中田南遺跡 案落 屋敷跡 自然堤防 弥生・古代～近世 前沖北遺跡 散布地 自然堤防

3 栗遺跡 集14 自然堤防 古墳 打手遺跡 散布地 自然堤防 古代

4 安久遺跡 案落 自然堤防 縄文～中世 中日畑中遺跡 集落 屋敷跡 自然堤防 古墳 古代

5 中団神社裏遺跡 散布地 自然堤防 古墳 古代 城丸古墳 円墳 自然堤防 古墳

6 伊豆野権現古墳 吉墳 自然堤防 古墳 神明遺跡 散布地 自然堤防 古墳 古代

7 安久東遺跡 集落 城館 自然堤 坊 17 弁天囲古墳 円墳 自然堤防 古墳 (後期 ?)

8 前田館跡 城 館 自然堤防 中世 戸 ノ内遺 謝 集落 方形周溝墓 自然堤防 古墳 古代～中世

9 壇腰遺跡 集 落 自然堤防 古代 口郎九館跡 集落 方形周溝墓 自然堤防 古墳 古代～中世

後河原遺跡 自然堤防 弥生 古代～近世 大塚山古墳 円墳 自然堤防 百墳

第18図 遺跡の位置と周辺の遺跡
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第19図 調査地区の位置
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第20図 調査区・遺構配置図

4 基本層序

盛 土  層厚25cm前後。残土等による盛土。

la層  10YR3/4暗 褐色のシル ト層。層厚約

15cm。 近年の畑の耕作土。

ib層  10YR3/3暗褐色の粘土質シル ト層。層

厚約25cm。 近年の畑の耕作土上部。

‖ 層  10YR3/2黒褐色の粘土質シル ト層。黄

褐色土をわずかに含む。層厚約15cm。

‖la層

Ⅲ b層

“
mi SK21 g 

“
m呈

ヤ

SK3   D′

ト
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才
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0

F SDl F′
66m引     ト

1

サ
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旧表土 ? 焼土 。炭化物・褐色土粒をわずかに含む。

10YR4/6褐色のシル ト層。層厚15cm。 地山上部。南部では褐色の砂層となる。

10YR5/6黄褐色のシル ト質粘土層。地山下部。

5 発見遺構と出土遺物

東西両 トレンチ合わせて、Ⅲa層上面で、溝跡 1条・竪穴住居跡 1軒・土坑 2基・ピット4個が検出された。

S11

層No 土   色 土  性 備  考

S11  1 10YR3/3 暗褐色 粘土質シル ト 黄褐色土粒・炭化物片・土器片 を多 く含む

2 10YR4/4 褐色 粘上質シル ト 責褐色上のプロックを多 く含む

3 10YR/3 黒褐色 ンル ト質粘土 焼土 炭化物・灰 土器片を大量に含む

10YR 4/6 褐色 ンル ト 焼土プロック・黄褐色上のプロックを含む

SK l l ЮYR3/3 暗褐色 粘土質ンル ト 黄褐色土粒をわずかに含む

2 10YR3/4 暗褐色 ンル ト質粘土 土器片 を含む

3 ЮYR4/2 灰責褐色 粘土 褐色土粒 をわずかに含む

層 No 土   色 上 性 備  考

SK 2 ] 10YR3/3 暗褐色 粘土質シル ト 貢褐色上粒 を少量含む

2 10YR4/4 褐色 シル ト質粘土 黄褐色土粒 を含む。酸化鉄粒 を少量含む

SK 3 〕 10YR3潟  暗褐色 ンル ト質粘土 酸化鉄のブロックを含む

2 10YR4/4 褐色 シルト 酸化鉄 を多量に含む

SK 4 1 10YR2/3 黒褐色 結土質シル ト 黄褐色上のブロックを含む

SD l  l 10YR3/3 暗褐色 猫土質シル ト にぶい黄褐色土粒を含む。酸化鉄粒を少量含む

第21図 S11竪穴住居跡



1)溝 跡

SDl清跡 西 トレンチの南部で検出された。西端は西

壁際で立ち上がり、東側は撹乱に切られ、検出部の長さ

は約180cmで ある。幅は上面で22cm。 深さは 9cmで、

断面形は舟底形である。堆積土は暗褐色のシルト質粘土

で、明黄褐色シルトのブロックを含む。出土遺物はない。

2)竪 穴住居跡

S11竪穴住居跡  【位置 。重複】西 トレンチ北部で検出

された。南辺・北辺・西辺は調査区の外にのびる。Ⅲ層

上面で検出したが、堆積土がⅡ層に類似 しているので、

掘り込み面はⅡ層の可能性がある。【平面形・規模・方向】

平面形は検出部の状況から方形ないし長方形を呈すると

考えられる。大きさは、検出部で南北約510cm・ 東西約

265cmを測る。方向は、東壁で真北から16° 西に傾いて

いる。【堆積土】堆積土は、 4層 に分けられた。遺構の深

さは、検出面から床面までの残りの良いところで12cmで

ある。 1層は暗褐色の粘土シルトで、責褐色土粒や炭片 。土器片を含む。住居跡全面に分布 している。 2層 は、褐色

の粘土質シル トで責褐色土のブロックを多 く含む。 3層 は黒褐色のシルト質粘土層でカマ ド燃焼部の落ち込みに分布

する。 4層 は焼土・黄褐色土を多量に含む褐色のシルトで、 3層 同様に燃焼部底面の焼土層である。【床面・壁面】

床面はほぼ平坦である。壁面は、検出部分はほぼ直線的にのびる。立ち上がりは直角に近い。【柱穴・カマド・施設】

柱穴は、床面では検出されなかった。カマドは東壁の南寄りに築かれている。南袖 (右袖)と南壁との間は、50～

70cmである。カマド本体は、幅は袖の外側で測って125cm。 内側で50cm前後である。袖の長さは、右側が60cm・ 左

側力�5cmま で残る。幅は、左右とも基底部で30cmである。カマドの燃焼部から前庭部にかけて20～25cmの深さの穴

が掘られており、穴の堆積土中から多量の土師器片が出上している。残存するカマドの奥部からは、倒立の状態で置

かれた小型の奏が出土している。煙道は、住居の上面が削平を受けているためか検出されていない。その他の施設と

しては、土坑が4基検出されている。SK l土坑は、住居跡の東南部の堆積土 (1層 )上面から掘り込まれている。

平面形は円形で、直径60cm前後、深さは55cmあ る。断面形は漏斗状で堆積土は3層 に分けられる。SK 2土坑は、カ

マドの前面に位置する。南北90cm。 東西約90cmの円形で、深さは14cmを 測り、断面形は舟底形を呈する。堆積土は

2層 に分けられる。SK 3土坑は住居の東壁際の北壁よりに位置する。平面形は円形を呈し、南北72cm。 東西65cmを

測る。深さは14cmで、断面形は不整な舟底形を呈する。堆積土は2層 に分けられる。SK 4土坑はカマドの左袖の外

側に位置する。平面形は楕円形を呈し、南寸ヒ長軸63cm・ 東西短軸46cmを 測る。深さは10cm前後で、北側が1段低く

なっている。断面形は舟底形を呈する。黒褐色± 1層である。【遺物出土状況】床面からの遺物は、少ないが、先に

記したようにカマド内の堆積土 (2・ 3層)か ら土師器片が多量に出上している。ここから出土した土師器は、甕の

破片が多い。【出土遺物】土師器の杯 7点 (第23図 1～ 7)。 奏 8点 (第23図 8～ 12。 第24図 1～ 3)と 、須恵器の

不 3点 (第24図 4～ 6)・ 高台付郭片1点 (第24図 7)・ 壼の体部破片1点 (第24図 8)がある。土師器の郭は、何

れもロクロを使用して作られており、全て内面は黒色処理されている。底部は回転ヘラ切りのち手持ちヘラ削りされ

るもの (D-2)、 回転糸切りのち手持ちヘラ削りされるもの (D-1・ 3)、 切り離し技法不明で手持ちヘラ削りされる

翻m島

一

f′

SK2
層No 土  色 土  性 備   考

I 10YR3/3 暗褐色 ンル ト質粘土 ЮYR3/4暗褐色粘上のプロックを含む

第22図  土坑・溝跡

Ａ州

SDl
層No 土  色 土 ″陛 怖  考

1 10YR3/3 暗褐色 粘土質 シル ト 明貰褐色上のブロックを含む。駿化鉄を含む。

SKl
層N( 土   色 土  性 備   考

1 10YR3カ  黒褐色 シル ト 酸化鉄 を少量含む

2 10YR5れ  にぶい黄褐色 砂 酸化鉄 を多量含む
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出 土 地 点 分 類 法 量 網 徴 傭 考
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 取上No 種 別 器種 器高 長 日径 恨 ミ径 , (調整 素材 産地 時期 分類 )

] 床 面 ロクロ土師器 郭 43 (134) Ⅲ面:ロクロ辞整、底部回転ヘラ切りのち子杵ちヘラケズリ 内面:ヘラミガキ、早色処理 12-1

2 床面 lT 45 (132) 1祗 :ロ クロ調整、底部回転糸切りのち手持ちヘラケズリ 内面iヘ ラミガキ、黒色処理 12-3

3 床 白 イ 62 71

'1面

tロ クロ調整、ヘラケズリ、底部回転糸切,のち手持ちヘラケズリ 内面Iヘ ラミガキ、景色処理 12-2
D7 1層 (128) 外面 :ロ クロ調整、ヘラケズリ、底部回転糸切り 内面 :ヘ ラミガキ、黒色処理

5 SI ロクロ土師器 杯 48 (128) /1面 Iロ クロ調整、ヘラケズリ、底部ヘラケズリ 内面 :ヘ ラミガキ、鼻色処理

6 カマ ド ロクロ土師器 味 外山 |ロ クロ討踏、氏部争持ちヘラケズリ 内面 iヘラミガキ、黒色処理

/ SK■ ロクロ土師器 係 (130) 外面 :ロ クロ調整、底部手持ちヘラケズリ 内面 :ヘ ラミガキ、黒色処理

8 SK■ ロクロ土師器 霙 61 (135) 外面 :ロ クロ調整 内面 :ロ クロ調整

9 襲 125 (147) 外面 :ロ クロ調整 内面 :ロ クロ調整 12-塑

ロクロ土師器 菱 158 外面 :ロ クロ調整、ヘラケズリ、底部ナデ 内面 :ロ クロ調整

D■ 5 1層 ロクロ土師器 235 外商 :ロ クロ調整 内面 :ロ クロ調整

カマ ド ロクロ土師器 菱 228 外面 :ロ クロ調整 内面 :ロ クロ調整

第23図 S11竪穴住屋跡出土土器 1
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番 号 番号

出 土 地 点 分 類 法 量 特  徴 ・ 備  考
写真図版

基本層 遺穂名 遺構層 取上No 種 別 器種 器高 (調整 素材 産地 時期 ,分類 )

1 D■ 1 V SK 5 ロクロ土師器 菱 (102) 外面 :ロ クロ調整、ハケメのちロクロ調整 内面 :ロ クロ調整
2 D■2 SI ロクロ土師器 棗 (1■9) (255) 舛面 :ロ クロ調整 ヘラケズ リ 内面 :ロ クロ調整

3 D■ 0 甕 (303) (213) /1・ 薗 :ロ クロ調整、ヘラケズ リ 外面 :ロ クロ調整、ナデ 12-5
4 Bl 1層 須恵器 不 (71) 外面 :ロ クロ調整、底部回転ヘラケズリのち回転ヘラケ 内面 :ロ クロ調整 12-6
5 Eワ カマ ド 須恵器 不 外面 :ロ クロ調整、底部回転糸切 り 内面 :ロ クロ調整 12-7
6 EB 舒 SK 2 須恵器 杯 40 外面 :ロ クロ調整、底部回転糸切 り 内面 :ロ クロ調整

7 E5 SI 1層 須恵器 床 (1■7) /1・ 面 :ロ クロ調整 内面 :ロ クロ調整 高台付 き

8 E4 1層 須恵器 (113) PI・ 面 :ロ クロ調整 内面 ロクロ調整 高台付 12-8

第24図 S11竪穴住居跡出土土器 2
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0                        10cm

第25図 S11竪穴住居跡出土石製品

もの (D-4・ 5。 6)、 回転糸切 り無調整のもの (D-7)が混在 している。奏は小型のもの (第23図 8～ 10)と 大型

のものがある。何れもロクロによる調整が行われている。須恵器の郭は、底部が回転ヘラ切りのち回転ヘラ削りされ

るもの (Bl)、 回転糸切 り無調整もの (32・ 3)、 がある。土器以外には、砂岩製の砥石片が 2点出土している。

3)土 坑

SKl土坑 東 トレンチの南部で検出され、西部は調査区の外にのびる。平面形は、検出部の状況から東西に長い

楕円形を呈すると推定される。検出部の東西長軸91cm。 南北短軸96cmを 測る。深さは12cmで 断面形は舟底形であ

る。堆積土は2層 に分けられ、上部が黒褐色のシルト、下部がにぶい黄褐色の砂層である。

SK2土坑 西 トレンチ北部で検出された。平面形は楕円形を呈し、東西長軸110cm。 南北短軸70cmを 測る。検出

面からの深さは10cmほ どで断面形は不整な舟底形である。堆積土は暗褐色のシルト質粘土である。

4)ピ ッ ト

ピットは4個検出された。いずれも掘り方の平面形は円形で、直径30cm以下の比較的小規模のもので、柱痕跡

が検出されたものはない。堆積土は黄褐色土のブロックを含む褐色土ないし暗褐色土である。

6 ま とめ

① Ⅲa層上面で、溝跡 1条 。竪穴住居跡1軒・土坑2基・ピット4個が検出された。

② 竪穴住居跡は、出土した土師器や須恵器の特徴が、多賀城跡の土器編年におけるD群土器に類似することか

ら、 9世紀後半ころの年代に相当するものと考えられる。

③ 溝跡・土坑・ピットについては、遺物が出上していないので、時期を特定できない。

④ 中田北遺跡での竪穴住居跡の発見は初めてであり、平安時代に集落が形成されていたことが明らかになった。

<参考文献>

仙台市教育委員会 (1994):「仙台市中田南遺跡」仙台市文化財調査報告書第182集

仙台市教育委員会 (1995):「仙台市中田南遺跡 第 2次調査報告書」仙台市文化財調査報告書第206集

白鳥良― (1980):「多賀城跡出土土器の変遷」『研究紀要Ⅶ』宮城県多賀城跡調査研究所

白鳥良― (1982)i「 (2)土器」『多賀城跡 政庁跡 本文編』宮城県多賀城跡調査研究所

中

号

図

番

録

号

登

番

出 土 地 点 分 類 法 量 特  徴 ・ 備  考
写真図版

基本層 遺構名 遺穂層 取上No 種房U 器種 (調整 `素材 産地 時期 分類 )

1 降 1 SI] 1層 石製品 砥石 7 氏石 4面

2 l層 石製品 獣 石 7 356F 氏石 1薗



1 東 トレンチ全景 (北 から) 2 基本層序 (東 トレンチ東壁)

3 東 トレンチ SKl(東 より) 4 西 トレンチ遺構検出状況 (北 から)

5 西 トレンチSDl溝断面 (西から) 6 SDl溝跡全景 (北から)

7 西 トレンチSI市 竪穴住居跡断面 (南から)(南 から)           8 S11堅 穴内SKl土坑 (西 より)

図版10 中田北遺跡の調査状況 1
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1 西 ドレンチS11竪穴住居跡 (南から) 2 S11竪穴内SDl清断面 (西 より)

3 S11竪穴内SK2土坑 (北から) 4 S11竪穴内SK3土坑 (北から)

5 S11竪穴住居跡カマ ド (西から) 6 S11竪穴住居跡完掘状況 (南 から)

7 西 トレンチSKl土坑 (南から) 8 西 トレンチ完掘状況 (北から)

図版11 中田北遺跡の調査状況 2
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図版12 中田北遺跡出土遺物



Ⅳ 南目城跡発掘調査報告書

lE調査要項

遺  跡  名  南目城跡 (宮城県遺跡番号01226)

調 査 地 点  仙台市宮城野区銀杏町508-2

調 査 期 間  平成17年 4月 25日

調査封象面積  88だ

調 査 面 積  21だ

調 査 原 因  個人住宅建築

調 査 主 体  仙台市教育委員会

調 査 担 当  仙台市教育局生涯学習部文化財課調査係

担 当 職 員  主査 工藤哲司  文化財教諭 赤岡光騎

2.調査に至る経過と調査方法

本調査は、平成17年 3月 11日付で、地権者熊谷浩幸氏より、基礎掘削GL-1500mmの 鉄筋コンクリー ト造2階建て

個人住宅建築に伴う発掘届が提出されたため行われた。

調査は、建物予定部分に東西 5m× 南北 4mの トレンチを設定し、盛土 (30cm)お よび表土 I層 (30cm)を重

機で掘 り下げ、Ⅱ層上面で人力による遺構確認作業を行った。調査区東側のⅡ層で、調査区中央から調査区東壁外

に廷びる溝跡が検出された。溝の幅を確認するため調査区を北壁に沿って東側に約 lm拡張した。

3日 遺跡の位置と環境

南目城跡は、仙台市北東部、」R陸前原ノ町駅の南東約0.5kmの 地点に、東西約500m× 南北約450mの方形で、名

取川水系広瀬川流域に形成された自然堤防上の微高地に位置している。遺跡の西側は下町段丘と海岸平野最奥部と

の境で、地質学上の長町―利府構造線上にあたる。標高は約13mである。

鎌倉時代には長町一利府構造線に沿う形で、奥大道と呼ばれる関東方面と陸奥の国を結ぶ交通路があったと考え

られている。中世の仙台市付近には、この道に沿って、南から、大野田、郡山、南小泉といった集落跡が展開して

いた。南目城跡は、南小泉から陸奥国分寺を経て岩切へ抜ける道の途上にある。周囲には城館跡が多 く、南目城跡

の南西約 4kmの地点には茂ヶ崎城、南へ約 4kmの周辺には北目城、沖野城、今泉城、北東へ約 2kmの地点には

小鶴城などがある。

17世紀後半の延宝年間に作成された『仙台領古城書上』によると、南目城 (南 目館)の規模は、東西100間南北

70間 といわれ、伊達氏以前にこの地域を支配していた領主国分氏が千代本城 (後の仙台城)を本拠としていた頃の

支城の一つで、国分氏の一族である喜多目紀伊とその子孫が居住していたと伝えられている。南目城が歴史の舞台

に登場するのは南北朝期で、観応の優乱に関連して、足利直義方についた奥州探題吉良貞家と、尊氏派の奥州探題

畠山国氏との争いによって、吉良氏側についた国分氏の守る南目城も戦いの場となり、正平 7年 (1352)に一度落

城したという記録が残っている。のち再び国分氏が城を奪回し、以後約250年間、慶長元年 (1596)、 十八代盛重が

政宗に討たれるまで、当時の宮城郡を領有する国分氏の居城となった。「宮城郡誌」によると、十一代盛行、十六

代盛顕、十八代盛重がそれぞれ一時本城に住んだとされている。国分氏の没落とともに、この館も廃墟となったも

のと思われる。
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遺跡の周辺は、昭和17年 (1942)陸軍造兵廠の建設に伴う造成が行われるまでは水田で、微高地にある館跡が水

田の中に浮かんだように見えていたという。第二次世界大戦後は米軍の駐留地となっていた。昭和28年 には、館に

かかわる土塁と思われるところから、後に板碑であることが確認された大石が出土している。その後、陸上自衛隊

の駐屯地となり、館跡の中心部にあたる板碑周辺は自衛隊の手により公園化されている。周辺では過去12回 にわた

って建物建て替え工事等に関わる確認調査が実施されたが、遺構・遺物等は発見されていない。本調査区は遺跡の

南西、自衛隊敷地外の住宅地にあたる。
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第26図 遺跡の位置と周辺の遺跡

第27図 調査地点の位置



Ⅳ 南目城跡発掘調査報告書

4.基本層序

約30cmの 山砂盛土層の下に 3層 を確認した。 I層は層厚約30cmの

暗褐色のシル ト層で、砂及び小礫を多量に含んでいる。その下のⅡ層

は層厚約120cmの黄褐色のシル ト質砂層で、上部は褐色を呈している。

遺構は全てこのⅡ層上面で検出した。Ⅲ層は黄褐色の砂礫層で、礫は

径 1～10cm程 度、一部に砂層及び風化礫層を含んでいる。この地域

の基盤となる自然堆積層と考えられる。

5.発見遺構 と出土遺物

溝跡 1条、土坑 1基、ピット1個 を検出した。

1)溝 跡

SDl溝跡 調査区東寄 りで、調査区を南北に縦断して検出された。

幅は上端で約 3mである。検出面からの深さ約200cmま で掘 り下げた

が、底面には至らなかった。断面形は逆台形ないしV字状を呈 してい

ると考えられる。堆積土は 8層 に分けられ、上部の 2、 3層 は人為的

な堆積土である。遺物は出上していない。

隣

地

隣

地

0          5m

―
調査区配置図第28図

2)土 坑

SKl土坑 調査区北壁の西側で検出された。検出部分の平面形は、東西長軸約40cm、 南北短軸約30cmの楕円形で

あり、調査区外を北側にのびている。断面形は不整な舟底形で、検出面からの深さは約30cmで ある。堆積土は 2

層に分けられ、人為的な堆積土と考えられる。遺物は出土していない。

道路

―

代

キ

キ

調査範囲

第29図 遺構実測図
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3)ピ ッ ト

調査区北壁、中央付近で1個確認された。直径約30cmの 円形であり、深さは約50cmである。柱痕跡は検出されて

いない。推積土は1層で掲色の砂を霜降り状に含んでいる。植物の根との関連が考えられる。遺物は出土していない。

第30図  遺構断面図

と層酌 土  色 土  質 備   考

10YR3/3 暗褐色 砂質ンル ト 獨色の砂を霜降り状に含む  根 ?

6日 ま とめ

① 本調査区は、南目城跡の南西部に位置する。

② 現地表下約80cmの基本層Ⅱ層上面から溝跡1条、土坑1基、ピット1個が発見された。

③ 溝跡は方向と規模から南目城跡に関係する堀跡の可能性が考えられる。遺物が発見されていないため、年代

を特定することはできない。今後、追跡調査を要する。

<参考文献>

仙台市  「 9 分裂と競合の時代」F仙台の歴史』

仙台市  「第 5章 留守氏と国分氏」『仙台市史 通史編 2 古代中世』

渡部弘美ほか (2003)『国分寺東遺跡他 発掘調査報告書』仙台市文化財調査報告書第266集

紫桃正隆  『みやぎの戦国時代 合戦と群雄』宝文堂

基本層
土  色 土  賀 備   考

盛 土 山砂

I層 10YR3/3 暗褐色 シル ト 砂を及び小礫を多量に含む。

工層 10Y職/6 黄褐色 シル ト質砂 上部は褐色を呈す

Ⅲ層 10YR5/6 黄褐色 砂礫 (地山)

礫は径 1～10cm程度

一部砂層及び風化礫層を含む

SDl
上層Nc 土  色 土 質 備   考

1 10YR3/4 暗褐色 砂質シル ト 径1～ lllcmの礫を多量に含む しまり弱い

2 10YR4/6 褐色 シル ト質粘土 礫および明黄褐色上のプロックを多量に含も

3 ЮYR3れ 暗褐色 シルト質粘土 壁際に黄褐色上のプロックを続状に含む

4 10YR3/2 黒褐色 粘 土 礫 は含 まない

5 10YR4/4 褐色 砂及び礫を多量に含む 壁際に賞褐色■を縞状に含む

6 10YR3/3 暗褐色 シル ト質粘土 責褐色土 を霜降 り状に含む

10YR5/3 にぶい責褐色 シル ト質砂 礫を多量に含む 工層の崩落土 ?

8 10YR3/3 暗褐色 シ,レ ト 小礫をわずかに含む



Ⅳ 南目城跡発掘調査報告書

l SDl溝跡検出状況 (北西より)

2 調査区全景 (東 より)

3 SDl溝跡土層断面 (南西より)

図版13 調査区全景



4 SKl土坑完掘状況 (南 より)

5 Pl完掘状況 (南 より)

調査区拡張部

SDl溝跡土層断面 (南より)

図版14 溝跡 。その他の遺構



大野田古墳群第10次発掘調査報告書

1.調査要項

遺  跡  名  大野田古墳群 (宮城県遺跡番号01361)

調 査 地 点  仙台市太白区大野田字宮13番、14番の各一部

調 査 期 間  平成17年 4月 27日 ～ 4月 28日

調査対象面積  1986∬

調 査 面 積  21�

調 査 原 因  個人住宅建築

調 査 主 体  仙台市教育委員会

調 査 担 当  仙台市教育局生涯学習部文化財課調査係

担 当 職 員  主査 工藤哲司  文化財教諭 赤岡光騎

2日 調査に至る経過と調査方法

本調査は、平成17年 4月 12日 付けで、地権者小林秀夫氏より、深さ3mの杭打ちを伴う木造 2階建て個人住宅建

築に伴う発掘届が提出されたため行われた。

調査は、建物予定部分に東西 8m× 南北 4mの トレンチを設定し、重機により盛土約75cmと 旧水田耕作上であ

る I層 を約10cmを掘 り下げた。Ⅱ、Ⅲ層がほとんど残存 しなかったため、東西 7m× 南北 3mの範囲で標高約10。 7

1allに あたるⅣ層上面で人力による遺構検出作業を行った。

Ⅳ層の調査後、さらに調査区の北東部を深掘 りして下層遺構の有無を確認したところ、Ⅷ層で小溝の断面が検出

されたので、Ⅶ層上面の検出作業を行い、発見遺構を調査 した。

3L遺跡の位置と環境

大野田古墳群は、仙台市の南東部、太白区大野田に所在する遺跡で、範囲は東西600m、 南北430mに 及んでいる。

遺跡は、北西側を青葉山丘陵に、北東側を広瀬川に、南側を名取川に囲まれた「郡山低地」と呼ばれる沖積地に立

地している。付近一帯は名取川の支流の一つである焦川等の小河川が形成した自然堤防や旧河道・後背湿地などの

沖積地特有の微地形が複雑に発達している。大野田古墳群は標高10m前後の後背湿地ないし自然堤防上に広がって

いる。近年、遺跡のほぼ全域で土地区画整理が実施されている。

大野田古墳群を含む郡山低地は、遺跡が数多 く分布する地域である。富沢遺跡では約二万年前の後期旧石器時代

の遺構が発見されている。その後縄文時代から中世 。近世に至るまで多 くの遺跡が形成されている。特に魚川が名

取川と合流する地点にかけての約2.5kmの 河川北岸には、富沢遺跡、山口遺跡、六反田遺跡、下ノ内遺跡、下ノ内

浦遺跡、伊古田遺跡、王ノ壇遺跡、皿屋敷遺跡などの遺跡が連続して分布している。

過去、大野田古墳群では多 くの調査が連続して行われており、30基 を超える古墳が確認 。調査されている。その

ほとんどは遺跡の東側に立地し、西および南側の検出例は少ない。古墳以外の遺構としては、古墳時代前期の竪穴

住居跡、古墳時代の木構墓、古墳時代中期以降から奈良時代以前の畑耕作にかかわる小溝状遺構群、平安時代の小

溝状遺構群、中世の道路跡・掘立柱建物跡・堀跡 。溝跡など、古墳時代以降の各時期の遺構が発見されている。

今回の調査地点は、遺跡の中心よりやや南に位置している。周辺地域の宅地造成に関わる道路建設に伴う発掘調

査によって、調査区南側に隣接する道路部分の調査が行われ、小溝状遺構が検出されている。



遺跡名 痙五    "」 立  地 晴   代 No 遺跡 名 枢   別 立  地 時   代

l 大野田古墳群 円墳 自然堤防 古墳 袋前遺跡 集落跡 自然堤防 縄文、古代

2 三神塞古墳群 円墳 丘陵 古墳 24 伊古田遺跡 集落跡 自然堤防 縄文、古墳、古代

3 三神峯遺跡 集落跡 丘陵 縄文、平安 元袋遺跡 集落跡、屋敷跡 自然堤防 弥生、古墳、古代、中世、近世

4 富沢窯跡 散布地 丘陵斜面 古墳 26 新田遺跡 散布地 自然堤防 古代

5 原遺跡 散布地 丘陵電 27 長町南遺跡 散布地 自然堤防 占代

原東遺跡 散布地 丘陵麓 古墳、古代 28 長町六丁 目遺跡 散布地 自然堤防 古 代

7 裏町東遺跡 散布地 丘陵麓 平安 29 大野田遺跡 祭祀跡、集落跡 自然堤防 礎文、弥生、古墳、古代

8 富沢遺跡 包含地、水田跡 丘陵麓 旧石器、縄文、弥生、古墳、古代～近世 30 伊古田B遺跡 散布地 自然堤防 古墳、古代

富沢上 ノ台選跡 散布地 自然堤防 縄文、古代 王ノ壇遺跡 集落跡、屋敷跡 自然堤防 縄文、弥生、古墳、古代、中世

富沢清水遺跡 散布地 自然堤防 古代 北屋敷遺跡 散布地 自然堤防 古 代

11 泉崎浦遺跡 集語跡、水田跡、墓跡 自然堤防 縄文、弥生、古墳、古代、近世 長町清水遺跡 散布地 自然堤防 古墳

堀ノ内遺跡 散布地 自然堤防 古墳、古代 34 皿屋敷遺跡 集落跡、屋敷跡 自然堤防 古代、中世

13 山口遺跡 集落跡、水田跡 自然堤脇、後音湿地 縄文、弥生、古墳、古代、中世 35 長町駅東遺跡 集落跡 自然堤防 弥生、古墳、奈良

下ノ内浦遺跡 集落跡 自然堤防 縄文、弥生、古墳、古代、中世 36 西台畑遺跡 集落跡、包含地 自然堤防 縄文、弥生、古墳、古代、中世

袋東遺跡 散布地 自然堤防 古墳、平安 37 郡山遣跡 官衛跡、寺院跡 自然堤防 縄文、殊生、古墳、古代

鍛治屋敷A遺跡 集落跡 自然堤防 縄文、古代 38 的場遺跡 駐布地 自然堤防 古墳、古代

17 鍛冶屋敷前遺跡 集落跡 自然堤防 籠ノ瀬遺跡 散布地 自然堤防 古墳、古代

冨沢館 跡 城館 跡 自然光防 中世 矢来遺跡 散布地 自然堤防

下ノ内遺跡 集落跡 自然堤防 北 H城跡 嚇露跡、集語跡、水日跡 自然堤防 縄文、弥生、古墳、古代、中世、近世

六反田遺跡 集落跡 自然堤防 縄文、弥生、古墳、古代、中世 42 欠ノ上 I遺跡 水田跡 後背湿地

鍛冶屋敷B遺跡 散布地 自然堤防 縄文、古代 欠ノ上 Ⅱ遺跡 散本地 自然堤防 古墳、古代

六本松遺跡 集落跡 自然堤防 古代 欠ノ上 Ⅲ遺跡 散布地 自然堤防 古墳、古代

第3刊 図 遺跡の位置と周辺の遺跡

!わ

第32図 調査地点の位置
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4H基本層序

約35cmの 山砂の下に約45cmの砕石層があ り、その下に近年の水田耕作土である灰オリーブ色の粘土層 (I層 )

がある。 I層 は層厚約10cmである。Ⅱ層は層厚約 3cmの黒褐色の粘土層である。Ⅲ層は層厚約 5cmのにぶい黄褐

色の粘土層である。Ⅳ層は層厚約10cmの にぶい黄褐色の粘土層で、灰白色火山灰をまばらに含んでいる、ピット

の検出面である。V層 は層厚約10cmの褐色の粘土層で、マンガン粒を含んでいる。Ⅵ層は層厚約10～ 15cmの 暗褐

色の粘土層である。Ⅶ層は層厚約15cmの暗褐色の粘土層で、上面で小溝状遺構・ピットが検出されている。Ⅷ層

は層厚約30cmの褐色の粘土層で、しまりはない。Ⅸ層は層厚約10cmの 褐色のシル ト質粘土層である。X層は層厚

15cm以上のにぶい黄褐色の粘土層で砂を含んでいる。

V  ャ

盛 土

Ｉ

　

Ｖ

Ⅶ

　

Ⅷ
　
Ⅸ

Ｘ

―
――

叫

キ

ー
0         1m

-第34図 基本層断面略図

土層No 土  色 土  質 備   考

I 75Y4/2灰 オリープ 粘 土 旧本田耕作土

Ⅱ 10YR2/2 黒褐色 粘 土

Ⅲ 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘 土

Ⅳ 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘 土 灰自色火山灰 をまばらに含む

10YR4/4 褐色 粘 土 マ ンガン粒 を含む

Ⅵ 10YR3/3 暗褐色 佑土

Ⅷ 10YR3れ  暗褐色 枯土

Ⅷ 10YR4/6 褐色 佑土 りなし
Ⅸ 10YR4/4 褐色 シル ト質粘土

土層No 土   色 土  賀 備  考

l 10YR4/3 にぶい黄褐色 シル ト質粘土 掲色土粒 を霜降 り状 に含む

0                           5m

第35図  Ⅳ層検出遺構

P4
土活� 土   色 土  質 備  考

1 10YR4/3 にぶい黄褐色 シル ト質粘土 掲色土粒 を霜降 り状 に含む

上層Nc 土  色 土 質 備  考

ユ 10YM/3 にぶい黄褐色 ンル ト質粘土 褐色土粒 を霜降 り状 に含む

5日 発見遺構 と出土遺物

1)Ⅳ層上面検出遺構

ピット

計 5個 を検出した。平面形は円形を基調とし、大きさは直径20～ 30cm、 検出面からの深さは 4～ 8cmほ どであ

る。断面形は皿状で、壁は緩やかに立ち上がる。柱痕跡を検出できたものはない。Pl～P4の 4個はおよそ50cm

の間隔で南北方向に列状に検出された。今回の調査においては組み合わせ等により建物などを復元するには至らな

かつた。遺物は出土していない。

2)Ⅵ I層上面検 出遺構

溝跡 (小溝状遺構)8条、ピット4個を検出した。

①小清状遺構群

Ⅶ層上面で検出された小溝状遺構群は、調査区壁面での断面観察から、そのほとんどがⅥ層からの掘り込みであるこ

とが確認できた。方向と切りあいから、南北方向のものを1群、東西方向のものを2群とした。1群が 2群を切っている。

P3く)

P2o

Pl◎
  P5°

LttNo 土   色 土  質 備  考

1 10YR73 1こぶい黄掲色 ンル ト質粘土 褐色土粒 を籍降 り状に含 b

土  色 土  質 備  考

1 10YR4/3 にがい黄掲色 シル ト質粘土 褐色土粒 を霜降 り状 に含む



小溝状遺構 1群  6条

調査区を南北方向に横切る形で、およそ105cm間隔で検出された。検出面での幅は約30cmである。堆積土はい

ずれも掲色のシル ト質粘土で、暗褐色土のブロックを含む。溝下部10cm前後に黄褐色上のプロックが含まれる。

SD l～ 3は南壁から中央部へ約105cmま で伸びていることを確認した。

小溝状遺構 2群  2条

調査区を東西方向に横切る形で、およそ105cm間隔で検出された。幅は約30cmで ある。堆積土はいずれも褐色

のシル ト質粘土で、暗褐色のブロックを含む。 1群 よりも黄褐色土が含まれる割合が多い。 1群 に切 られているこ

とから、 1群 より古いことがわかる。

1群及び 2群からの出土遺物はない。

② ピット

計 4個 を検出した。平面形は円形ないし楕円形を基調とし、大 きさは直径20～30cm、 検出面からの深さは14～

60cmほ どである。柱痕跡を検出できたものはない。遺物は出土していない。

6.ま とめ

① 本調査区は、大野田古墳群の南西部に位置する。

② 基本層Ⅳ層上面からピット5個、Ⅶ層上面から小溝状遺構 8条、ピット4個が発見された。

③ 刻ヽ溝状遺構については、周辺での調査成果から、Ⅶ層の小溝状遺構の年代は古墳時代中期以降、奈良時代以

前の畑跡に関連するものであると推定される。

lα                                                                _Fど

Ю静

～
――

耳

― 0                                  5m

第36図  Ⅶ層検出遺構実測図
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lm       2m

SDl～ 6(南北方向)

上層No 土  色 土 質 ln‐   考

1 10YR4/4 褐色 ンル ト質粘土 暗褐色土、黄掲色上のプロックを含む

SD7～ 8(東西方向)

上層No 土  色 土 質 備   考

1 10YR4//4 褐色 ンル ト質粘土 暗褐色上、黄褐色土のプロックを含む

Ⅷ層及δ小溝上部には黄褐色土のプロックは見 られないが、溝下部10cm前 後に黄褐色土の

プロックが含 まれる。

南北列 よりも黄褐色上が含 まれる割合が多い。

<参考文献>
渡邊誠ほか (2000)『 大野田古墳群・王ノ壇遺跡 。六反田遺跡』仙台市文化財調査報告書第243集

工藤哲司ほか (2002)「 �  大野田古墳群 第 6次発掘調査報告書」F国分寺東遺跡他』仙台市文化財調査報告書第

266う蔦

佐藤淳 (2005)『大野田古墳群 第 8次発掘調査報告書』仙台市文化財調査報告書第290集

佐藤淳 (2005)『大野田古墳群 第 9次発掘調査報告書』仙台市文化財調査報告書第291集

P8
上層尚 土   色 土  質 備  考

1 10YR3/4 暗褐色 粘 土

炭化物をわずかに含む

P9
上層No 土   色 土  質 備  考

1 10Y鼻73 にぶい黄褐色 粘 土 粘性強 くしまりなし

鬱
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l Ⅳ層ビッ ト完掘状況 (東 より)

2 ⅥI層遺構検出状況 (東 より)

3 南壁東部土層断面

図版15 遺構検出状況



4 SDl 断面 (南 より) 5 SD2 断面 (南 より)

6 SD3 断面 (南より) 7 SD4断面 (北 より)

8 SD5 断面 (北 より) 9 SD6 断面 (北 より)

10 SD7 断面 (西より)

44

図版16 珂ヽ溝状遺構

SD8 断面 (西 より)
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完掘状況 (南より)

北壁断面 西半

13 P7 完掘状況 (南より)

14 P8 完掘状況 (南 より) 15 P9 完掘状況 (南 より)

17 北壁断面 東半 18 ⅥI層遺構完掘状況 (東 より)

図版17 遺構調査・完掘状況





1.調査要項

遺  跡  名

調 査 地 点

調 査 期 間

調査対象面積

調 査 面 積

調 査 原 因

調 査 主 体

調 査 担 当

担 当 職 員

大野田古墳群第■次発掘調査報告書

大野田古墳群 (宮城県遺跡番号01361)

仙台市太白区大野田字千刈田8-4、 8-5、 8-6

平成17年 6月 1日 ～ 6月 23日

110.82■ざ

47.5■置

個人住宅建築

仙台市教育委員会

仙台市教育局生涯学習部文化財課調査係

文化財教諭 門馬有希 今野秀治  主任 荒井格

2.調査に至る経過と調査方法

本調査は、平成17年 2月 24日 付けで、地権者加賀美泰一郎氏より、

深さ3mの杭打ちを伴う木造 2階建て個人住宅建築の発掘届が提出さ

れたため行われた。

調査は、建物予定部分に10m× 5mの調査区を設定し、重機により

I層～Ⅳ層の除去を行い、標高約■.2mにあたるV層上面で人力によ

る遺構検出作業と遺構の掘 り込みを行った。

3日 遺跡の位置と環境

大野田古墳群の地形・地質及び歴史的環境については、第10次発掘

調査報告書を参照されたい。今回の調査地点は、仙台市営地下鉄富沢

駅の東約150mの地点にあたり、標高は約11.9mで ある。

48基本層序

基本層は14層 を確認した。

I層

‖ 層

Ⅲ 層

IV 層

V 層

Ⅵ 層

Ⅶ 層

Ⅵ‖ 層

IX 層

X 層

ド
371ttF7豹mF″節

卜
=Vmm

| | | |
0                 10m

―

第37図 調査区配置図

黄褐色粘土質シル ト。旧水田耕作土で層厚は約30cmである。

暗褐色粘土質シル ト。酸化鉄を多 く含み、層厚は約 5cmである。

にぶい黄褐色シル ト。マンガン粒と灰白色火山灰を斑状に合み、層厚は約 5cmである。

暗褐色粘土質シル ト。上部に酸化鉄を多 く含み、層厚は約20cmである。

にぶい黄褐色シル ト。マンガン粒を斑状に少量含み、層厚は約20cmである。遺構検出面である。

にぶい黄褐色粘土質シルト。マンガン粒を斑状に少量含み、層厚は約15～20cmである。

褐色シル ト。酸化鉄を斑状に少量含み、層厚は約10cmで ある。

にぶい黄褐色粘土質シル ト。炭化物を粒状に多く含み、層厚は約30cmである。

褐色シル ト。炭化物を粒状に少量含み、層厚は約10cmで ある。

暗褐色粘土質シル ト。酸化鉄を斑状に少量含み、層厚は約20cmである。

47



XI層 :にぶい黄褐色シル ト。層厚は約20cmである。

X‖ 層 :暗褐色シル ト質砂。マンガン粒を多 く含み、層厚は約10cmで ある。

X III層 :褐色砂質シルト。φl～ 3mm程度の砂粒を含み、層厚は約10～ 15cmで ある。

XⅣ層 :褐色砂礫層。拳大前後の円礫、亜円礫からなり、層厚は約 5cm以上である。

0                             2m

100m

12 0rn

層No 土   色 上  性 備   考

Ⅷ 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質シル ト 庚化物粒状に多 く含む

Ⅸ 10YRワ 4 褐色 シルト 炭化物粒状に少量含む

X 10YR3/4 暗褐色 粘土質シル ト 酸化鉄斑状に少量含む

� 10YR5/4 にぶい黄褐色 ンルト

� 10YR3/3 暗褐色 ンル ト質砂 マ ンガン粒多 く含む

Xll 10YR4/4 褐色 砂質シルト ιl～ 341程度の砂粒含む
ユ印 10YR4/4 褐色 砂礫層 拳大前後の円礫、亜円礫からなる

第38図 北壁土層断面図

5日 発見遺構 と出土遺物

V層上面から、小溝状遺構群 3群、土坑 2基、ピット9個が検出されている。

1)小 溝 状 遺 構 群

小溝状遺構群A群 調査区全域にわたって北東から南西に伸びる小溝跡である。心々距離およそ2.lm前後で平行

して 5条検出された。A群はB群、C群 を切っており小溝状遺構群中で最も新 しい。小溝跡の規模は、検出長2.5～

52m、 上端幅32～ 40cm、 下端幅28～ 36cm、 深さ8～22cmで、中軸方向はN-21° ―E前後を示す。堆積土は 2層

に分けられ、上層が褐色シル ト質粘土を粒状に含む灰責褐色シルト質粘土、下層が褐色シル ト質粘土をブロック状

に含む灰黄褐色シル ト質粘土である。堆積土から出土した遺物は時期不明の土師器片 2点である。

曽No 土   色 土  性 備  考

I 25Yν3 貢褐色 粘土質シル ト 旧水田耕作土

Ⅱ 10YR3/4 暗褐色 粘土質シル ト 酸化鉄多 く含む

10Y馳/3 にぶい黄褐色 シルト マンガン粒と灰自色火山灰を斑状に含む

Ⅳ 10YR3/3 暗褐色 粘土質シル ト 上部に酸化鉄多く含む

V 10YR73 1こぶい黄褐色 シ,レ ト マ ンガン粒斑状に少量含む

Ⅵ 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土質シル ト マ ンガン粒斑状に少量含む

Ⅶ 10YR74 褐色 シルト 駿化鉄斑状に少量含む

憂r=3720m
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第39図 遺構配置図
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小清状遺構群B群 調査区全域にわたって西北西から東南東に伸びる小溝跡である。心々距離およそ1.9m前後で

平行 して 2条検出された。B群 はA群に切 られ、C群を切っている。小溝跡の規模は、検出長5。4～ 5。7m、 上端幅36

～42cm、 下端幅30cm前後、深さ11～ 15cmで、中軸方向はN-59° 一W前後を示す。堆積土は 2層 に分けられ、上

層が灰黄褐色粘土質シル トを粒状に含む黒褐色粘土質シル ト、下層が灰黄褐色粘土質シル トをプロック状に含む黒

褐色粘土質シル トである。堆積土から出土した遺物は時期不明の土師器片 1点である。

小溝状遺構群C群 調査区全域にわたって北西から南東に傾 く小溝跡である。心々距離およそ1,lm前後で平行し

て14条検出された。A群・B群に切 られている。またC群 5と C群 14、 C群 7と C群 13、 C群 8と C群 9については、

重複もしくは近接 した位置にあり、小時期変遷の可能性がある。小溝跡の規模は、検出長0。9～ 5.lm、 上端幅32～

61cm、 下端幅23～55cm、 深さ4～ 18cmで、中軸方向はN-34° 一W前後を示す。堆積土は 2層 に分けられ、上層

が褐色シル ト質粘土を粒状に含む灰黄褐色粘土質シル ト、下層が灰黄褐色シル ト質粘土をブロック状に含む褐色シ

ル ト質粘土である。堆積土から出土した遺物は時期不明の土師器片 3点である。

Ⅵ 大野田古墳群第11次発掘調査報告書

X=-198495m

X‐ -198500m

0                                    5m

10YR72 灰責褐色 シル ト質粘土 掲色 シル ト質粘土 を粒状に含む

粘土をブロック状に

小溝状遺構群B群

葺No 土   色 土  性 備   考

① 10YR2/2 黒褐色 粘土質シル ト 灰黄褐色粘土質シル トを粒状に含む

10YR2/2 黒褐色 粘土暫シル ト 灰黄褐色粘土質シル トをブロック状に含む

シルト質粘土をプロック状に

第40図 小溝状遺構群断面図



2)土 坑

SKl土坑 調査区の北西部に位置する。SK 2土坑を切り、小溝状遺構群C群に切られる。平面形は不整楕円形を

呈し、規模は、長径105cm、 短径85cm、 深さ32cmである。堆積土は 2層 に分けられ、上層が褐色シルト質粘土を

粒状に含む灰黄褐色粘土質シルト、下層が褐色粘土質シルトをブロック状に含むにぶい黄褐色シルト質粘上である。

遺物は出土していない。

SK2土坑 調査区の北西部に位置する。SK l土坑及び小溝状遺構群A群・B群 。C群に切 られる。平面形は不整楕

円形を呈し、規模は、長径155cm、 短径88cm、 深さ1lcmである。堆積土は 2層 に分けられ、上層が褐色シル ト質

粘土をブロック状に含む灰黄褐色粘土質シル ト、下層が褐色粘土質シル トを粒状に含むにぶい黄褐色シル ト質粘土

である。遺物は出土していない。

Y‐ 3719m

希_ぃ醜銘m
Y‐ 3721m

≒ ‐ 1984941n
幹   SKl    SK2 任 112m

SK2
層No 土  色 土 性 備   考

ユ 10YR4/2 灰黄褐色 掲色 シル ト質粘上をプロック状 に含む

2 10YR4/3 にぶい昔褐色 ンル ト質粘土 鰯色粘土質シル トを紅抹に含む

第41図  S11・ SK2土坑平面、断面図

0                       2m

3)ビ ッ ト

ピットは 9個検出した。平面形は円形ないし精円形を基調とする。規模は、長径20～50cm、 短径16～41cm、 深

さ13～ 34cmである。堆積土は、灰黄褐色もしくは黒掲色のシルト系の土を主体とする単層で、柱痕跡は確認され

なかった。遺物は出土していない。

6日 ま とめ

① 本調査区は、大野田古墳群の北西部に位置する。

② V層上面では、小溝状遺構群3群、土坑2基、ピット9個が検出された。

③ 土坑2基は、小溝状遺構群 3群より古いものである。

④ 小溝状遺構群の新旧は、重複関係により、A群が最も新しく、次いでB群、C群 となる。若子の土師器が出

土しているものの時期決定資料は得られていないが、これまでの周辺での調査結果から古墳時代中期以降、奈

良時代以前の時期と考えられる。

⑤ 遺物は、小溝状遺構群から時期不明の土師器片が数点出土しているが、図示できるような資料はなかった。

<参考・引用文献>

仙台市教育委員会 (2000)F大 野田古墳群・王ノ壇遺弥 。六反田遺跡』仙台市文化財調査報告書第243集

仙台市教育委員会 (2005)『 山田本町遺跡他』仙台市文化財調査報告書第287集

仙台市教育委員会 (2005)F大 野田古墳群 第 8次発掘調査報告書』仙台市文化財調査報告書第290集

1

層No 土   色 土  性 備   考

ユ 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 掲色 シル ト質粘上を粒状に含む

2 10YR4/3 にぶい黄褐色 シル ト質粘土 掲色粘土質シル トをブロック状に含む
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1.調査要項

遺  跡  名

調 査 地 点

調 査 期 間

調査対象面積

調 査 面 積

調 査 原 因

調 査 主 体

調 査 担 当

担 当 職 員

Ⅶ 元袋遺跡第 5次発掘調査報告書

元袋遺跡 (宮城県遺跡番号01179)

仙台市太白区大野田字元袋19

平成17年 4月 18日 ～ 4月 28日

131.71rざ

32∬

住宅造成

仙台市教育委員会

仙台市教育局生涯学習部文化財課調査係

文化財教諭  浅野克樹  三塚博之

2.調査に至る経過と調査方法

本調査は、平成17年 4月 4日 付けで岩佐和貝J氏 よ

人住宅の建設に伴う発掘届が提出されたことに基づ

り仙台市太白区大野田字元袋19における木造 2階建て店舗付個

く。仙台市教育委員会では申請者 と協議のうえ発掘調査を行う

No 遺跡名 種  別 立  地 年   代 No 遺跡名 種  別 立  地 年   代

ユ 元袋遺跡 集落跡、水団跡 自然堤防 弥生、古代、中世、近世 伊古田遺跡 集落跡 自然堤防 縄文、古墳、古代

2 芦の国遺跡 集落跡 丘 陵 縄文、弥生、古代 袋前遺跡 集落跡 自然堤防 縄文、古代

3 三神祭遺跡 集落跡 丘 陵 縄文、古代 大野田古墳群 円墳 自然ウこ
"

古墳

4 西台窯跡 窯跡 丘陵麓 古 代 春 日社古墳 円墳 自然堤防 古墳

5 原遺跡 散布地 丘 1愛 魔 弥生、古代 伊古田 B遺跡 集落跡 自然堤防 縄文、古墳、古代

6 散布地 自然堤防 縄文、古代 大野田遺跡 祭祀、集落跡 自然堤防 縄文、弥生、古墳、古代

富沢清水遺跡 散布地 丘陵麓 古代 王ノ壇遺跡 集落跡、屋敷跡 自然堤防 縄文、弥生、古墳、古代、中世

8 堀ノ内遺跡 散布地 自然堤防 古墳、古代 皿屋敷遺跡 集落跡、屋敷跡 自然堤防 古代、中世

9 鍛冶屋敷A遺跡 集落跡 自然堤防 縄文、古代 長町六丁 目遺跡 散布地 自然堤防 古代

富沢館跡 城館跡 自然堤防 中世 長町南遺跡 散布地 自然うこ

"
古代

富沢遺跡 散布地、水田跡 後背湿地 日石器、縄文、弥生、古墳、古代～近世 新田遺跡 散布地 自然堤防 古代

泉崎浦遺跡 自然堤 坊 縄文、殊生、古墳、古代、近世 1ヒ 屋敷遺跡 散布地 自然堤防 古代

山口遺跡 集落跡、本田跡 自然塊防、後背湿地 縄文、弥生、古墳、古代、中世 30 長町清水遺跡 散布地 自然堤防 古墳

下ノ内浦遺跡 集落跡、水田跡 自然堤防 縄文、弥生、古墳、古代、中世 長町駅東遺跡 集落跡 自然堤防 弥生、古墳、古代

袋東遺跡 散布地 自然堤防 古墳、古代 西台畑遺跡 散布地、発棺墓 自然堤防 縄文、弥生、古墳

下ノ内遺跡 集落跡 自然堤防 縄文、弥生、古墳、古代、中世 郡山遺跡 官行跡、寺院跡、散布地 自然堤防 縄文、弥生、古墳、古代

六反田撞跡 集落跡 自然堤防 縄文、弥生、古墳、古代、近世 北 目城跡 自然堤防 縄文、弥生、古墳、古代、近世

第42図  遺跡の位置と周辺の遺跡



こととした。当該地は、過去の近隣の調査結果より、奈良・平安 。中世の遺構や江戸時代初め頃の屋敷跡に伴う堀

の延長部が検出される可能性があることから、調査は建設予定地に東西 4m× 南北8m(32だ )の調査区を設定し

た。重機により盛土・表土部分を掘り下げ、現地表下約 lmで遺構を検出し、調査を行った。

罵憂Eゴ
第43図 調査地点の位置

3H遺跡の位置と環境

元袋遺跡はJR東北本線長町駅より東西へ約 lkm、 地下鉄長町駅から南へ約600mの地点、仙台市太白区大野田字元

袋、袋東地内に所在する。周辺は宮城野海岸平野に含まれ、河川に沿った自然堤防とその後背湿地からなっている。

この自然堤防を形成した河川の一つが西の青葉山丘陵に源を持つ名取川の支流の魚川である。大野田地区は永 く水田

または畑として利用されてきたが、昭和30年代後半から市街地化が進み、周辺一帯の景観は変貌してきている。当遺

跡は魚川が南に大きく流れを変える地点の南岸の自然堤防上に位置している。

元袋遺跡が所在する大野田、富沢周辺は仙台市内でも数多 くの遺跡が分布する地域である。旧石器時代の遺跡と

しては魚川の北岸に位置する富沢遺跡が知られてお り、焚き火跡と考えられる炭化物の集中箇所、石器、樹木・種

子をはじめとする植物遺体やシカの糞などが発見されている。縄文時代中期以降になると魚川流域の自然堤防上に

は数多 くの遺跡が見られるようになる。魚川南岸では縄文時代中期、後期の竪穴住居跡が、また北岸では後期の配

石遺構が発見されている。弥生時代以降、魚川北岸の後背湿地では水田が経営されるようになる。富沢遺跡では弥

生時代中期から後期にかけての水田跡が重層的に発見されている。また下ノ内浦遺跡では石庖丁、大型蛤刃石斧を

副葬した弥生時代の土壊墓が発見されている。古墳時代の中期から後期にかけて大野田地区には古墳群が形成され

る。これまで前方後円墳 と円墳が発見されてお り、円筒埴輪、朝顔形埴輪などが出土している。また、前期から中

期の竪穴住居跡も発見されてお り、集落があったことが判明している。余良 。平安時代になると遺跡の分布は全般

的に拡大し、その数も増加する傾向にある。この時期のものとしては水田跡や集落跡が発見されている。中世から

近世にかけては、屋敷豚や水田跡などが確認されている。

輔
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4.基本層序

I層 :灰色粘土質シル ト

下層に酸化鉄を含む。旧水田耕作土と考えられる。

‖層 :にぶい黄褐色砂質シル ト

褐色シル トのブロックを含む。

III層 :褐色シル ト

植物遺体を少量含む。旧畑作耕作土と考えられる。

Ⅳ層 :暗褐色シル ト

全体に炭化物を含む。旧畑作耕作土の可能性がある。

V層 :褐色シル ト質粘土

調査区の北半でのみ確認している。

Ⅵ層 :褐色シル ト質粘土

調査区の南半でのみ確認している。炭化物を全面に含む。

Ⅶ 元袋遺跡第 5次発掘調査報告書

o                     10m

第44図  調査区配置図

5日 発見遺構 と出土遺物

1)溝跡

SDl溝跡 調査区全体が東西にのびるSD l溝跡の中に位置する。平成 7年 に当該地の西で元袋遺跡第 3次調査が

実施されているが、その際に確認された中世から近世初めの屋敷跡に伴 う堀跡 (SD 3)の延長部である可能性が

高い。溝跡は 2時期確認されており、元袋遺跡第 3次調査の結果を参考に北側の新 しい方をSD la溝 、南側の古い

方をSD lb溝 とした。溝の方向は、SD la溝 はE-18° ―S、 SD lb溝は、E-23° 一Sで ある。深さはSD la溝 で

120cmで推積土は 5層 に分かれる。 1層 は灰色の粘土質シル ト、 2層 は褐灰色の粘土、 3層 は灰黄褐色の粘土、 4

層は灰色のシル ト、 5層 は暗灰黄色の砂質シル トである。全体に酸化鉄が含まれ下層はグライ化している。 2, 3

層は人為的に埋め戻された土と考えられる。SD lb溝の深さは140cmで堆積土は 5層 に分かれている。 1層はにぶ

い黄褐色の粘土、 2層 は灰責褐色の粘土、 3層 はにぶい黄褐色の粘土、 4層はにぶい黄褐色の粘土、 5層 はオリー

ブ黒色のシルトである。 5層 には植物遺体が多 く含まれている。遺物は土師器・石臼 。砥石などが出土している。

2)土 坑

SD l溝跡の上面で土坑を 3基検出している。

SKl土坑 平面形は円形で直径約70cm、 深さは30cmで断面形はゆるやかなU字形を呈する。堆積土は褐色シル ト

質粘上で黄褐色粘土のブロック、酸化鉄粒 を全体に含んでいる。出土遺物はない。

SK2土坑 平面形は精円形で南北短軸50cm、 東西長軸60cmを 測る。断面形は東部の一部が深 くなる小整なU字形

をしてお り最深部で30cmを 測る。堆積土は 3層 に分かれ 1層が褐色シル ト質粘上、 2層が黄褐色粘土、 3層が責

灰色粘土となっている。出土遺物はない。

SK3土坑 平面形は円形で直径70cmほ どである。断面形はゆるやかなU字形を呈し深さは20cmを 測る。堆積土は

1層で、褐色シル ト質粘土で、黄褐色粘上のブロックを含んでおり炭化物も少量含んでいる。出土遺物は縄文土器

片が 1点出土している。

第 3次調査区
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0                             3m
‐

_

第45図 遺構実測図 (清跡堆積土上面)

0                          3m

第46図 遺構実測図 (SDl)
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3)ピ ッ ト

SD l溝跡の上面でピット2個 を検出した。出土遺物はピット2か ら18世紀ぐらいと思われる瀬戸美濃の陶器片

が出土 している。

9m_

8m_

第47図 西壁断面図

SKl
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0                  2m

層位 土   色 土  質 備  考

I 5Y4/1 灰色 粘土質シル ト 下層に酸化鉄を含む 旧水日耕作土

] 10YR5/4 にぶい黄褐色 砂質 シル ト IFJ色 シルトのプロックを含fF 旧畑作耕作土

Ю YR4/4 鶴 色 ンルト 植物遺体を少量含む

Ⅳ 10YR3/4 暗褐色 ンルト 全体 に炭化物 を含む 旧畑作耕作土 ?

V 10Y馳/6 掲色 シル ト質粘土 調査区北半でのみ確認

10YR74 褐色 シル ト質粘土
調査区南半でのみ確認 炭化物を全面に含む

褐色土、にぶい黄褐色圭を含む

ЮYR5/4 にぶい黄褐色 砂質シル ト 明黄褐色砂質シルトを小ブロック状に含む。

1

層Nc 上  色 土  質 備   考

I ЮYR74 褐色 シル ト質粘土
黄褐色粘上のブロックを含む

酸化物粒 を全面に含む

SK2
土  色 土  質 備   考

1 10Yttν 4 褐色 ンル ト質粘土
黄褐色粘上のブロックを含む

酸化物粒 を全面に含む

2 10YR5お  黄褐色 粘 土 1層の小プロックを含む 酸化物粒を含む

3 25Y4/1 黄灰色 粘 土 酸化物粒 を全面に含む

SDla
雷No 土   色 土  貿 備  考

1 ЮYR5/4 にぶい黄褐色 シル ト 掲灰色粘上のブロックを含む

2 10YR5/1 褐灰色 粘 土
人為的に埋め戻された土 灰黄褐色粘上の小

ブロックを含む 全面に酸化鉄を含む

3 ЮYR4/2 灰黄褐色 粘 土
人為的に埋め戻された土 褐灰色粘土の大ブ

ロックを多量に含む 全面に酸化鉄を含む

4 5Y5/1 灰 色

25Y5泡  暗灰黄色 砂質シル ト 全面に酸化鉄を含む

SK3
層No 土   色 土  質 備   考

1 10YR4/4 褐色 シル ト質粘土
黄褐色粘上のブロックを全体に含む

炭化物 を少量含む

膏No 土   色 土  質 備  考

l 10YR4//4 褐色 ンル ト管粘土 酸化物粒 を少量含む

層No 土  色 土  質 備   考

I ЮYRν3 にぶい黄褐色 粘 土 酸化鉄を微量に含む

2 10YR5/2 灰黄褐色 粘 土

3 10YRν3 にぶい貢褐色 粘 上 全 lSlに酸化鉄 を含む 下層グライ化

4 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘 土
にぶい黄褐色砂 を含む V層 に接する面

は黒褐色に変色 全面に酸化鉄を含む

5 5Yν2 オリープ黒色 ンルト
植物遺体 を多量 に含 む 特 に下層 に多

い 礫 を多量に含む 全面グライ化

層No 土   色 土  質 備  考

10YR4//4 褐色 シル ト質粘上
黄褐色粘土プロックを含む

炭化物、酸化物粒 を全面に含む

第48図 遺構断面図
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出土遺物

6日 ま とめ

① 今回の調査区は遺跡範囲の最南端で、 3次調査の東側に当たる。

② 調査の結果、東西方向に伸びる溝跡 1条、土坑3基、ピット2個を確認した。この溝跡については元袋遺跡

第3次調査で検出された中世から近世初めの屋敷跡に伴う堀の延長部であると考えられる。土坑・ピットにつ

いては時期不明である。

<参考 。引用文献>

斎野裕彦 。川名秀― (1994)「元袋遺跡第 2次発掘調査報告書」仙台市文化財調査報告書第188集
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番号

出土地点 分  類 法   量 特徴・備考

(調整 素材・産地 。時期・分類 )

真

版

写

図基本層 は穏鑑 量穏 眉 収上尚 種 別 器 種 器 高  長 口径・幅 体部径・厚 底径 重

I SK3 1層 縄文土器 鉢 沈繰文 縄文晩期 2多 1

2 卜1 1層 陶器 塊 灰釉がけ 瀬戸美濃18C頃 2多2

3 SDlも 石製品 砥 石 砥面 3面 22‐3

SDlb 礫石器 磨面のある礫 2雰4

5 SDlb 5層 石製品 石 日 側面に縦のノミ猿 225

6 働 lb 5'醤 際石器 審画のある際 (120) 3面にすり面あり 22‐ 6

N l 金属製品 不 明 (53) 11 上部に穴あ り ?L宇状 227

8 N2 金属製品 不 明 (26) 22お



Ⅶ 元袋遺跡第 5次発掘調査報告書

1 遺構検出状況 (南西より)

2 SKl断面 (南 より)

3 SK2断面 (南 より)

図版19 遺構検出状況・土坑



l SK3土坑断面 (南 より)

2 土坑、ビッ ト完掘状況 (南西より)

望蕪3 SDla溝跡 (東 より)
４
一

図版20 土坑 。溝跡



Ⅶ 元袋遺跡第 5次発掘調査報告書

l SDlb溝跡 (東 より)

2 調査区完掘全景 (南面より)

琳

鶴

3 調査区西壁断面 (東 より)

図版21 清跡・完掘全景・土層断面



8

A-l SK 3 1層
I-l P2 1層
K-l SD lb
K-2 SDlb

(第 49図 1)

(第 49図 2)

(第 49図 3)

(第 49図 4)

7

1 縄文土器 鉢

2 陶器   塊

3 石製品  砥石

4 礫石器  磨面のあるI14

5 石製品  石臼     K-3
6 礫石器  磨面のある礫 K-4
7 鉄製品         N-1
8 鉄製品         N-2

SD lb

SD lb

層

層

(第 49図 5)

(第 49図 6)

(第 49図 7)

(第 49図 8)

図版22 元袋遺跡第 5次調査出土遺物



Ⅷ 鴻ノ巣遺跡第10次発掘調査報告書

1日 調査要項

遺  跡  名  鴻ノ巣遺跡 (宮城県遺跡番号01034)

調 査 地 点  仙台市宮城野区岩切三所北123-2、 124-9

調 査 期 間  平成17年 5月 13日

調査対象面積  70∬

調 査 面 積  21∬

調 査 原 因  個人住宅建築

調 査 主 体  仙台市教育委員会

調 査 担 当  仙台市教育局生涯学習部文化財課調査係

担 当 職 員  主査 工藤哲司  文化財教諭 浅野克樹 赤岡光騎

2日 調査に至る経過と調査方法

本調査は、平成17年 4月 27日 付けで、地権者及川真弓氏より、深さ7mの柱状土壊改良を伴う住宅建築の発掘届

が提出されたため行われた。

調査は、建物予定部分に東西 7m× 南北 3mの トレンチを設定し、重機により盛土約100cm、  I層 (旧耕作土)

約30cmを 掘 り下げ、標高8.3mに あたるこ層上面で人力による遺構検出作業を行った。

溝跡・土坑・井戸跡などが検出されたが、検出面から約70cm掘 ったところで湧水が見られたため、それ以上の

掘 り下げは行わなかった。

第50図 遺跡の位置と周辺の遺跡 第51図 調査地点の位置

番 号 遺跡名 種  別 立  地 時  代 番号 遺跡名 種   別 立 地 時  代

1 鴻 ノ巣遺跡 集 落 自然堤防 古墳・古代 中世 羽黒前遺跡 包含地 丘陵 中世・近世

2 新宿囲遺跡 包含地 自然堤防 古代 7 羽黒前板碑群 板碑 丘陵 中世

3 東光寺遺跡 城館 寺院 丘 陵 中世 今市遺跡 集落 自然堤防

4 束光寺板碑群 板碑 丘陵 中世 9 洞ノロ遺跡 城館 自然堤防 古墳 古代～近世

5 若宮前遺跡 包含地 丘陵 中世



3日 遺跡の位置と環境

鴻ノ巣遺跡は、仙台市北東部のJR岩切駅の南東約0.5kmに位置し、

仙台市北部を流れる七北田川右岸に形成されている標高 8m前後の

自然堤防に立地する。遺跡の北西約0.5kmに は、標高100m～40m

の富谷丘陵の東端が追 り、岩切戎跡や東光寺遺跡が立地している。

遺跡の南西約1.5kmに は、標高70m～ 40mの 七北田丘陵が迫 り、燕

沢遺跡が立地している。

周辺の沖積地では、多賀城市の山王遺跡で弥生時代中期以降の遺

跡が発見されている。古墳時代前期になると、鴻ノ巣遺跡や今市遺

跡でも遺物が発見されるようになる。古墳時代中期には鴻ノ巣遺跡

に大規模な集落が形成され、第 7次調査で、集落の一部が柵列とそ

の外側を巡る溝に囲まれていることが確認されている。古墳時代後
第52図 調査区配置図

期から終末期になると、山王遺跡に集落が形成され、新田遺跡では祭祀に関係すると考えられる多数の土器がまと

まって出土した遺構が発見されており、鴻ノ巣遺跡でも同期の土器が約60個体まとまって出土している。余良時代

になると、遺跡の北東約 3kmの低丘陵に多賀城が造営され、以後周辺地域は陸奥国の中心として栄えることとな

る。奈良時代から平安時代にかけては、鴻ノ巣遺跡や今市遺跡にも集落が形成されるが、七北田川左岸の新田遺

跡・山王遺跡 。市川橋遺跡で計画的な土地地割と道路が整備され、都市的な空間が広がっていたことと比較すると

遺構・遺物はまばらで閑散としている。中世になると遺跡の北西の1.5kmに 陸奥国留守職伊沢氏の居城岩切城が築

かれ、陸奥国府周辺の所領を支配した。対岸の洞ノロ遺跡には城館が形成されている。また、岩切城の麓には留守

氏の菩提寺として東光寺が建立され、霊場としての信仰を集め、磨崖仏や150基を越す板碑群がある。中世の文書

には、岩切付近に「冠屋市場」と「河原宿五日市場」という2つ の市場が存在したという記載があり、鴻ノ巣遺跡

はこのどちらかにあたると考えられている。これまでの調査では、市の存在を証明するだけの遺構は発見されてい

ないが、小規模ながら屋敷を囲むような溝跡や掘立柱建物跡、井戸跡など多数の遺構や多 くの遺物が発見され、活

発な歴史の舞台となっていたことを示している。

64

第53図 遺構実測図



Ⅷ 鴻ノ巣遺跡第10及発掘調査報告書

SK]

D
84m引

E
84m_引

0                 1m

第54図  遺構断面図

基本層
土   色 土  質 備   考

盛 土 盛土および撹乱

Ia層 10YR5/2 灰黄褐色 砂質 シル ト 旧耕作土上部

10YR73 1こぶい黄褐色 砂質シル ト 炭化物を含む。暗褐色上をまばらに含 f」

Ⅱ層 10YR4/4 褐色 I層 と狂層の境に部分的に暗褐色土力粉布している

4口 基本層序

約100cmの 盛土層があり、その下に約30cmの旧耕作土 (I層)がある。上部 Ia層 は層厚約20cmの灰黄褐色の砂

質シル ト層で、近年の畑の耕作土であると考えられる。下部 Ib層は層厚約10cmの にぶい黄褐色の砂質シル ト層で、

炭化物、暗褐色土をまばらに含んでいる。Ⅱ層は褐色の砂質シルト層で、遺構検出面である。 I層 とⅡ層の境に部

分的に暗褐色土が分布している。

5日 発見遺構と出土遺物

Ⅱ層上面で溝跡 1条、土坑 4基、ピット8個 を検出した。

1)溝 跡

SDl溝跡 調査区を南北方向に横切って検出された。幅は上端で約55cm、 下端は約10cm、 断面形はV字形で、検

出面からの深さは約60cmで ある。堆積土は 2層 に分けられ、 1層 は人為的堆積と考えられる。遺物は出上してい

ない。

SDl
LttNo 土   色 土  質 備   考

1 10YR3/3 暗褐色 粘土質 シル ト 砂をわずかに含む

10Y硝/2 黒褐色 ンル ト暫粘土 壁際に褐色上のプロックを含む 炭イヒ物を含む

SK3
土  色 土  質 備   考

ユ 10YR3/3 暗褐色 シル ト Rlヒ物を多畳に含む 下部に褐色上のアロックを含む

SKl
l 10YR3/4 暗褐色 シル ト 褐色上のプロックをわすかに含む

2 10Y臣73 にぶい黄褐色 粘土質シル ト

3 10YR3た  暗褐色 粘 十暫 シル ト 褐色上のプロックを多量に含む ピット
10YR3れ  暗褐色 シルト質粘土 褐色上のプロックを少量含む

10YR3/3 暗褐色 シルト 褐色土のプロック、炭化物を含む

10YR3/3 暗褐色 シル ト 褐色上の小プロツクを多量に含む

10YR2洛  黒褐色 ンル ト 掲色上のブロックをわずかに含む

10YR4/2 灰貢褐色 粘 土 I層 に類似

10YR3/4 暗褐色 シル ト 掲色上、炭化物を多 く含む

10YR3/3 暗褐色 シル ト 掲色土粒、炭化物を多量に含む

10YR3/4 暗褐色 シルト 掲色土を多量 に含む



2)土 坑

SKl土坑 調査区東壁際で検出された。平面形は直径約50cmの 円形と考えられるが、東側は調査区外へのびる。

断面形は不整なU字形で、深さ約25cmで ある。壁面は、北側は急に、南側はゆるやかに立ち上がる。堆積土は 3

層に分けられ、各層とも人為的堆積 と考えられる。遺物は出土していない。

SK2土坑 調査区西壁に沿って検出され、西部・北部ともに調査区外へ続いている。平面形は楕円形と推定 され

る。検出部は東西40cm、 南北150cmである。断面形は不整な舟底形で、深さ約40cmで ある。壁はやや急に立ち上

がる。堆積土は 4層 に分けられる。 3層から中世陶器片が出土している。

SK3土坑 調査区西部で検出された。SK 2土坑に切 られ、SK 4土坑を切っている。平面形は楕円形を呈 し、長軸

約100cm、 短軸約80cmで ある。断面形は不整な舟底形で深さ約20cmで ある。堆積土は 1層である。遺物は出土し

ていない。

SK4土坑 (井戸跡) 調査区西部、南壁に接 して検出された。平面形は直径約100cmの 円形を呈している。 2段の

掘 り込みとなってお り、西側は深さ約30cmに舟底形に下が り、東側は深さ70cm以上の円筒形に下がっている。深

さ70cm掘 り下げた面で湧水があったため調査を中止した。この上坑は、掘 り込みが深いこと及び壁面が垂直に立ち

上がっていることから丼戸跡と考えられる。堆積土は 2層に分けられる。 1層中から中世陶器片が出土している。

3)ピ ッ ト

計 8個 を検出した。平面形は円形を基調とし、大きさは直径20～40cm、 検出面からの深さは20～ 40cmほ どであ

る。柱痕跡を検出できたものはない。遺物は出上していない。

6日 ま とめ

① 本調査区は、鴻ノ巣遺跡の東部中央付近に位置する。

② 標高8.3mの基本層Ⅱ層上面から溝跡 1条、土坑 4基、ピット8個が発見された。

③ 土坑のうち1基は井戸跡の可能性がある。SK 2・ SK 4土坑から中世陶器が出土しており、他の土坑や溝跡

の堆積土及びピットの多くは、SK 2・ SK 4土坑の堆積土と類似していることから、遺構の時期は中世を中心

とするものと考えられる。

<参考文献>

工藤哲司   (2004)『鴻ノ巣遺跡 第 7次発掘調査報告書』仙台市文化財調査報告書第280集

工藤哲司ほか (2005)「 Ⅵ鴻ノ巣遺跡第 8次発掘調査報告書」『山田本町遺跡ほか 発掘調査報告書』仙台市文化

財調査報告書第287集



Ⅷ lllノ 巣辻跡第10次発掘〕]介報告き

2 遺構検出状況西半 (南 より)

1 違構検出状況 (西 より) 3 遺構検出状況中央 (南 より)

4 北壁西部 ピッ ト完掘状況 (南 より) 5 SDl溝跡 完掘状況 (南 より)

十
'i lll―

 ―
|

6 SKl土坑 7 SK2土 坑 調査状況 (南東より)

図版23 遺構検出・調査状況



SK3土坑 完掘状況 (南東より)SK3土坑 土層断面 (東 より)

完掘状況 (北 より)

４２

２
　
　
版図

4 東部ビッ ト 完掘状況 (南 より)

5 北壁土層断面 (南 より)

6 完掘状況 (西 より)

土層断面 。遺構完掘状況



Ⅸ 北目城跡第 4次発掘調査報告書

1 調査要項

遺  跡  名  遺跡 (宮城県遺跡番号01029)

調 査 地 点  仙台市太白区東郡山 2丁 目106-4・ 107-2

調 査 期 間  平成17年 6月 7日 ～ 6月 8日

調査対象面積  84�

調 査 面 積  24∬

調 査 原 因  個人住宅建築

調 査 主 体  仙台市教育委員会

調 査 担 当  仙台市教育局生涯学習部文化財課調査係

担 当 職 員  主査 工藤哲司  文化財教諭 赤岡光騎

2 調査に至る経過と調査方法

今回の調査は、平成16年 4月 16日 付けで、地権者鈴木一浩氏より、鋼管杭打ちを伴う基礎工法の住宅建築の発掘

届が提出されたので、確認調査を実施し、そのうえで必要な場合は本調査を実施する旨を回答した。確認調査は平

成16年 6月 7日 に着手し、遺構が検出されたので引続き調査を実施し、 6月 8日 に調査を終了した。

確認調査は建物予定地に 3m× 8mの トレンチを設定して行なった。遺構が検出されたが、敷地の制約のため、

調査区の拡張は行なわず、当初設定した トレンチのみを調査した。検出遺構のうち、井戸跡については確認面から

約180cmま で下げたところでは底面には到らなかったが、安全のため調査を打ち切った。

3 遺跡の位置と環境

当該地は、仙台駅の南東約1.5kmに位置する。名取川と広瀬川に囲まれた郡山低地の東部にあたり、標高 9m前

後の自然堤防を中心に立地している。遺跡の西隣には、飛鳥時代から余良時代にかけての官衛跡として知られる郡

山遺跡がある。

北目城跡は、平城形式の城館で、天正年中までは栗野氏の居城となっていた。関が原の戦いの際に伊達政宗が入

城し、以来仙台城に移るまで居住したことが知られている。平成 4・ 5年度に行われた都市計画道路建設に伴う調

査の際には、「障子堀」を伴う17世紀前半の堀跡などの遺構のほか、その下層からは古代の遺構や弥生時代の水田

跡、さらに下層から縄文時代後期後葉の竪穴住居跡も発見されている。遺物としては、陶器・磁器の他、漆器類・

刀剣などが出土している。

4 基本層序

調査区内の基本層は、調査区壁面と井戸跡の掘削深度内の壁面観察をあわせ、以下の大別 7層、細別 9層 に分け

られた。

盛土層

Ia層

lb層

H 層

礫・コンクリー ト片を含む。層厚は60cm前後である。

10YR3/4暗 褐色粘土質シル ト。層厚は30cm。 炭化物をわずかに含む。近年の畑耕作土層上部。

10YR4/31こ ぶい責褐色粘土質シル ト。層厚は20cmo Ⅱ層起源の砂を含む。畑耕作土層下部。

10YR5/4に ぶい黄褐色シルト質砂。層厚は30～ 40cm。 井戸跡・土坑の検出面。



零

．動
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IIl a層 :10YRワ2灰黄褐色粘土。層厚は10cm。 炭化物をわずかに合む。

III b層 :10YR2/3黒褐色粘土。層厚は 3～ 5cm。

Ⅳ 層 1 10YR6/31こぶい責橙色シル ト質粘土。層厚は60～ 70cm。 層上部はにぶい黄橙色上が主体となり、土層

の下 1/3に黒色土の薄層を縞状に含む。

V 層 :黒色土と灰黄褐色土の互層。黒色土層中には植物遺体を含む。

Ⅵ 層 :10YR4/1褐灰色粘土。層厚は30cm。

ⅥI 層 :2.5GY5/1オ リーブ灰色砂質シルト。層厚は10cm以上。粘土分を含む。

5 発見遺構と出土遺物

表土及び撹乱層を除去した面は、調査区西部はⅡ層が残存していたが、中央部は深い撹乱を受けているために、

遺構検出面はⅣ層となった。また東部はⅢa層 が検出面となった。調査区西半部で土坑が 4基検出された。SK l・

2・ 4・ 5土坑はⅡ層が検出面である。SK 3土坑は、Ⅳ層で検出されているが、前記のような状況から、他の遺

構同様に本来の掘 り込み面はⅡ層より上位であると考えられる。

番号 遺跡名 種  別 立  地 時   代 番号 遺跡名 種  別 立 地 時  代

I 耳ヒロ貌跡 貌館 水田・集落 自然堤防 縄文～中世 近世 王ノ壇遺跡 集落 屋敷 自然堤防 縄文～中世

2 郡山遺跡 官衛 水田・包含地 自然堤防 縄文～中世 近世 北屋敷遺跡 散布地 自然堤防 古代

3 西台畑遺跡 集落 墓地 包含地 自然堤防 14 長町清水遺跡 散布地 自然堤防 古墳

4 長町駅東遺跡 集 落 目然堤 防 弥生・古墳・古代 15 大野田苗墳群 自然堤防 縄文～中世

5 宮沢遺跡 水田・包含地 後背湿地 旧石器～近世 皿屋敷遺跡 集落 屋敷 自然堤 防 古代 中性

6 長町六丁 目遺跡 散布地 自然堤防 古代 17 的場遺跡 散布地 自然堤防 古代

7 袋東遺跡 教布地 自然堤防 古墳 古代 18 籠ノ瀬遺跡 散布地 自然堤防 古墳 ,古代

8 元袋遺跡 集落 水田 自然堤防 弥生 古代～近世 矢来遺跡 散布地 自然堤防 古墳 古代

9 新田遺跡 散布地 自然堤防 古 代 欠ノ上 I遺跡 水 田 後背湿地 古墳 吉代

大野 田道 跡 築落 祭TB 自然堤防 縄文 弥生～古代 21 欠ノ上 Ⅱ遺跡 集 諮 自然堤防

袋前遺跡 集 落 自然堤防 縄文・古代 欠 ノ上 Ⅲ選跡 散布地 自然堤防

第55図 遺跡の位置と周辺の遺跡
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土  坑

SKl土坑 (井戸跡) 調査区西部の北壁際で検出され、一部は北壁の

外 にのびる。SK 2・ 5土坑 を切 る。平面形 は円形で、東西軸長

175cm・ 南北軸長184cmを 測る。検出面から深さ180cmま で掘 り下げた

が底面に達しなかった。調査部分は円筒状に掘られている。調査部分の

堆積土は 4層に分けられる。上部堆積土には礫が含まれている。下部堆

積層 (4層)には壁面の崩落土がブロック状に含まれ、層の下ほどグラ

イ化が進んでいる。遺物は、 4層中から木製の箱型の容器と考えられる

ものが出土したが、腐食が進み、取 り上げることはできなかった。

SK2土坑 (井戸跡)SK l土坑の東側で検出された。SK 3土坑を切 り、

SK l土坑に切 られる。遺構の約半分が調査区の外側にのびるので正確

な規模は不明であるが、平面形は円形で、直径が140cm以上あるものと考えられる。断面の位置では、検出面から

の深さが lm程であるが、SK l土坑の壁面での観察結果では、SK l土坑同様に180cm以 上の深さがある。断面形

は、深い逆台形を呈する。堆積土は調査範囲で 2層 に分けられた。2層 ともブロック状の堆積土からなることから、

井戸の上部は埋め戻されていると観察される。遺物は出土していない。

SK3土坑 (井戸跡)SK 2土坑の東側で検出された。SK 2土坑に切られる。遺構の大半が調査区の外側にのびる

ので規模は不明であるが、平面形は円形を呈し、直径は130cm以上あると考えられる。断面の位置では、検出面か

らの深さが70cm程であるが、SK l・ 2土坑同様に深い遺構であると考えられる。堆積土は調査範囲で 4層 に分け

られたが、各層ともプロック状の堆積土からなり、人為的に埋め戻されている遺構であると観察される。遺物は出

上していない。

第56図 調査地点の位置

建物範囲

敷地範囲

第57図 調査区配置図
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第58図 遺構実測図

SKl
詈No 上  色 土 性 備   考

1 10YR4/2 灰黄褐色 砂 暗褐色と ,明黄褐色上のプロック 礫を含む。

2 10YR3//4 暗褐色 粘土 炭化物を含む。褐色土粒を含む。

3 ЮYRν3 にぶい責褐色 シル ト質粘土 暗褐色土のプロック、大小の礫を含む。

4 10YR5/2 灰黄褐色 粘 土 壁縮落上を含む。大小のプロック上の堆積土。

褐色土・暗褐色上のプロック

にぶい貢褐色上のブロックを多量に含む

SK2
層Nα 土   色 土  性 備  考

1 10Y恥/2 灰黄褐色 粘土質 におい貢橙色の大型のプロックを多量に含む。

2 25GY5/1 オリーブ灰色 シル ト質粘土 V層起源の黒色上をブロック状に多く含む。

SK5
曽No 土  色 土 性 備   考

l 10YR〃 3 黒褐色 ンル ト質粘土 髯褐色土を斑状に含tf。 炭化物 焼上を多畳に含む。

0              1ocm

第59図 出土遺物実測図

SK4土坑 調査区の南西角で検出された。遺構は南と西方向にのびる。検出部の平面形は隅丸方形を呈する。検

出部の大きさは、南北60cm・ 東西46cmを 測る。深さは14cmで、断面形は舟底状を呈する。堆積土は黒色のシル ト

質粘± 1層で、炭化物と焼土を多量に含んでいる。遺物は出上していない。

SK5土坑 調査区西壁中央で検出された。西側は調査区の外にのびる。東側はSK l土坑に切 られている。平面形

図中

番号

録

号

登

番

出 土 地 点 分    類 法 量 特  徴 。 備  考
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 取上No 種 別 器種 器高 長 ミ径 重 (調整・素材・産地 時期 分類 )

1 SKも l層 陶器 碗 (50) (120) 鉄釉、天目茶碗 産地 :瀬戸美濃 年代 :16C後半 P

2 12 SKも 1層 陶器 碗 鉄釉、天目茶碗、内反高台 産地 :瀬戸美濃 年代 :16C中 頃

3 SKも 1層 匂器 皿 (107) 医釉、丸皿 産地 :瀬戸美濃 年代 :16C中頃以降
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は円形ないし隅丸方形を呈する。大きさは、南北91cm。 残存東西78cmを 測る。深さは26cmで、断面形は不整な舟

底状を呈する。堆積土は、SK 4と 類似する黒色のシル ト質粘± 1層 で、炭化物と焼土を多量に含む。遺物は陶器

片 3点 (第59図 1～ 3)が出土している。I-1は瀬戸美濃産の鉄釉の天目茶碗で16世紀後半頃のものと見られる。

I-2は瀬戸美濃産の鉄釉内反り高台の天目茶碗で16世紀中頃のものと見られる。 I-3は瀬戸美濃産の灰釉の丸

皿で16世紀中頃以降のものと見られる。

6 まとめ

① H層からⅣ層にかけて土坑が5基検出された。これらの遺構は、撹乱のため検出層位は異なるが、本来の検

出面はⅡ層と考えられる。

② 5基の土坑のうち、SK l・ 2・ 3は、遺構の規模・形態・深さから、井戸跡と考えられるが、底面を検出

することはできなかった。調査部分では井戸枠施設は検出されなかった。

③ 井戸は、近接した位置で東から西に順次掘り直されている。

④ SKl井戸の年代は、SK 5土坑より新しく16世紀以降と考えられる。

⑤ SK4・ 5土坑は類似した堆積上の土坑で、SK 5土坑から出上した陶器によって16世紀頃の年代が考えられる。

③ 本調査では、中世北目城と同期ころの土坑と井戸跡が発見されたが、この場所が城館の内部に位置し、城と

直接関係のある遺構であるかどうかは、今後の調査成果にかかる課題である。

<参考文献>

仙台市教育委員会 (1993):「 Ⅲ-1-(6) 北目城跡」『年報15』 仙台市文化財調査報告書第189集

仙台市教育委員会 (1994):「 2-I― (7) 北目城跡」『年報16』 仙台市文化財調査報告書第204集

仙台市教育委員会 (1999):「 Ⅵ 北目城跡 (第 2次調査)」 『陸奥国分尼寺跡ほか発掘調査報告書』仙台市文化

財調査報告書第238集

l Bbl Ba

Ｋ

Ｋ

陶器 天目茶碗 I-2
陶器 天目茶碗 I-1

第59図 3)

第59図 1)

3 陶器 塊   I-3 (SK 5第 59図 3)

図版25 耳し目城跡第 4次調査出土遺物



1 遺構検出状況 2 基本層上部

3 SKl土坑 (井戸跡 ) 4 SK2土坑 (井戸跡 )

5 SK3土坑 (井戸跡 )

8 完掘全景

図版26 】ヒロ城跡第 4次調査
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1 調査要項

遺  跡  名  北目城跡 (宮城県遺跡番号01029)

調 査 地 点  仙台市太白区東郡山 2-548-13

調 査 期 間  平成17年 10月 12日 ～10月 13日

調査対象面積  61だ

調 査 面 積  8∬

調 査 原 因  個人住宅建築

調 査 主 体  仙台市教育委員会

調 査 担 当  仙台市教育局生涯学習部文化財課調査係

担 当 職 員  主査 正藤哲司  文化財教諭 赤岡光騎

2 調査に至る経過と調査方法

本調査は、平成16年 10月 4日 付けで、地権者山木秀一氏より、杭打ちを伴う基礎工法の住宅建築の発掘届が提出

されたので、確認調査を実施し、そのうえで必要な場合は本調査を実施する旨を回答 した。確認調査は、平成17年

10月 12日 に着手した。建物予定地に 6m× 4mの トレンチを設定して調査を行なったところ、駐車場の整地層及び

盛土層が約100cmあ ったので、現地表面から約110cm下 げた面で トレンチを4m× 2mに縮小 し、旧耕作上の残 り

を除去 して調査を実施した。整地層の可能性がある層 (Ⅱ 層)が部分的に残っていたが、遺構の検出作業はその下

のⅢ層面で行った。Ⅲ層面で井戸跡とピットが検出されたので、確認遺構を引続き調査 した。調査区外にも遺構が

延びている可能性があったが、敷地の制約があったので調査区の拡張は行なわず、当初設定した トレンチのみを調

査 した。

3 遺跡の位置と環境

北目城跡は仙台駅の南東約1.5kmの 名取川と広瀬川に囲まれた郡山低地

の東部にあたり、標高 9m前後の自然堤防を中心に立地している。遺跡の

西隣には、飛鳥時代から奈良時代にかけての官行跡である郡山遺跡がある。

北目城跡は、平城形式の城館で、天正年中までは粟野氏の居城となって

いた。関が原の戦いの際に伊達政宗が入城 し、以来仙台城に移るまで居住

した。平成 4・ 5年度に行われた調査の際には、「障子堀」を伴う17世紀

前半の堀跡などの遺構が検出され、陶器・磁器の他、漆器類・刀剣などが

出土している。

4 基本層序

山砂及び砂礫からなる盛土層が約100cmあ る。 I層 は層厚30～40cmの

暗褐色の粘土質シルト層で、近年の畑の耕作土である。 I層の下面は、天

地返しによる南北方向の溝状の落ち込みが等間隔に存在する。その下のⅡ

層は 2層 に分けられる。Ⅱa層 は層厚15cmの褐色シル ト質粘土層で、黄褐

建物範囲

調査区

＝
年
十

0     5m
十

一

第60図 調査区配置図



色土粒を多量に含む。Ⅱb層 は褐色のシル ト質粘土層で、暗褐色土のブロックを多量に含む。 Ⅱ層は性地層の可能

性がある。遺構を検出したⅢ層は、にぶい黄褐色の粘土層で、Ⅲ層以下は自然堆積層が厚 く堆積する。 (第62図参

照)

第62図 調査区・遺構断面図

曽No 土    色 土 質 備 考

盛土 山砂・砂及び砕石

I層 10YR3/4 暗褐色 観耕作土

Ⅱa層 10YR4れ  褐色 シルト質粘土 黄褐色土粒を多 く含む 整地層 ?

Ib層 10Y砂6 褐色 シルト質粘土 暗褐色上のプロックを大量 に含む 整地層 ?

Ⅲ層 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘 土 酸化鉄、マンガン粒を含む Ⅲ層以下は自然堆積層

Ⅳ層 10YR5/4 にぶい責褐色 帖土

V層 10YR2/3 黒褐色 枯土

Ⅵ層 26Y73 にぶい責褐色 枯土 下部は浅黄色粘土に変化 分層可能

Ⅶ層 10YR4/2 灰黄褐色 粘土

Ⅷ層 15Y73 浅黄色 粘 土

Ⅸ層 10YRν 3 黒褐色 粘 土 炭化物粒 を含む

X層 10YR6/3 にぶい責橙色 括土 下部は砂層に変化

5 発見遺構と出土遺物

Ⅲ層面において、井戸跡 1基 と柱穴を含むピット7個が検出された。

1)井 戸 跡

SEl井戸跡 調査区中央で検出された。西側は一部調査区の外にのびる。平面形は円形で、南北軸は直径2.3mを

測る。検出面から175cmま で下げたが底面には至 らなかった。断面形は、概ね円筒形を呈するが、壁面の崩落によ

る凹凸がある。堆積土は大別 2層、細別 4層 に分けられる。 1層 は65～75cmあ り、 3層に細分される。自然堆積

層 と観察される。 2層 は lm以上ある人為堆積土と観察される黒褐色の土層で、にぶい責褐色粘土、黄褐色粗砂、

炭化物等を含む。また、骨片を起源とする白色の物質粒をまばらに含み、下部はグライ化 している。

調査範囲では井戸枠は検出されなかったが、井戸のほぼ中央で、 2層の途中から垂直に落ちる直径2.5cm程 の空

穴が検出された。この穴は、掘削した底面から、さらに160cmの深さがあることが確認された。調査 した深さにこ

の穴の井戸の深さを加えると、井戸の深さは335cm以上あるものと考えられる。なお、この空穴については、所謂

「息継ぎ穴」と考えられ、井戸を埋める際に、節を取 り除いた竹材を据えて土を入れたものと理解 される。

井戸跡からの出土遺物は、 1層から中国産染付けの破片 1点 (図版27-1)と 無釉陶器小片 1点、 2層から中国

産染付けの破片 1点 (図版27-2)と鉄製品辺 1点がある。中国産の染付けは 1・ 2層のものとも16世紀頃のもの

と見 られる。
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第61図 遺構平面図

SE
霞No 土    色 土 質 備 考

10YR4ん  にぶい黄褐色 枯土 粗砂、炭化物薄層、粘土塊、褐色土ブロックを含む

101rR3/4 暗褐色 佑土 陽色土粒、炭片、焼土粒 を霜降 り状 に含む。

lc ЮYR4/3 暗褐色 粘土 え化物の薄層を 3枚挟む。黄褐色土を霜降り状に含む

2 ЮYR2/3 黒褐色 粘 土
にぶい貢橙色粘上、黄IB色粗秒、炭化物、村枝片

を含む。下部はグライ化 している。
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2)ピ ッ ト

調査区の断面で確認されたものを含めて 7個のピットが検出された。

Pl 調査区の南壁にかかる。P2を切る。検出部は直径25cmの半円形を呈する。検出面からの深さは14cmであ

るが、Ⅱ層からの深さは30cm以上ある。堆積土は黄褐色土のブロックを含むにぶい責褐色土である。検出部分で

柱痕跡は検出されなかった。

P2 調査区の南壁際で検出された。Plに切られる。直径25cmの円形を呈する。検出面からの深さは18cmで あ

る。堆積土は責褐色土を含むにぶい黄褐色土である。検出部分で柱痕跡は検出されなかった。

P3 調査区の南東部の東壁にかかって検出された。東壁面での掘 り方の直径は約35cmで、柱痕跡の直径は13cm

である。東壁面での深さは約40cmである。堆積土は黒褐色上のブロックを多量含むにぶい褐色土である。

P4 調査区北部の東壁際で検出された。検出部は楕円形を呈し、検出部の東西残存長軸35cm、 南北短軸約40cm

を測る。直径12cmの柱痕跡が検出されている。東壁面での深さは約50cmあ る。堆積土は掘 り方が褐色土のブロッ

クを含むにぶい黄褐色土、柱痕跡が灰黄褐色土である。

P5 調査区北壁際で検出された。検出部は楕円形を呈し、検出部の南北残存長軸30cmの、東西短軸約25cmを 測

る。堆積土は暗褐色上で灰黄褐色のブロックを含む。

P6 調査区北西角で検出された。検出部は半径18cmの 扇形を呈す。堆積土はにぶい黄褐色上で灰黄褐色のブロ

ックを多量に含む。

P7 調査区東壁際で断面だけが検出された。断面部の幅は約40cmで、幅13cmの柱痕跡も認められる。堆積土は

掘 り方が褐色上、柱痕跡がにぶい黄褐色土で、両層とも暗黄褐色のプロックを含む。

ピットからの出土遺物はない。

6 ま とめ

①本調査区は、北目城跡の東部中央の付近に位置する。

②基本層Ⅱ層が掘り込み面と考えられる井戸跡1基とピット7個が検出された。

③井戸跡は、出土遺物から16世紀以降に埋められたと考えられるが、詳細な時期は不明である。

④ピットの中には柱痕跡の確認されるものが含まれているので、周辺に掘立柱建物跡が存在したと考えられるが、

柱穴からの出土遺物がなく、遺構の詳細な時期は不明である。

⑤本調査区周辺には、中世ないし近世に属する可能性のある遺構が存在することが明らかになった。

<参考文献>

仙台市教育委員会 (1993):「 Ⅲ-1-(6) 北目城跡」『年報15』 仙台市文化財調査報告書第189集

仙台市教育委員会 (1994):「 2-I― (7) 北目城跡」『年報16』 仙台市文化財調査報告書第204集
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図版28 遺構検出状況と基本層序



X 北目城跡第 5次発掘調査報告書

1 遺構完掘状況 (北 から)

2 SEl井戸跡 (東から)

3 井戸跡検出の息継ぎ穴 (北から)

図版29 完掘状況と井戸跡
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1 調査要頂

遺  跡  名  南小泉遺跡 (宮城県遺跡番号01021)

調 査 地 点  仙台市若林区遠見塚 1丁 目22香

調 査 期 間  平成17年 3月 1日 ～ 3月 3日

調査対象面積  29∬

調 査 面 積  18∬

調 査 原 因  防火水槽建築 (仙台市消防局警防部計防課)

調 査 主 体  仙台市教育委員会

調 査 担 当  仙台市教育局生涯学習部文化財課調査係

担 当 職 員  主査 工藤哲司  文化財教諭 今野秀治

2 調査に至る経過と調査方法

本調査は、平成16年 12月 14日 付けで、仙台市消防局長より公園内に直径約 6m。 深さ5mの掘削を伴う防火水槽

の建築の発掘通知が提出されたので、確認調査を実施し、そのうえで必要な場合は本調査を実施する旨を回答 した。

確認調査は、平成17年 3月 1日 に実施した。建築予定地に 3m× 5mの トレンチを設定して調査を行なったところ、

調査区内から多数の遺構が検出されたため、引き続き本調査を実施した。敷地の制約があったが、調査区の東側を

掘削予定範囲に沿うように円形に拡張して調査を行った。
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第63図 遺跡の位置と周辺の遺跡
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3 遺跡の位置と環境

仙台市の東部は、北から七北田川・名取一広瀬川・阿武隈川の 3河川が形成 した「宮城野海岸平野」と呼ばれ

る沖積平野が広が り、河川の流域には扇状地 。自然堤防・後背湿地・旧河道からなる複雑な地形を形成している。

仙台湾と呼ばれる海岸部には 3列の浜堤や潟湖性の低地が認められる。南小泉遺跡は、七北田川と名取一広瀬川に

挟まれた沖積平野の発達した自然堤防上に立地している。標高は10m前後である。

南小泉遺跡は、仙台市内でも大きな遺跡のひとつで、東西約 2km。 南北約 lkmの範囲に広がる。これまでの調

査では、最古の時期としては縄文時代の遺物包含層が確認されている。その後は、弥生時代前期の上器や、弥生時

代中期の土器棺墓、古墳時代全期 と奈良・平安時代の集落跡、中・近世の屋敷跡など各時代の遺構・遺物が発見さ

れている。

周辺の遺跡は、東方約 lkmの中在家南遺跡からは、弥生時代中期から古墳時代を中心とする木製品が多量に出

土した河川跡や、古墳時代前期の方形周溝墓群などが発見されている。また南小泉遺跡内には、全長110mの 前期

の前方後円墳である遠見塚古墳がある。西に隣接する若林城跡の中では、埴輪を有する古墳が発見されている。北

西側には後期の円墳である法領塚古墳などがある。奈良時代になると、遺跡の北西 lkmに は陸奥国分寺 。国分尼

遠見塚古墳
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第64図  第44・ 45。 46・ 47次調査区の位置
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寺が建立される。近世には伊達政宗の晩年の居城として

若林城が造営される。この地域は、縄文時代以来遺跡が

形成され、特に古墳時代以降は陸奥国の中心地域として

栄えていたことがうかがわれる。

基本層序

土 山砂による盛土層。層厚約 5cm。 公園造成の

際の整地層。

層 10YR3/3暗 褐色のシル ト層。層厚約20cm。 公

園造成前の畑の耕作土。

層 10YR4/6褐 色のシル ト層。黄褐色土をわずかに

含む。層厚約15cm。 畑の耕作土。

層 10YR5/6黄 褐色の粘土層。褐色土をわずかに含

む。地山。

5 発見遺構 と出土遺物

Ⅲ層上面で、掘立柱建物跡 1棟・竪穴住居跡 1軒・土

坑 3基・ピット7個が検出された。

1)掘 立柱建物跡

SBl掘立柱建物跡 調査区の南西部で、柱穴が南北に並んで 2基 (P7・ 8)発見された。建物の西辺の北端部

にあたると考えられる。S11竪穴住居跡を切るSK l土坑を切っており、P7の南西角はP6に切られている。南

北の柱間隔は柱痕跡の中央で計測して150cmで ある。東西の間隔は180cm以 上である。柱穴掘り方は方形で、P7

が東西65cm。 南北68cm・ 深さ約20cm、 P8が東西60cm。 南北70cm。 深さ20cmを 測る。柱痕跡は直径18cm前後

の円形である。柱痕跡の部分の柱穴底面は、 3～ 5cm下がっている。堆積土は、掘り方が暗褐色土や責褐色土の

ブロックを含む黒褐色の粘土質シルトないしシルト質粘土・粘土層で、柱痕跡が黄褐色土を含む褐色の粘土質シル

トである。P7か ら土師器の小片20点・P8か ら土師器の小片21点が出上している。

2)竪 穴住居跡

Sl l竪穴住居跡  【位置・重複】調査区東半で検出された。東部は調査区の外にのびる。西辺中央付近をSK l土

坑に切られる。また南辺の西端をSB l掘立柱建物跡のP7に切られている。【平面形・規模・方向】平面形は検出

部の状況から方形ないし長方形を呈すると考えられる。大きさは、南北全長353cm。 東西検出部長300cmを測る。

【堆積土】堆積土は、大別 4層、細別 8層に分けられた。遺構の深さは、検出面から床面までの残 りの良いところ

で20cm前後である。la層 は暗褐色のシルトで黄褐色土粒を霜降り状に含み、住居跡の中央部の上部に分布する。

lb層は、暗褐色のシルトで黄褐色土を粒状およびブロック状に含み、住居跡の全面の下部に分布する。 2層は暗褐

色のシルト層でカマドの奥壁部に分本する。3a層 は住居廃絶時のカマド燃焼部底面の焼土層である。3b層は灰・炭

化物・焼土粒を含むカマド内の淮積層である。3c層 は初期のカマド燃焼部底面の焼土層である。4a層 はカマドの前

面から東壁に向って幅140cm前後の帯状に施設された貼 り床層である。厚さは3cm前後で硬く締まっている。4b

層は掘り方の埋め上である。【床面・壁面】床面はほぼ平坦である。壁面は、各辺とも残存部はほぼ直線的にのび

第65図 調査区配置図
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層No 土    色 土 賀 備 考

P7 1 ЮYR3カ 黒褐色 ンル ト 砦褐色土をプロック状に含む

2 10YR3/2 黒褐色 ルト質粘土 砦褐色土 黄褐色土プロック状に含む。

3 10YR3/2 黒褐色 省土 曽褐色土 ,黄褐色土をわずかに合む。

10YR4/4 褐色 シル ト 黄褐色土をわずかに含む。       柱痕跡
P8 ] 10YR3カ  黒褐色 粘土質シルト 費褐色上をわずかに含む。

2 10YR2/3 黒掲色 粘 土 煮褐色上のブロック状に含む。

3 10YR4/4褐 色 粘土質シルト 貢褐色土をわずかに含む。       柱痕跡

0                    2m

薯No 土    色 土 質 備 考

Pl l 10YR3/3 暗褐色 ンフレト 黄褐色土粒を含む

P2 1 10YR3/4 暗褐色 ンル ト 黄褐色土粒 を多 く含む。

P3 1 10YR3独  暗褐色 シルト質粘土 貢褐色上のプロックを多量 に含む。

2 10YR3/3 暗褐色 シ,レ ト 黄褐色土粒を霜降 り状に含む。     柱痕跡

P4 1 ЮYR3/4 暗褐色 シル ト 黄褐色土粒を多量に含む。
P5 1 10YR3洛  暗褐色 シルト 黄褐色上のブロックを含む

2 10YR4/4 褐色 シルト 柱反跡

P6 ] 10YR3れ  暗褐色 シル ト 露褐色土粒 を多量に含む。

10YR3/4 暗褐色 ンルト質粘土 黒色土 黄褐色上を小プロック含む。

曽No 土   色 土質 捕 考

10YR3/4 暗褐色 粘 土 黒色土 黄褐色上のブロックをわずかに含む。

lb 10YR〃 3 黒褐色 lL土 黒色土 をブロック状に大量に含む。

2 10Yttν 4 褐色 簡土 下面は浅黄橙色 を呈する。

第66図 遺構実測図

る。立ち上がりは直角に近い。【柱穴・カマド・施設】柱穴は、床面では検出されなかった。カマドは西壁の中央

に築かれている。カマド本体は、左袖はSK l土坑に切られているが、右袖は幅15cmで西壁面から長さ80cmほ どの

びることが確認された。右袖の南側が35cmの幅で焼けている。カマ ドの奥壁から50cmの所の焼土面の中央に支脚

と考えられる棒状の立石が検出された。この石材の東側が強く焼けている。煙道は、住居の上面が削平を受けてい

るためか検出されていない。この他の施設としては、住居の東南部で直径20cm。 深さ28cmの ピットが 1個検出さ

れている。〔掘り方】掘り方の深さは3～ 10cmで、掘り方の底面には大小の凹凸がある。掘り方埋め土 (4b層)は、

H′

黄褐色土粒を霜降り状に含む。土器片を多 く含む。 10YR4/4 明黄褐色土をわずかに含
責褐色土粒及びブロックをまば らに含む 明黄褐色上を多量に含む。

5Y3/2 暗赤褐色 焼土粒 を多 く含む 粒をわずかに含む。

褐色土粒 をわ

5YR74 1こ ぶい赤褐色

締 ま り強い。

暗褐色土粒 をわずかに含む。 掘 り方埋め土

暗褐色土粒 をわずかに含む。 カマ ド袖の構築土

10YR3れ 暗褐色 土粒をわずかに含む。

曽No 土    色 土質 備 考

1 10YR3/3 暗褐色 シル ト 黄褐色土粒 をわずかに含む。

2 10YR3れ  暗褐色 シ,レ ト 黄褐色土及び I層起源の黒褐色土を多量に含む。
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出  土  地 分 類 法 量 特  徴  備  考
写真図版

基本層 遺構名 遺穂層 取上No 種 別 器種 器高 '長 ヨ径 幅 (調整 素材 産地 時期・分類 )

I 1層 弥生土器 一霊 外面 :平行沈線

2 SI‐ 1 1層 称生土器 鉢 外面 !波型文

3 Bワ SK 2 赤生土器 高灰 ? 外面 :沈線あ り

1層 非ロクロ土師器 イ (138) 1面 十日縁ヨコナデ、体部ナデのちヘラミガキ 内面1日縁ヨコナデ、林部ヘラミガキ

5 未面 非ロクロ土師器 不 162 小面 1日縁ヨコナデ、体部摩械、底部ヘラケズリ 内面 1口縁雛滅、体部ヘラミガキ 33-1

6 末面 非ロクロ土師器 示 (156) (48) ホ面:日 縁ヘラミガキ、体部摩滅 内面:日 縁摩滅、体部ヘラミガキ 33-2

7 未面 非ロクロ土師器 イ (160) (35)
外面 :口縁ヨコナデのちヘラミガキ、体郡ヘラケズリのちヘラミガキ

内面 :ヨ コナデ、体部ヘラナデのちヘラミガキ

8 SI 来面 非ロクロ土師器 不 38 178 外面 :日 縁ヘラミガキ、体部ヘラケズリ 向面 1日 縁鬱滅、体部ヘラミガキ 33-3

9 C■2 Ы 1層 非ロクロ土師器 電不 102) 外面 !脚部ヘラミガキ 内面 :邦部ヘラミガキ 脚部 :ヘ ラケスリ

SI 未面 非ロクロ土師器 沐 86 88 外面 1日縁歴滅、体部下端ヘラケズリのちヘラミガキ 向面:日縁躍滅、体謝
'ナ

デ 33-4

11 末面 ),ロ クロ土
'市

器 鉢 97 ll騒 :日縁摩滅体部下端ヘラケズリのちヘラミガキ 内而1日縁ヘラナデのちナデ、体部ナデ 33-5

床 画 非ロクロ土師器 奏 132 (160) Vl面 :日縁ヨコナデ体部ヘラナデ、底部ヘラケズリ 内面 :ヘ ラナデ 33-6

未面 非ロクロ土師器 甕 182 1面 1日縁ヘラナデ、体部ハケメのちヘラミ′キ 内面1口縁ヨコナデのちハケメ、1部ハケメのちヘラミガキ 33-7

第67図 弥生土器・土師器 1
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第68図  出土土師器 2・ 須恵器

基本層Ш層を起源とする明責褐色上のブロック状の粘土質シルト層で、暗褐色土をわずかに含んでいる。【遺物出

土状況】床面からの遺物は、土師器がカマド右袖から住居跡北西角にかけての西壁際からまとまって出土している。

ここから出土した土師器は、完形もしくは完形に近い奏・壷・郭などが10個体である。また、カマド前面の床面か

ら4点の臼玉と、南西角付近の床面から有孔円板 1点 と剣形 1点の石製模造品 (K6・ 8～ 12)が 出上している。

【出土遺物】カマド右袖側の床面からまとまって出土した土師器には、杯 4点 (第67図 5～ 8)・ 鉢 2点 (第 67図

10。 11)。 奏 4点 (第67図 12・ 13第68図 1。 2)がある。イは日縁部の幅が比較的広く、強く外反し底部が平底化

したもの 3点 (C-1～ 3)と、やや大型で半球形の各部に内弯する日縁がつくもの (C-4)がある。鉢には球

形の体部に短く直立する日縁がつくもの (C-6)と 球形の体部に外反する日縁のつくもの (C-7)がある。奏

は体部が球形のもの (C-8～ 10)と 長胴のもの (C-11)がある。

また、住居の掘り方の埋め土中からは折り返し日縁の大型壺の口縁部片 (C-13)が、地積± 1層中からは土師

甲

号

四

立否

鉢

号

箆

番

出 土 地 点 分 類 法 量 特  徴  備  考
写真図版

基本層 遺構名 還穂層 取上No 種房」 器種 器高 長 (調整・素材 産地 時期 分類 )

C■0 SI 床 面 lFロ クロ土師器 発 (224) 17Z 外面 :日縁ヨコナデ、体言hヘラミガキ 内面 :日縁ヨコナデ、体部ヘラナデ 34-]
2 床 面

'Pロ

クロ土師器 甕 (235) 外面 :日縁ヨコナデ、体部ヘラナデ 内面 :日縁ヨコナデ、体都ヘラナデ 34-2
a 非ロクロ土師器 壷 外面 :回縁ヘラミガキ 内面 :口縁ヘ ラミガキ

4 I} ユ 須恵器 発 外面 :タ タキロ 内面 :ナ デ 34-3
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第69図 石製模造品。石器

器杯 (C-5)と高杯脚部 (C-12)のほか、須恵器の秦の体部破片 (E-1)も出土している。

上器・石製模造品以外には、床面から磨り面のある礫3点 (第69図 8～ 9)と堆積± 1層中から場の倉産と見ら

れる黒曜石製の剥片2点 (図版34-12・ 13)が出上している。

|

』―⊆軍Ⅷ鏃

卿
辞

機
器

BI  土  地  点 分    類 法 量
写真図版

懇利唇 遇構名 齢 層 収上No 種別 籐 ω 整・ 素材 ,産地 '時期 '爛
l C7 工 I 1層 石靭 品 剣 塞 豹 0

2 C8 工 I 未面 百製模造品 覗 5: 28 ば 餌 34‐ 6

3 笛 SI l 禾面 百製模造品 弓板 3k ll i 19( 36‐ 7

4 K9 SI‐ l 未面 課 模造品 ヨ玉 隊 敲 86-8

5 K10 SI I 1面 石製模造品 ヨ玉 儀 骸 36-9

S 【11 SI I 飛面 百製模造崩 ヨ玉 針 36-10

7 降12 工 1 禾面 百製模造品 彗玉 ∝ 36-11

=
C・4 瀑1 床面 礫石器 番石 優 空 721 36-5

9 K5 Iユ 礫石器 善石 21` 1■ ( α 盟

10 鶴 工 1 カマド 隣石器 1塞 at 優 1881



3)土 坑

SKl土坑 調査区中央で検出された。S11竪穴住居跡を切 り、SB l掘立柱建物跡に切られる。平面形は楕円形を

呈し、東西長軸145cm。 南北短軸110cmを 測る。断面形は舟底形で、深さは20cmほ どである。西半が数cm低 くな

っている。堆積土は 2層 に分けられ、上部が暗褐色ないし黒褐色の粘土層で、下部は褐色の粘土層である。両層か

ら土師器の破片が多数出土している。破片にロクロを使用したものは認められない。

SK2土坑 調査区南西角で検出された。P5に切られる。検出部で南北127cm。 東西77cmを 測る。断面形は舟底

形で、検出面からの深さは30cmほ どで中央部が円形に一段深 く掘られている。堆積土は大別 3層 に分けられ、 1

層が褐色粘土、 2層が黄褐色シル ト質粘土、 3層が褐色粘土層である。堆積土中から土師器片18点がと弥生土器片

3点が出土している。

SK3土坑 調査区東辺中央で検出された。東部は調査区の外にのびる。掘 り込み面はⅡ層面である。平面形は検

出部で楕円形を呈し、南北検出長軸60cm。 東西検出短軸28cmを 測る。断面形はU字形で、 2層上面からの深さは

50cmで ある。堆積土は 2層 に分けられ、 1層が暗褐色シル ト層、 2層が黄褐土色と黒褐色上のブロックを多量に

含むシル ト層である。堆積土中から土師器片11点が出土している。

4)ピ ッ ト

Pl 平面形は直径23cmの円形で、深さ15cm。 堆積土は黄褐色土粒を含む暗褐色シル ト。

P2 平面形は直径14cmの 円形で、深さ 7cm。 堆積土は黄褐色土粒を多 く含む暗褐色シル ト。

P3 平面形は 1辺21cmの 方形で、深さ13cm。 堆積土は黄褐色土のブロックを含む暗褐色シル ト。

P4 平面形は直径20cmの 円形で、深さ14cm。 堆積土は黄褐色土粒を多量に含む暗褐色シル ト。

P5 平面形は 1辺21cmの 方形で、深さ44cm。 直径12cmの 円形の柱痕跡検出。堆積土は掘 り方が黄褐色土のブ

ロックを含む暗褐色シル ト。柱痕跡は褐色シルト。

P6 平面形は直径24cmの円形で、深さ38cm。 堆積土は黄褐色土粒を多量に合む暗褐色シル ト。

P7 平面形は 1辺55cmの 方形で、深さ8cm。 堆積土は黒褐色土と黄褐色上の小プロックを含む暗褐色シルト。

6 まとめ

①竪穴住居跡は、カマドが敷設されていること、石製模造品が出上していること、堆積土中に須恵器が含まれる

こと、日縁部の幅が広く外反する郭が含まれること、内面黒色処理された郭が含まれないことを勘案すると、

仙台市鴻ノ巣遺跡第 7次発掘調査報告書におけるⅢ期とⅣ期の中間期とした時期に相当し、年代は5世紀後半

と考えられる。

②掘立柱建物跡は、竪穴住居跡と比べると黒色系の土壌が堆積していることから、住居の埋没後さらに黒色系の

上壊が堆積してから掘り込まれたものと考えられる。時期を決定する資料は、出土していないが、掘り方と柱

痕跡の規模から考えて奈良または平安時代のものと推定される。

③土坑は、SK l土坑は重複関係から5世紀後半以降古代の間、SK 2土坑は時期不明、SK 3土坑はⅡ層上面から

掘り込まれていることから比較的新しい時期の遺構と考えられる。

④上記のとおり、本調査においては、周辺での調査状況と同様に多数の遺構が広がっており、 5世紀後半の住居

跡や古代の掘立柱建物跡などが検出された。

<参考文献>

仙台市教育委員会 (2004):「鴻ノ巣遺跡第 7次発掘調査報告書」仙台市文化財調査報告書第280集
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遺構検出状況 (南 東から)

|||∵I k―  Ⅲ Ⅲ

SK3土坑 (西から)

図版 30

8 ピッ ト9(南から)

土坑他
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5 SKl土 坑 (南 から) 6  SK2土坑 (東 から)

遺構検出状況・掘立柱跡建物跡・



l S1 1堅穴住居跡南北ベル ト (西 から) 2 S11堅穴住居跡東西ベル ト (南 から)

麗
造

1許1甕
増と1舞iI■ ■■

議す|

カマ ド右袖付近の上器出上状況 (東 から)

:111責 l  i

5 床面からの石製模造品出上状況

図版31 S11竪 穴住居跡 1
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1 カマ ド部土層断面 (南 から)

2 貼床・掘り方土層断面 (南から)

3 調査区完掘全景 (東 から)

図版32 SH竪穴住居跡 2・ 完掘全景



1 土師器

2 土師器

3 土師器

4 土師器

器

器

器

師

師

師

土

土

土

郭

杯

郭

鉢

C-3 S11床 (第 67図 5)

C-2 S11床 (第 67図 6)

C-4 S11床 (第 67図 8)

C-6 S11床 (第 67図 10)

図版33

鉢  C-7 S11床 (第 67図■)

養  C-8 S11床 (第 67図 12)

養  C-9 S11床 (第 67図 13)

南小泉第44次調査出土遺物 1
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S11床 (第 68図 4)

S11床 (第 68図 5)

S11床 (第68図 6)

S11床 (第 68図 7)

S11床

S11,末

1 土師器

2 土師器

3 須恵器

4 石製品

5 石製品

6 石製模造品

7 石製模造品

石

石

形

盤

養

奏

藷

磨

磨

剣

円

C-10 S11床 (第 68図 1)

C― ■ Ы l床 (第 68図 2)

E-l S1 1床 (第 68図 3)

K-5 S11床 (第 68図 4)

K-3 Ы l床 (第 68図 8)

K-8 S11床 (第 68図 2)

K-6 S11床 (第 68図 3)

8 石製模造品

9 石製模造品

10 石製模造品

11 石製模造品

12 黒曜石

13 黒曜石

臼玉 K-9
日玉 K-10
日玉 K-11
日玉 K-12
剥片 K-1
剥片 K-2

図版34 南小泉第44次調査出土遺物 2





南小泉遺跡第45次発掘調査報告書

1 調査要項

遺  跡  名  南小泉遺跡 (宮城県遺跡番号01021)

調 査 地 点  仙台市若林区遠見塚 2丁 目291-10。 11呑

調 査 期 間  平成17年 6月 16日 ～ 6月 17日

調査I・I象面積  76だ

調 査 面 積  32ど

調 査 原 因  個人住宅建築

調 査 主 体  仙台市教育委員会

調 査 担 当  仙台市教育局生涯学習部文化財課調査係

担 当 職 員  主査 工藤哲司  文化財教諭 赤岡光騎

2 調査 に至 る経 過 と調査方法

本調査は、平成17年 5月 23日 付けで、石森克明氏より長さ3mの杭打ちを伴う住宅建築の発掘届が提出されたの

で、確認調査を実施し、そのうえで必要な場合は本調査を実施する旨を回答した。確認調査は、平成17年 6月 16日

に実施した。建築予定地に 3m× 7.5mの トレンチを設定 して調査を行なったところ、調査区西半部から遺構 と一

括遺物が検出された。一括遺物を含む土層は南側にのびる可能性があるため、調査区の南西部を幅2.5m・ 長さ 4

mの範囲で拡張し、引き続き本調査を実施した。

3 遺跡の位置と環境

南小泉遺跡第44次調査で記述 したとお り、当該地は仙台市の東部は、標高10m前後の沖積平野の自然堤防に立地

している。縄文時代以降遺跡が形成され、古墳時代から奈良・平安時代にかけて集落跡や中 。近世の屋敷跡など各

時代の遺構 。遺物が発見されている。周辺には古墳や集落・寺院などがあり、古 くから栄えていた地域である。

基本層序

土 山砂の盛土層。層厚は20cm前後。

層 10YR3/4暗褐色の粘土質シル ト層。層厚約

30cm。 畑の耕作土。

層 10YR4/4褐 色の砂質シルト層。地山。下層に移

行するにしたがって砂層に変化。

４

盛
　
Ｉ 位

置
指
定
道
路

5 発見遺構と出土遺物

Ⅱ層上面で、溝跡 1条 。土坑 3基・ピット3個が検出

された。

1)清跡

SDl溝跡 調査区の西部でL字状に折れて南北方向

ノ
芦
■
―

ｍ

建物範囲

第70図 調査区と遺構配置
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唇No 土   色 土賀 備 考

1 10YR76 暗褐色 り質ンルト にぶい黄褐色上のブロックを含む。土師器片出土。

0                       2m

曽No 土    色 土 質 備 考

1 10YR4//3 にぶい黄褐色 少質シルト 溝の角付近に分布。土師器多数出土。
2 10YR5/4 暗褐色 少質シルト 1層 の下部にのみ分布。土師器片をわずかに含む。
3 10YR5/6 黄褐色 砂質シルト にぶい黄橙色上を粒状に含tr。 層No 土    色 土 質 備 考

10YR3/3 暗褐色 ンル ト マンガン泣 酸化鉄 を少量含む。 自然堆積

2 10YR3/4 暗褐色 黄褐色シル トのプロックを多量に含む。人為堆積

3 10YR4/4 褐色 シル ト 暗褐色土・黄褐色上のフ'ロ ックを多 く含む。人為堆積

4 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト壁から崩落 した褐色土のブロックを含む。 自然堆積

5 10YR4/6 褐色 砂 暗褐色土を続状に含む。壁崩落土。自然堆積

第71図 遺構実測図

から東西方向に検出された。SK 2・ 3土坑、 Pl・ 3に切 られている。幅は上端で110cm、 底面で90cm前後であ

るが、東西方向の部分の東端はこれより狭 くなっている。深 さは、 8cm前 後であるが、角の部分が東西約

160cm。 南北約120cmの範囲が不整な円形に一段下がっており、検出面から30cmほ どの深さがある。断面形は浅い

U字形を呈する。堆積土は、角の部分で 3層 に分けられた◎ 1層が10YR4/3の にぶい黄褐色の砂質シルトで、溝の

角の部分にのみ分布し、土層中からロクロ使用以前の上師器が多数出土した。 2層は10YR5/4の にぶい黄褐色の砂

質シル トで、 1層の下部に分布する。土師器片をわずかに含む。 3層は10YR5/6の責褐色の砂質シル トでにぶい黄

褐色土を粒状に含む。角部以外の溝跡には 3層が堆積する。角部分の不整円形の落ち込みについては、溝跡より新

しい時期の遺構の可能性もある。

1層 出土の土師器は、郭 4点 (第72図 1～ 4)と 高杯 8点 (第72図 5～ 12)、 重または鉢 1点 (第72図 13)の 13

点を実測 した。郭は半球形の体部に短 く外反する日縁が付 き内面の体部と口縁部の境が軽 く屈曲するもの (C―

2・ 10。 11)と体部から口縁部まで九味をもって立ち上がるもの (C-12)が ある。高杯は、杯部の外面が底部と

体部の境に軽い角が付いて体部から口縁にかけて内弯気味に立ち上がるもの (C-1。 3～ 6)と外面の口縁部と

にぶい黄褐色上のブロックを
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了

番号 番号

出 土 地 点 分 類 法 量
写真図版

基本層 遺穂名 遺構層 取上No 種 別 器種 畢高 長 日径 幅 体部径 . (調整 素材 産地 時期 分類 )

I 1層 11 非ロクロ土師器 郭 内外面 :摩滅

2 1層 2 非ロクロ土師器 (34) 156) 内外面 :摩滅

3 1層 11 非ロクロ土師器 啄 (40) 心外面 :摩滅

4 12 [層 11 不 (40) Ⅲ面 :日縁ヨコナデ 内面 1日縁ヨヨナデ、体部ヘラミガキ

5 と層 6 非ロクロ土師器 訂郭 Ⅲ面 :ヘ ラミガキ 内面 :ヘ ラミガキ

6 SD‐ 1層 381] 非ロクロ土師器 言郭 (57) 十面 ヘラミガキ、ヘラケズリのちヘラミガキ 内面 :ヘ ラミガキ

7 SD‐ 1層 7 非ロクロ土師器 葺琢 十面 :不明 内面 :ヘ ラミガキ

8 I SD■ 1層 1 非ロクロ土召顧器 笥杯

不

不

輌

輌

ガキ、ヘラケズリのちヘラミガキ、綽部ハケメのちヘラミガキ

ガキ、脚部ナデ

9 1層 非ロクロ土師器 罰杯 rt・面 :ヘ ラ ガ キ 内面 :ヘ ラミガキ

7 1層 8 非ロクロ土師器 葺杯 外面 :ヘ ラ ガキ 内面 ヘラミガキ

,つ 1層 11 非ロクロ土師器 専杯 米面 ヘ ラ ガキ 内面 不明

D望 SD■ 1層 5 非ロクロ土師器 専杯 (lZ6)
ガキ、ヘラケズリのちヘラミガキ、脚部ハケメのちヘラミガ

ガキ、脚部ナデ

13 SD■ 非ロクロ土師器 こまたは鉢 朴面 :ヘ ラケズリ 内面 :ナ デ

第72図  出土遺物



体部の境に段がついて体部から回縁部にかけて軽 く外反するもの (C-7・ 8)がある。C-9は C-7・ 8に比

べて内面調整が荒いので脚部として復元したが、前者と似た形態を呈しているので、杯部の可能性もある。

2)土 坑

SKl土坑 調査区中央の北壁付近で検出され、調査区の北側にのびる。重複はない。平面形は円形ないし楕円形

を呈 し、東西長軸72cm。 南北検出部軸長62cmを測る。断面形は不整な舟底形で東側が深 くなっている。深さは

25cmほ どである。堆積土は褐色の砂質シル ト1層である。遺物は土師器の細片が1点 出土しているだけである。

SK2土坑 拡張部の東部で検出された。SD l溝跡を切る。三日月形に湾曲した土坑で、長軸110cm。 短軸56cmを

測る。深さは 3～ 8cmと 浅 く底面には凹凸がある。堆積土は黄褐色のシル ト1層で、にぶい黄褐色土のブロック

を含む。出土遺物はない。

SK3土坑 拡張部の東壁で検出され、東部は調査区の外にのびる。SD l溝跡を切る。検出部の状況から平面形は

形を呈するものと考えられる。検出部の南北径は110cmを測る。断面形は逆台形で、深さは106cmで ある。堆積土

は 5層 に分けられ、上部 3層 は人為的堆積土層、下部 2層 は自然堆積土層と観察される。出土遺物はない。

3)ピ ッ ト

Pl 平面形は直径14cmの 円形で、深さ 6cm。 堆積土はにぶい黄褐色土のプロックを含む暗褐色砂質シル ト。

P2 平面形は長軸52cm。 短軸32cmの精円形で深さ30cm。 堆積土はにぶい黄褐色土を含む暗褐色砂質シル ト。

P3 平面形は直径22cmの 円形で、深さ14cm。 堆積土は暗褐色上のブロックを含む掲色粘土質シル ト。

6 ま とめ

①今回の調査地点は、耕作等による撹乱が浅く、溝跡1条と土坑3基・ピット3個の遺構が検出された。

②SD l溝跡の1層から出土した土師器は、その形態的特長から仙台市鴻ノ巣遺跡第7次発掘調査報告書の出土

土器の分類ではⅡ期前後に相当し、南小泉遺跡第26次調査S15竪穴住居跡とほぼ同期の 5世紀後半ころと考え

られる。他の土坑やピットの年代は、時期を推定できる遺物がなく、所属時期は不明である。

<参考文献>

仙台市教育委員会 (2004):「鴻ノ巣遺跡第 7次発掘調査報告書」仙台市文化財調査報告書第280集

土師器  高邦  C-3
土師器  高イ  C-1

層

層

Ｄ

Ｄ

(第 72図 6)       3 土師器  高郭  C-l SD l l層 (第 72図 12)

(第 72図 8)

図版35 南小泉遺跡第45次調査出土遺物
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1 遺構検出状況 (西から) 2 SDl溝跡遺物出上状況 1(東から)

4 SDl溝跡堆積土断面SDl溝跡遺物出土状況 2(南西から)

7 SK 3土坑 (西から)                8

図版36 南小泉遺跡第45次調査の状況

5 SKl=上坑 (南から) 6 SK2土坑 (南東から)

8 遺構完掘状況 (西から)
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宅地造成に伴うガス・上下水道等施設設置工事

仙台市教育委員会

仙台市教育局生涯学習部文化財課調査係

主査 工藤哲司  文化財教諭 赤岡光騎

トマネージメント有限会社代表取締役 飯塚淑美氏よ

1日 調査要項

遺  跡  名

調 査 地 点

調 査 期 間

調査対象面積

調 査 面 積

調 査 原 因

調 査 主 体

調 査 担 当

担 当 職 員

2H調査に至る経遇と調査方法

本調査は、平成17年 11月 7日 付で地権者 ミハル・エステー

リ、宅地造成に伴うガス・上下水道等施設設置工事の発

掘届が提出されたため行われた。

調査は、管路敷設予定地のうち、北側のコンクリー ト

片等の入った撹乱が及んでいる部分を除いて、東西1.5

m× 南北24.5mの トレンチを設定し、重機により盛土及

び I～ Ⅱ層 (深 さ約60cm)を 除去 し、Ⅲ層上面を人力

で精査した。

溝跡が検出されたため、調査区西半の下水管埋設によ

る削平の可能性のある部分 (幅約60cm)を 掘 り下げて

調査を行った。

3日 遺跡の位置と環境

遺跡の環境については、第44次発掘調査報告書を参照

されたい。今回の調査地点は、遺跡の南西部にあたり、

標高は12.3mで ある。

4日 基本層序

約20cmの 盛土層の下に大別 3層・細別 4層 を確認 し

た。 I層 は近年の畑耕作土で、上部約25cmの Ia層 と下

部約25cmの Ib層 に分けられる。 Ia層 は褐色の粘土質

シル ト層である。 Ib層 は褐色のシル ト質粘土層で、炭

化物、土器片、黄褐色土プロック、にぶい黄褐色土ブロ

ックを含んでいる。 Ⅱ層は層厚約 5cmの褐色のシル ト



質粘土層で、酸化鉄集積層である。もとは基本層Ⅲ層であると考えられる。Ⅲ層は黄褐色のシルト質粘土層で、地

山である。

5日 発見遺構 と出土遺物

検出された遺構は、溝跡 2条である。

1)溝跡

SDl清跡 調査区北側に、調査区を東西方向に横切って検出された。SD 2を 切

っている。検出部の幅は上端で約50cm、 断面形は浅いU字形で、深さは約20cm

である。堆積土は 2層 に分けられる。 1層から国分寺下層式と見られる非ロクロ

土師器必 (C-1)の ほか、非ロクロ土師器片 1点、須恵器片 2点が出土してい

る。

SD2清跡 調査区南側から縦に、中心軸はやや北東寄 りに傾いて検出された。

東側は調査区外に延びている。検出部の上面幅は断面実測位置で約75cm・ 底面

幅は約25cmほ どである。壁はゆるやかに立ち上がってお り、本来の幅は少なく

ともlm以上あると推定される。堆積土は 5層 に分けられ、粗砂、炭化物、土器

片、焼土を含んでいる。調査区南端から約7mの地点で壁が立ち上がっているこ

とから、溝跡は東方向に折れて調査区外に延びていると推定される。遺物は堆積

± 3層 を中心として、郭 7個体分、高杯 1個体分、鉢 3個体分、甑 1個体分のそ

れぞれ非ロクロ土師器片のほか、鉄製品 (刃子)1点が出土している。他に、図

化できない非ロクロ土師器片が大小合わせて40点以上、須恵器片が 3点出土して

いる。C-2は、内外面が摩滅しており調整は不明である。浅力で底部が平底気

味の郭である。C-3は体部外面の中央部に沈線を有するイで、内面に対応する

段等はみられない。九味をもつ体部から、そのまま内弯気味に立ち上がり、沈線

を境として上下に傾きの変化はない。調整は、内外面ともにヘラミガキである。

C-4は、平底風の丸底の必で、底部から九味を持って立ち上がり、口縁部がわ

ずかに外反している。外面は、日縁部～体部上半がヨヨナデ、体部下半がナデ、

底部に近い部分がヘラケズリで、内面はヘラナデのちヘラミガキ・黒色処理であ

る。C-10は、体部外面の中央部に段を有する丸底風の平底の郭で、段の上は内

0                     5m

第74図 遺構平面図
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第75図 SDl溝跡出土遺物
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番号

出 土 地 点 分 類 法 蛋 特  徴  備  考
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 取上No 種 別 器種 器高 長 日径 叫 本部各 厚 (調整 素材 産地 時期 分類 )

1 う1 SD■ 上師器 T/ 内外面 ヘラミガキ
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岬
油

Ｎ

番号

出 土 地 占
【

分 類 法 量 特  徴  備  考
写真図版

番号 基本層 遺穂名 遺構層 取上No 種 別 器種 器高 長 日径 幅 底径 (調整・素材 産地・「f期 ・分類 ,

1 C-2 】D-2 土師器 不 (29) (110) 内外面 摩減

2 C-3 SD-2 土師器 邸 (160, 内外面 ヘラ ミガキ ロ縁部 と体部の境 に沈線 39-1

3 C-4 】D-2 土師器 塔 5` コナデ、ナデ ヘラケズリ 内面 :ヘ デのちヘラミガキ 具色処理 39-2

4 C-10 SD-2 土師器 郭 外 面 ヨコナデ ヘラケズリ 内面 :ヘ ラミガキ 黒色処理 39-3

5 C― H SD-2 土師器 邪 (39) (148) 外 面 ヨコナデ・ナデ 内面 :ヘ ラミガキ、黒色処理 39-6

6 C-12 5D-2 上師器 琢 (34) (150) 界面 :ヨ コナデ、ヘラケズリ 内面 :ヘ ラミガキ、黒色処理 39-4

C-13 SD-2 土師器 邦 琳面 :ヨ ヨナデ、ヘラケズリ 内面 :ナ デ ? 関東系 ? 39-5

8 C-6 SD-2 土師器 鉢 (102) (134) 外面 :ヨ コナデ ヘラナデ ナデ 内面 :ヘ ラナデ 黒色処理 39-12

9 C-5 SD-2 土師器 葛郷 外面 :ハ ケメのちヘラミガキ,ヨ コナデ 内面 :ヘ ラナデ 黒色処理

C-8 SD-2 上師器 甑 外面 :ナデ  内面 :ヨ ヨナデ、ヘラ ミガキ 39-7

11 C-9 SD-2 上師器 鉢 (127) 外面 :ヨ コナデ、ハケメ 内面 :ヨ コナデ、ヘラナデ 39-8

12 C-7 SD-2 土師器 鉢 129 外面 iヨ コナデ ヘラミガキ 内面 Iヨ ヨナデ、ヘラナデ、ヘラミガキ 39-9

13 N-1 SD-2 鉄製品 刃子 (106) 39-11

第76図 SD2溝跡出土遺物実測図
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第77図 遺構断面図

弯気味に立ち上がる。内面に対応する段等は見られない。調整は、段の上がヨヨナデ、下がヘラケズリで、内面は

ヘラミガキ・黒色処理である。C-11は 、体部外面の中央部に段を有する九底風の平底の郭で、底部から丸味を持

って立ち上がり、段の上はほぼ直線的に外傾して立ち上がる。調整は、段の上がヨヨナデ、下がナデ、内面はヘラ

ミガキ・黒色処理である。C-12は 、丸底風の平底の郭で、体部から内弯気味に立ち上がっている。調整は、外面

の回縁部はヨコナデ、体部～底部はヘラケズリで、内面はヘラミガキ・黒色処理である。C-13は、体部から内弯

気味に丸味を持って立ち上がる郭である。調整は、外面の口縁部はヨコナデ、体部はヘラケズリ、内面はナデと考

えられる。小片ではあるが、他の郭とは調整が異なっており、関東系土師器である可能性も考えられる。C-5は、

高郭の脚部である。中空で、ほぼ円筒形に立ち上がっている。調整は、外面がハケメのちヘラミガキ、底部に近い

部分はヨコナデで、内面はヘラナデ・黒色処理である。C-6は、体郡下半は九味を持って立ち上がり、中央部か

らは直線的に内弯気味に外傾し、日縁部はわずかに外反している鉢である。調整は、外面の日縁部～体部上部はヨ

ヨナデ、体部中央部～下半はヘラナデ・ナデで、内面はヘラナデ 。黒色処理である。C-7は、底部から九味を持

って立ち上が り、中央部からは直線的にやや外傾して立ち上がり、日縁部はわずかに内反している。調整は、外面

の日縁部はヨヨナデ、体部はヘラミガキ、内面は上半の一部にヘラナデが残るが全体にヘラミガキである。C-9
は体部からほぼ直線的に外傾して立ち上がり、日縁部がわずかに外反している鉢である。調整は、日縁部が内外面

ともにヨコナデ、体部外面がハケメ、内面がヘラナデである。C-8は、体部が長く伸びる長胴形の甑で、日縁部

は小さく外反している。調整は、日縁部が内外面ともにヨヨナデ、体部外面はナデ、内面はヘラミガキである。他

に、残存長10.6cmを 測る刃子が 1点出土している。これらの出土品は、その多 くに仙台市中田南遺跡出土品の分類

(太田 :1994)に よる第Ⅲ群土器に類例が見られる。Ⅲ群土器は、「土師器編年の栗囲式の後半から国分寺下層式の

前半にかけての段階にあたる、年代としては 7世紀末～ 8世紀前半 (古墳時代末期～奈良時代前半)に相当する」

ｙト
B

117m引

基

土層lft 土    色 土質 備 考

盤 土 山砂及び礫混 じりの暗褐色土

Ia 10YR4/4 褐色 佑i質シルト 畑耕作土上部

10YRυ 4 褐色 ンル照 油土
炭化物、土器片、黄褐色プロック、にぶい黄褐色

土ブロックを含む

Ⅱ 75YR4/6 褐色 シルト質粘土 酸化鉄集積層 もとは基本層Ⅲ層

Ⅱ 10YR5/6 責褐色 ンルト留括土 地 山

上層hlo 土    色 土 賀 備 考

10YR3/4 暗褐色 シルト質粘土

2 101rR3/2 黒褐色 シルト質粘土 褐色上 を霜降 り状に含む

1 ЮYR5/4 にぶい責褐色 ルト質粘土 マンガン粒をわずかに含む。炭化物をわずかに含む

2 10YR4/4 褐色 シルト質粘土 IB砂 を多 く含む。土器片 炭化物を含む

3 10YR4/2 灰黄禍色 焼土・灰を多量に含む。しまりなし。土器片を多畳に含む

4 75YR3ん 暗褐色 暁上 を多 く含む。

5 10YR4/6 褐色 ンルト質粘上 r■砂 を多 く含む。灰化物、土器片を含む

6 75YR3/4 暗褐色 シルト質粘土 炭化物片を多量に含む。土器片を含む
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(太田 :同 )と 考えられている。本調査区から出土した土師器の時期についても同様に、 7世紀末～ 8世紀前半と

位置づけておきたい。遺構の年代についても、他の時代の遺物が出土しておらず、ほぼ同じ形式の土師器が相当数

まとまって出土していることから、遺物の年代にあたる 7世紀末～ 8世紀前半に相当すると考えられる。

6.ま とめ

①本調査区は、南小泉遺跡の南西部に位置する。

②現地表下約60cmの基本層Ⅲ層上面から溝跡2条 (SD l・ SD 2)が発見された。

③SD l溝跡は、切り合いからSD 2よ りは新しいが、堆積土からの出土遺物が数点あるのみで、詳細な時期は不

明である。

④SD 2溝跡は、まとまった出土遺物から、古墳時代末期～奈良時代前半のものと推定される。

<参考・引用文献>

佐藤 洋 (1987)『六反田遺跡Ⅲ』 仙台市文化財調査報告書第102集

渡部 紀 (1988)『下ノ内浦遺跡』 仙台市文化財調査報告書第115集

中富 洋 (1991)『 山口遺跡 第 9次・10次発掘調査報告書』 仙台市文化財調査報告書第151集

太田昭夫 (1994)『仙台市 中田南遺跡』 仙台市文化財調査報告書第182集

小川淳一 高橋綾子 (2000)『王ノ壇遺跡』 仙台市文化財調査報告書第249集

佐藤敏幸 。益子剛・菅原優子 (2001)『赤井遺跡 I』  矢本町文化財調査報告書第14集

村田晃一ほか (2005)『東北古代土器集成―古墳後期～奈良・集落編―』 東北古代土器研究会 宮城・福島支部
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l SDl溝跡・完掘状況 (北 より)

2 SDl溝跡断面 (東 より)

3 SD 2溝跡検出状況 (南東より)

図版37 調査状況 1
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4 SD 2溝跡土器出土状況 (東 より)

5 SD2溝跡断面 (南 より)

6 完掘全景 (南 より)

図版38 調査状況 2
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図版39 南小泉遺跡第46次調査出土遺物



XIV 南小泉遺跡第47次発掘調査報告書

1 調査要頂

遺  跡  名  南小泉遺跡 (宮城県遺跡番号01021)

調 査 地 点  仙台市若林区遠見塚 1丁 目37-1

調 査 期 間  平成17年 12月 13日 ～12月 15日

調査対象面積  64∬

調 査 面 積  32だ

調 査 原 因  個人住宅建築

調 査 主 体  仙台市教育委員会

調 査 担 当  仙台市教育局生涯学習部文化財課調査係

担 当 職 員  主査 工藤哲司  文化財教諭 赤岡光騎

2 調査に至る経過と調査方法

本調査は、平成17年 12月 2日 付けで、地権者阿部順二氏より、柱状土

壊改良の基礎工法による住宅建築に伴う発掘届が提出されたので、確認

調査を実施 し、そのうえで必要な場合は本調査を実施する旨を回答した。

確認調査は、平成17年 12月 13日 に実施した。建物予定地に 3m× 8mの

トレンチを設定 して調査を行なったところ、掘立柱建物跡 と竪穴住居跡

または土坑が検出されたので、一部調査区を拡張 し、引き続 き本調査を

実施した。

3 遺跡の位置と環境

遺跡の位置と環境は、第� 章南小泉遺跡第44次発掘調査報告の記載の

とお りである。今回の調査地点は、南小泉遺跡の中央南部にあたり、周

辺では古墳時代や古代の竪穴住居跡、中世の屋敷跡等の遺構が検出され

ている。

4 基本層序

現表土 I層は厚さが約100cmあ り、 3層 に細分される。 Ia層 は厚さ約20cmの暗褐色の粘土質シル ト層で、現在

の畑耕作上である。 Ib層 は厚さ約40cmの明黄褐色の山砂による盛土層で、褐色粘土のブロックを含む。 Ic層 は

厚さ約40cmの 暗褐色の粘土質シル トで、盛土以前の耕作土層である。Ⅱ層は明黄褐色のシル ト層で、砂を多 く含

む。層厚は50cm前後である。Ⅲ層は明黄褐色の砂層である。Ⅱ層上面で遺構が検出されている。

5 発見遺構と出土遺物

Ⅱ層で、掘立柱建物跡3棟、土坑2基、ピット3個が検出された。

1)掘立柱建物跡

SBl掘立柱建物跡 【位置・重複】調査区東部で5個の柱穴が検出された。建物の北部は調査区の北側にのび

市道

第78図 調査区配置図
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土   色 土 賀 備 考

1 ЮYR3た 暗褐色 シルト質粘土 SB 3-P 柱痕跡

2 10YR3/4 暗褐色 粘土資シルト SB 3-P 掘り方 褐色土粒をわずかに含む
3 10YR4/4 褐色 IIh土質シルト 能 1-P 掘 り方 暗褐色土 明黄褐色土を含む

4 10YRν 6 黄褐色 シルト SBユ ーP 掘 り方 暗褐色上 を縞状に含む

SBl― P5
曽No 土   色 土 質 備 考

1 10YRν 4 暗褐色 シルト質粘土 露褐色粒 をわずかに含む

2 10YRク 4 褐色 店土資シルト 悟褐色上 。明黄褐色上のプロックを多畳 に含 む

SB 2-Pl
曽No 土   色 上質 備 考

1 10YR3々  暗褐色 ンルト質粘土
=痕

跡 底部ににぶい黄褐色上を含む

2 10YR3/4 暗掲色 糊り万 炭化物・土器片を含む
3 10YR3/4 暗褐色 シルト質粘土 屈り方 褐色上のプロックを多量に含む

10YR3/4 階褐色 シルト質粘土 羅り方 褐色上のブロックを含む

SB 3-P2柱 痕跡 下部に黄褐色上のプロックを含む

誂 3-P2掘 り方 褐色土粒 を多 く含む

SBユ ーP2掘 り方 褐色土粒を部分的に含む
饂 1-P2掘 り方 暗褐色土のプロックを多く含む

黄褐色上のプロックを

膏No 土   色 土 質 備 考

1 10YR3/4 暗褐色 露褐色上のプロックを含む

2 10YR5お 黄褐色 シルト質粘土 懸褐色上のプロックを多量に霜降り状に含む
3 ЮYR6/6 明責褐色 省土質シルト 暗褐色上のプロックを含む。下部に砂を含む

褐色土粒 を霜降 り状に含む

にぶい黄褐色土をわ

掲色上のブロックを多量に含む― P

層No 土    色 土 質 備 考

1 10YR3/4 暗褐色 シルト質粘土 下部に黄褐色上のプロックを含む

2 10YR3々  暗褐色 シルト質拙土 掲色土粒 をわずかに含む

3 10YR5/6 責褐色 古土質シルト 暗褐色上のブロックをわずかに斑状に含む

第80図 遺構断面図
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ている。SB 3掘立柱建物跡に西列を切られている。【規模 。配置・方向】検出部の規模は、東西2間約420cm、 南

北2間以上で、検出部の柱間寸法は東列約180cm、 西列は180cm前後と推定される。方向はN一 n° 一Wでぁる。

【柱穴・柱痕跡】柱穴は隅丸長方形を基調とし、長軸が80～ 100cm・ 短軸が61～ 71cmを 測る。検出面からの深さは

44～63cmで ある。柱穴の方向は、東西両列は南北方向に長軸を置き、南列の中央は長軸を東西方向に配置する。

柱痕跡は底面で確認されたものを含めて3個検出されている。柱痕跡は円形で、直径は15～ 18cmを測る。【堆積土】

掘り方の堆積土は、Ⅱ層起源の明黄褐色土を基調としているが、P2・ P4柱穴の上部には責褐色土粒をわずかに

含む暗褐色のシルト質粘土が厚く堆積している。このことから、掘立柱建物の建築当時の地表面に暗褐色土層が存

在したことが推定される。【出土遺物】堆積土中から土師器片・須恵器片・鉄津片が少量出土している。土師器の

中にはロクロ使用のものが含まれている。

SB2掘立柱建物跡  【位置・重複】調査区西部で 2個の柱穴が検出された。 2個のうち調査区南西の1個 は、プ

ランを確認しただけである。検出部分では他の遺構と重複はない。建物は調査区の南西側にのびていると考えられ

る。【規模・配置 。方向】検出部の規模は、東西 1間以上、南北 1間以上である。P2を調査していないので柱間

寸法は不明であるが、柱穴の大きさと距離から180cm前 後と推定される。方向はN-11° 一W前後と推定される。

【柱穴 。柱痕跡】柱穴は隅丸長方形を基調とする。Plで長軸が83cm・ 短軸が52cmを測る。検出面からの深さは

60cmである。柱痕跡は直径13cmの 円形で、柱穴の底面は2cmほ ど窪んでいる。【堆積土】掘り方の堆積土は、明

黄褐色土のブロックを含む暗褐色土を基調としている。【出土遺物】遺物は、掘り方堆積土中から土師器片・須恵

器片が少数出土している。

SB 3掘立柱建物跡  【位置・重複】調査区中央部でSB l掘立柱建物跡の西側柱列の柱穴を切る2個の柱穴が検出

された。当初SBl掘立柱建物跡の建て替えと考えられたが、SB lの西側柱列以外の 3個の柱穴では新しい時期

の柱穴が検出されなかったので別の建物と判断した。【規模・配置・方向】検出部は、南北 1間分で、南北両方に

のびているものと考えられる。検出部の柱間寸法は170cmで ある。方向はN-10° 一W前後と推定される。【柱

穴・柱痕跡】柱穴は隅九方形を基調とする。Plが東西46cm。 南北48cmを測る。P2が東西約45cm前後・南北

49cmを測る。検出面からの深さは57～ 66cmで、SB l掘 立柱建物跡の柱穴より10～20cm深 く掘られている。柱痕

跡は直径13cmの 円形である。【堆積土】掘り方の堆積土は、暗褐色土を基調としている。【出土遺物】遺物は、掘

り方から土師器片・須恵器片が数点出土している。

2)土 坑

SKl土坑 調査区北西角で検出された。西及び北方向にのびる。SK 2土坑を切る。平面形は検出部で方形ないし

長方形を呈し、検出部の東西軸長212cm。 南北軸長132cmを測る。断面形は浅いU字形を呈し、深さは16cmほ どで

ある。堆積土は暗褐色のシルト質粘± 1層である。遺物は土師器の細片が出土している。

SK2土坑 調査区の西部で検出された。北側は調査区外にのびる。SK l土坑に西辺の一部を切られる。平面形は

長方形を呈し、溝状にのびる。検出部の南北長軸251cm・ 東西幅162cmを測る。断面形は浅い舟底形を呈し、深さ

は30cmほ どである。堆積土は大別2層、細別 4層に分けられる。遺物は2層から土師器片が出上している。

6 ま とめ

①本調査区は、南小泉遺跡の中央南部に位置する。

②掘立柱建物跡3棟と土坑2基などの遺構が検出された。掘立柱建物跡は、時期を決定できる資料はないが、S

Bl掘立柱建物跡の掘 り方からのロクロ使用の土師器片が出土していることから、平安時代の遺構と考えられ

る。他の建物跡も柱穴の形状等から平安時代に属するものと推定される。



1 遺構検出状況 (西から)

2 北壁東部上層断面 (南から)

3 SBl掘立柱建物跡検出状況
(】ヒ西から)

図版40 遺構検出状況



SBl――P2 ・SB 3-― Pl断面 (西から)

5 SBl――P4凶面罰 (;巧から)
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ヤ獨

4 SBl― P3断面 (西 から)

SBl― P5断面 (西 から)

8 SBl掘立柱建物跡完掘全景 (南東から)

掘立柱建物跡

イ r.I  ) れ イィ'      1卜    '
5底面検出柱痕跡 (西から)

図版41 SBl

l SBl― Pl・ SB 3-P2断面 (西 から) 2 SBl― Pl・ SB3-P2底 面 (東 から)



l  SB2-― Pl断面 (南力心ら) 2 SB2-P2検 出状況 (北西から)

3 SKl土坑 (南東から) 4 SK2土坑 (南から)

5 完掘全景 (西より)

図版42 SB2掘立桂建物跡土坑全景



袋前遺跡第 2次発掘調査報告書

1 調査要項

遺  跡  名  袋前遺跡 (宮城県遺跡番号01439)

調 査 地 点  仙台市太白区大野田字袋前23の一部

調 査 期 間  平成17年 9月 26日

調査対象面積  61だ

調 査 面 積  10だ

調 査 原 因  柱状土壌改良を伴う個人住宅建築

調 査 主 体  仙台市教育委員会

調 査 担 当  仙台市教育局生涯学習部文化財課調査係

担 当 職 員  主査 工藤哲司  文化財教諭 赤岡光騎

2 調査に至る経過と調査方法

本調査は、平成16年 9月 5日付けで、相澤武雄氏より、深さ4mの柱状土壌改良を伴う個人住宅建築の発掘届が

提出されたので、確認調査を実施し、そのうえで必要な場合は本調査を実施する旨を回答した。確認調査は、平成

17年 9月 26日 に実施した。建築予定地に東西7.5m。 南北 4mの トレンチを設定して調査を行なったところ、盛土

と表土層が合わせて1.5mの深さがあったので、実質の調査区は東西 5m。 南北 2mの範囲となった。Ⅳ層上面で

遺構が検出されたため、引き続き本調査を実施した。

なお、袋前遺跡の調査次数については、平成10年度から継続して行われている富沢駅周辺土地区画整理事業に伴

う一連の発掘調査を第1次調査とし、本調査を第 2次調査とした。

3 遺跡の位置と環境

袋前遺跡は、仙台市の南部の郡山低地と呼ばれる地域にあり、南を名取川・北西から南東を広瀬川・北東から南

西を大年寺丘陵に囲まれている。遺跡の近くは名取川の支流の一つである焦川が流れ、この河川が複雑な微地形を

形成している。特に大野田周辺の自然堤防は、古い時代に形成され、縄文時代以来多 くの遺跡が密に存在している。

調査区付近の標高は10m前後である。

富沢遺跡では、地表から約 5m下層から旧石器時代の焚き火跡や石器製作に関係する生活跡と森林が発見されて

いる。縄文時代は、早期には下ノ内遺跡で竪穴住居跡・落とし穴、中期には六反田遺跡・下ノ内遺跡で竪穴住居跡、

後期には六反田遺跡で竪穴住居跡、大野田遺跡で環状配石遺構、下ノ内浦遺跡で配石墓が発見され、この辺りの自

然堤防上では縄文時代早期以来、活発な人間活動が行われたことが窺われる。弥生時代には自然堤防上の下ノ内遺

跡や下ノ内浦遺跡では後期の竪穴遺構や土娠墓・重構が、後背湿地の富沢遺跡では中期から後期の水田跡が重層的

に発見されている。古墳時代は、各遺跡に前期から後期の竪穴住居跡が散在しており、大野田古墳群では中期末か

ら後期の前方後円墳や円墳があるほか、石棺墓・木柏墓なども発見されている。奈良・平安時代には、各遺跡で竪

穴住居跡や掘立柱建物跡が検出されている。また、袋前遺跡 。大野田古墳群・六反田遺跡に跨って溝で囲まれた方

形区画の中に大型の柱穴の建物群が存在することが明らかになってきた (平成16年度宮城県遺跡調査成果発表要

旨 。宮城県考古学会)。 中世には王ノ壇遺跡に堀に囲まれた大規模な屋敷が形成され、多数の掘立柱建物跡のほか

井戸跡・塚墓 。火葬墓・土媛墓などがあり、近くには道路遺構も発見されている。



遺 跡 名 奄E牙 J 時代と主な遺構
1 疑前 遺 跡 集 落 目 「墳 :壁穴 仁 居 切 、百 代 :掘立柱 建 物 跡・ 畑 跡

2 山口遺跡 集落 。水田跡
防
地

堤
湿

然
背

自
後

隠更 :早別土坑・中期逃設土器、弥生後期水田跡、古代 :竪穴住居跡、中世 :掘立柱建物跡・井戸
亦

3 菖沢 遺 朋 変青 湿 地 Hね希 :父 さ人 明 、縄 更 :早期 洛 し穴 、 弥 生 ～ 近 世 水 田跡 、 中世 :屋敷 跡 、 近 世 :真跡

4 下ノ内浦遺跡 集落・畑跡 自然堤防
縄文 :早期竪穴住居跡・落し穴・後期配石遺構 (墓跡)、 弥生 :後期竪穴遺
世 :掘立柱建物跡

5 下 ノ 肉 悟 訴 集 落 健文 :中期 竪 穴 住 居 跡 、 弥 生 :後期 土 坑 、 古 増 :零欠住 居 跡 、 古 代 :撃丈件 屏 跡

疑粟 遺 雰 散布 地

べ反 田道 邸 果落 ・墳 墓 自然 リ :甲 翔 ・ 後 剰 竪 穴 仁 居 跡 、 盲 代 :壁穴 住 居 跡

大野田古墳群
飛治 ・ El項・

硼跡
自然堤防

Ｘ
世

縄
中

後別包含層、百墳 :中～後期前万後円墳・円墳、古代 :掘立柱建物跡・竪穴住居跡・畑跡、
ピット列

元袋 遺 跡 目然尭 防 弥生 :本田跡、古代 :竪穴住居跡・掘立桂建物跡、中世 :堀跡

大野田遺跡 集落
日 /W建 |力 ・

後背湿地
縄文 :後期環状集石群・掘立柱建物跡・土坑、古墳 :竪穴住居跡、古代 :竪穴住居跡・畑跡

1ユ 王ノ壇遺跡
果 治 ・ 屋 敷 ・

道路
日 露Wこ 1カ ・

後背湿地
縄文 :後期壁穴遺樗・埋設土器・土坑・古代 :畑跡、中世 :屋敷跡 (掘 立柱建物跡・塚墓・火葬
墓 。土墳墓・井戸)

演 杯 布 地 自然堤 防

第31図 調査区の位置と周辺の遺跡 (1/5000)

第32図 調査区配置図弟 0こ 四  F」 nu亘 区 日E鳳 凶

第33図 遺構平面図

4 基本層序

盛 土 山砂・砕石・残土による盛土層。層厚約140cm。

la層  7.5YR3/2オ リーブ黒色の粘土層。層厚約20cm。 酸化鉄を斑状に含む。旧水田耕作土層。

lb層  2.5YR4/3オ リーブ褐色の粘土層。層厚 5～10cmo l a層 水田の床土の酸化鉄集積層。
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‖a層  10YR3/3暗褐色のシル ト質粘土

層。層厚約 5cm。

Wa層  10YR4/3に ぶい黄褐色のシル ト質

粘土層。層厚約 5cm。 酸化鉄を多

量に含む。

1lI 層 10YR4/2灰 黄褐色のシル ト質粘土

層。層厚 5～ 10cm。 マンガン粒を

まばらに含む。

Ⅳ 層 10YR4/3に ぶい黄褐色のシル ト質

粘土層。層厚約10cm。 マンガン粒

をわずかに含む。褐色土粒を含む。

V 層 10YR4/4褐 色のシル ト質粘土層。

この層は数十cmあ り細分も可能で

あるが、基本的には無遺物層で、遺

構も検出されていない①

調査区の西半部は、 Ia層からV層の上部に及ぶ撹乱を受け、遺構は残存していなかった。

5 発見遺構 と出土遺物

Ⅳ層上面で、溝跡 1条 と小溝状遺構 1条・ピット2個が検出された。

1)清 跡

SDl溝跡 調査区の中央を南北に横断する。上面幅90～ 95cm。 底面幅65～ 70cm。 深さは35cm前後で断面形はU

字形を呈するが、上部は広がっている。堆積土は3層 に分けられる。 1層は褐色土のブロックを多く含む暗褐色の

シルト質粘土、 2層 は暗褐色のシルト質粘土、 3層 は壁面からの崩落土を含む暗褐色土ないしにぶい黄褐色上であ

る。遺物は鉄津が1点出土しているだけである。

2)小 溝状遺構

SD l溝跡の東側で 1条が検出された。上面で幅20～ 30cm・ 底面幅 6～ 12cm・ 深さは20cm前後で断面形は舟底

形を呈する。方向は、SD l溝跡よりも北側が西に振れている。堆積土は上下2層 に分けられる。 1層 は暗褐色の

シルト質粘土で、 2層 は褐色土のブロックを含む黒褐色のシルト質粘土である。出土遺物はない。

この遺構は、周辺で検出されている小溝状遺構群と規模・堆積状況が類似していることから畑に関係する遺構と

考えられる。

6 ま とめ

①今回の調査地点では、Ⅳ層上面で、溝跡1条 と小溝状遺構 1条 などの遺構が検出された。

②SD l溝跡は、袋前遺跡周辺で検出されている方形区画溝とその内部で検出されている建物の方向とほぼ一致

している。

③Ⅳ層で検出された遺構については、出土した遺物によって年代を特定できないが、富沢駅周辺土地区画整理事

業にともなう周辺部での調査で、古墳時代から平安時代の遺構が多数検出されていることから、この年代の遺

構 と判断される。

シル ト質粘土 褐色上のブロックを多 く含む。

10YRy4 暗褐色

大型のブロック状に含

曽No 土    色 上 質 備 考

1 10YR3/4 暗褐色 シル ト質粘土

10YR3/4 黒褐色 シルト質粘土 褐色上のプロックを含む。

第84図 調査区・遺構断面図



1 遺構検出状況 (東 から)

2 基本層序と遺構断面 (南から)

3 完掘全景 (南西から)

図版43 袋前遺跡の調査状況



1口 調査要項

遺  跡  名

所  在  地

調 査 原 因

調査対象面積

調 査 面 積

調 査 期 間

調 査 主 体

調 査 担 当

担 当 職 員
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富沢遺跡 (宮城県遺跡登録番号01369)

仙台市大白区鹿野三丁目22-1他

共同住宅建築工事

2198.5∬

368雷 (実調査面積246だ )

平成17年 7月 11日 ～11月 8日

1区 :9月 29日 ～11月 8日

2区 :7月 11日 ～ 8月 24日

3区 :8月 22日 ～10月 6日

仙台市教育委員会

仙台市教育局生涯学習部文化財課

主査 佐藤甲二 文化財教諭 三塚博之 浅野克樹

2日 調査 に至 る経緯 と調査方法

平成17年 4月 14日 付けで、有限会社秋保温泉タクシー代表取締役千葉昌幸氏より共同住宅建設に伴う協議書が提

出された。協議により、まず遺跡にかかる部分の確認調査を実施し、遺構が広がることが明らかになった場合は隣

接地の試掘調査を行うこととし、その結果必要な部分の本調査を行うこととした。

調査地点は、富沢遺跡の中央付近の北端部に位置しており、遺跡の拡大も予想された。 5月 17日 ～18日 に建物予

定部分の 3ヶ 所にトレンチを設定して調査を実施し、水田耕作土と見られる土層を検出した。遺跡隣接地の 3区で

も水田耕作土と見られる土層を検出したことから、 6月 27日 にさらに北側で試掘調査を実施し、遺跡が北に広がっ

ていることを確認した。

これを受けて平成17年 7月 11日 より建物予定部分に 3カ 所の調査区を設定し調査を行った。調査区の名称は、南

から「 1区 。2区 。3区」とし、工事との関係で 2区 。3区 。1区の順番で調査を実施した。調査区の面積はそれ

ぞれ 1区 :東西 8m× 南北1lm=88ど、 2区 :東西14m× 南北 8m=112だ 、 3区 :東西14m× 南北12m=168ど で

ある。重機により盛土層を約120cm掘 り下げた後、安全面を考慮して調査区をlmずつ縮小 したため、実際の調査

は 1区54だ 、 2区72∬、 3区 120だ の範囲で実施した。調査は 1層の除去から開始し、本調査区の南西約50mで行

われた第79次調査区、第79次調査区の南で行われた第93次調査区、南東約300mで行われた第104次調査区等の調査

結果をもとに水田跡の検出を層ごとに行った。

測量は、水田跡平面図は1/50平板測量、個別遺構は1/20実測、断面図は1/20実測とした。

写真記録は35mmカ メラでモノクロームとカラースライドで撮影した。実測は必要に応じて随時行った。

3色 遺跡の位置と環境

富沢遺跡は仙台市の南東部に位置し、仙台市太白区長町南 。富沢 。泉崎等に所在する。遺跡は名取川と広瀬川に

よって挟まれた沖積地 (郡山低地)の西側にあり、北西を丘陵、他を自然堤防によって囲まれた後背湿地を中心に

立地している。遺跡の範囲は東西 2km・ 南北 lkmに及び、登録面積は約90haである。この一帯は30年程前までは



主に水田として利用されていたが、現在は土地区画整理事業により盛土がなされており、大部分は住宅地になって

いる。盛土以前の旧地形は北西から南東方向に緩やかに傾斜 していた。現在の標高は 9～ 16mである。

高速鉄道 (仙台市営地下鉄)の建設に伴う試掘及び調査で水田跡の存在が確認され、昭和58年 (1983)に 「富沢

水田遺跡」として登録された。その後居住域等の発見によって昭和62年 (1987)に「富沢遺跡」と改称されている。

平成2年には北東部において遺跡範囲の拡大が行われている。

これまで100次 を超す発掘調査が行われており、弥生時代から近世・現代までの水田跡が重層して検出されてい

る。数地点では弥生時代の水田跡のさらに下層から縄文時代の遺構や遺物が発見されている。また、昭和62年

(1987)～ 63年 (1988)に 実施された第30次調査においては、縄文時代の遺構面の下層から後期旧石器時代の森林

跡と焚火跡等の生活跡が発見され、国内外の注 目を集めた。現在、第30次調査地点には「地底の森 ミュージアム

(正式名称は仙台市富沢遺跡録存館)」 が建築され、遺跡の保存と活用を行っている。その後の調査でも、第30次調

査区周辺の数地点において旧石器時代の樹木群が検出されており、森林跡が富沢遺跡の北部を中心に広範に広がる

ことがわかってきている。

なお、富沢遺跡と山口遺跡の地形・地質および歴史的環境に関しては、富沢遺跡第15次調査報告書 (斎野他 :

1987)、 富沢遺跡第30次調査報告書 (太田他 :1991)に 詳しい記載があるので、それらを参照されたい。

雛 鞠

1台 |ア

爺 ド

O

一Ｔ
．

遺 跡 名 ゐ甍  号U こ  地 時    4モ 立  地 時    代

1 冨沢 遺 跡 己含地、水田跡 陵背 湿 地 日石器、縄文、弥生、古墳、古lt～ 近担 下 ノ 、弥生、百墳、百代、中世
ヨノロ 餌 果語 餌 丘 陵 穐 X、 弥 生 、 百 4モ 主、 百 代

辞A地恒 丘陵斜 血 百墳 下 ノ 恭堤 I 、ぬ生、古増、古代、中引
4 :愛 砲 又 、 山 代 田 自然 堤 防 蘊

5
土手内横穴墓群B地痺 :疫斜 向 自然 堤 防 死、弥生、百噴、百代、近せ

土手 内 窯跡 窯跡 丘 陵 爾 斜 Ll 百 代 目身湧こ1笏 飽 X、 百 4モ

6 西台 窯 跡 窯跡 丘 陵 麓 百 t 目然堤 防 百墳

7 原遺 切 数布 地 丘陵麓 古 十 然堤 防 百墳

8 原粟 道 跡 数布 地 丘陵 麓 弥生 、 古 代 田 B

`拐

磁 数布 地 丘 1愛魔 百項 、 茫「4( 集 然

冨沢上ノ含還

富沢清水遺跡
目身鬱こ1笏 百代 落跡 自然堤 防

J愛麓 穐 X、 山 任 ノ 自然 堤 防 、弥生、百噴、百代、甲世

堀 ノ内遺 跡 目然 ちこI笏 礎 W丁駅 票 遺 餌 果落 跡   1自 然 堤 防 弥生 、 古墳 、 古 代

餓治 屋 敷 A遺跡 案落 跡 自然 堤 防 百 代 技 豚 含地、発磋 1目 2W是 1笏 穐 又 、 弥 生 、 百 噴

目沢 館 跡 残館 跡 自然 堤 防 甲 世 団

'山
遺 豚

“

断、〒尻獅、包含畑 ロワミ堤 1笏 穐 災 、 弥 仁 、 百 項 、 百 依

呆崎 扁 遺 跡 柔落跡、水田跡 自然 尭 防 隠文、弥生、古墳、古代、近型 北 目城 跡 塊鮨昴、呉冷獅、米側昴1目 身代萌訓万 縄又、跡工、占頃、占代、道世

山 口 漬 跡 乗落跡、末F 堤ヽlI、 校背湿到 健文、弥生、古墳、古代、中世 矢 来 遺 跡 散布 地 ]然堤 防 百増 、 百 代

120

第85図 遺跡の位置と同辺の遺跡 (1/25000)
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第86図 開発範囲と調査地点の位置
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第87図 開発範囲と調査区配置図
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第88図 調査区実測図

4.基本層序

土地区画整理事業の際の盛土が100～ 120cmあ り、その下に旧表上の水田耕作土 (I層 )がある。調査区で確認

した基本層は 1区大別27層・細別32層、 2区大別12層・細別15層 、 3区大別26層・細別30層 である。 2区 と3区の

基本層序はほぼ対応している。 1区は 9層 までほぼ対応しているが、10層 以下についてはかなり異なったものとな

っている。対応すると見られる層で比較すると、1区は 2・ 3区に比べ標高が50～ 100cm低 くなっていることから、

地形の違いが堆積状況や土地利用等に影響を与えていると考えられる。

1)1区

1 層 灰オリーブ色粘土。層厚は 0～30cm。 土地区画整理前の現代の水田耕作土である。

2 層 オリーブ黒色粘土。層厚は 5～ 18cm。 下面にゅるやかな乱れが見られる。近世以降の水田耕作土の可能

性がある。

3a層 灰色粘土。 2層水田跡の耕作に伴う掘削によって削平が著しく、調査区の南側でのみ確認した。自然堆積

尼で層厚は 0～ 3cmである。

区
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第39図  1区東壁断面図

b層 黒色粘土。 2層 による撹拌が著しい。自然堆積層で層厚は 0～ 4cmである。

a層  黒褐色粘土。層厚は 2～ 20cm。 灰白色火山灰のプロックを含み、下面に乱れが見 られる。平安時代の水

田耕作土である。

b層 黒色粘土。層厚は 0～ 25cm。 1区でのみ確認した。下層の土を巻き込んでお り、灰白色火山灰降下以前

の水田耕作土と考えられる。

a層 灰オリーブ色粘土。 1区では削平が著 しくほとんど確認することはできなかった。自然堆積層で層厚は 0

～ 5cmである。

b層 黒色粘土。層厚は 0～ 15cm。 植物遺体を含み、下面に乱れが見られる。本田耕作土。なお、5b層 の母材

層 と見られる5c層 は1区 では確認できなかったが、これが後の掘削によるものか、堆積の違いによるものか

は不明である。

層位 土   色 土 質 備 考

1層 75Y72 灰オリーブ色 も土 下面に酸化鉄の層が見 られる。旧水田耕作上。

2層 5Y3/1 オリーブ黒色 七土 下層の上を巻 き込んでいる。近代の水田耕作土。

3a層 10Y6/1 灰 色 七土 調査区の南側でのみ見 られた。

3b層 10YR17/1 黒色 省土

4a層 】5Y3/1 黒褐色 粘土

下面に乱れが見 られる。

灰 白色火山灰のブロックを多量に含む。

平安時代の水田耕作土。

4b層 25Y2/1 黒色 粘土

下層の上を巻 き込んでいる。

灰 白色火山灰のプロックを少量含む。

全体に植物遺体 を含む。

平安時代以前の水田耕作土。

5a層
'Y5/2 

灰オリーブ色 粘土 上の層の影響で残存】夫況は極めて悪ヽ

5b層 10YR17/1 黒色 粘土 全体に植物遺体 を含む。水 田耕作土。

6a層 ,Y3/1 オリーブ黒色 階土 全体に植物遺体 を含む。水田耕作土。

6b層
,Yν2 灰オリーブ色

,Y〃 1 黒色

土

土
調査区の東壁でかすかに確認 した。

7ザ膏 ,Y2/1 黒 色 階土 全体に植物遺体 を含む。

8a層 】5Y4/1 黄灰色 粘土 全体に植物遺体 を含む。水田耕作土。

8b層
J5Y5/3

〕5Y2/1

色褐

色

黄

黒

粘土

粘土
全体に植物遺体を多量に含む。

9層
10YR3/1 黒褐色

10YR17/1 黒色

粘土

粘土
全体に植物遺体を多量に含む。

Ю層
25Y5/3 黄褐色

25Y2/1 黒色 粘土
全体に植物遺体 を多量に含む。

11層 〕5Y71 黄灰色 粘土
全体に植物遺体を含む。一部砂を含む。

弥生時代の水田耕作土。

層位 土    色 土 質 備 考

12層
5Y4/2 灰オリープ色

10YR〃l 黒色

灰

炭

た

泥
全体に植物遺体 を含む。

13層
10YR3/1

25Y72 離］
災

炭

泥

泥
全体に植物遺体を多量に含む。

14層 5Y5/2 灰オリーブ色 砂 調査区北東隅の側溝でのみ確認。

15層 Ｗ
ＯＹＲ３

暗灰責色

黒褐色

炭

炭

泥

泥
全体に植物遺体を多量に含む。

16層
10YRl″1 黒色

10YR2/1 黒色

床

炭

に

泥
全体 に植物遺体 を多量に含む。

17層
25Y72 暗灰黄色

25Y3/1 黒褐色

炭

炭

泥

泥
全体に植物遺体を多量に含む。

18層 10YRl″1 黒色 泥 炭 全体 に植物遺体 を多量に含む。

19層
5Y72 灰オリーブ色

25Y3/1 黒褐色

炭

炭

泥

泥
全体に植物遺体を含む。

20層 25Y2/1 黒 色 泥炭 全体 に植物遺体 を含む。

21層
5Y4/2 灰オリーブ色

25Y3/1 黒掲色

灰

炭

泥

泥
全体 に植物遺体 を含む。

22層 25Y2/1 黒色 泥 炭 全体 に植物遺体 を含む。

23層 5Y3/2 オリーブ黒色 泥 炭

24層
25Y72 暗灰黄色

25Y3/1 黒褐色

炭

炭

泥

泥
全体 に植物遺体 を含む。

25層 10YR2/1 黒色 肥炭 全体 に枢物遺体 を含む。

26層
25Y2/1

25Y3/1 色

色

褐

黒

里
〔

炭

炭

泥

泥
全体 に植物遺体 を含む。

″ 層 ,Yν2 灰オリーブ色 粘 土 25Yν2灰黄色粘土 と互層



6a層 オリーブ黒色粘土。層厚は 0～ 8cm。 植物遺体を含む。水田耕作土。

6b層 灰オリーブ色粘土と黒色粘土の互層。 6a層 の削平が著 しく、調査区の東壁でかすかに確認 したのみであ

る。自然堆積土で層厚は 0～ 5cmである。

7 層 黒色粘土。植物遺体を含む。自然堆積土で層厚は 0～ 7cmである。

8a層 黄灰色粘土。層厚は 2～ 16cm。 植物遺体を含む。弥生時代の水田耕作上の可能性がある。石器が 1点出

土している。

8b層 黄褐色粘土 と黒色粘土の互層。植物遺体を含む。自然堆積土で層厚は 2～16cmである。石器が 2点出土

している。

9 層 黒褐色粘土と黒色粘土の互層。層厚は 2～ 5cm。 植物遺体を含む。

10 層 黄褐色粘土と黒色粘上の互層。層厚は15～ 20cm。 植物遺体を含む。

11 層 責灰色粘土。層厚は 4～ 1lcm。 植物遺体を含む。一部砂を含む。弥生時代の水田耕作土。

12 層 灰オリーブ色泥炭と黒色泥炭の互層。層厚は 3～■cm。 植物遺体を含む。

13 層 黒褐色泥炭 と暗灰責色泥炭の互層。層厚は13～20cm。 植物遺体を含む。

刊4 層 灰オリーブ色砂。層厚 0～ 4cm。 調査区北東の側溝でのみ確認した。確認調査では 1区の東隣の 2ト レ

ンチで確認 した (層厚10cm前後)が、西隣の 1ト レンチでは確認していない。 2区 。3区の10層 に対応す

る層と考えられる。

15 層 暗灰黄色泥災と暗褐色泥炭の互層。層厚15～ 25cm。 植物遺体を含む。

16 層 黒色泥炭。層厚28～ 35cm。 植物遺体を含む。

17 層 暗灰黄色泥炭と暗褐色泥炭の互層。層厚 5～ 12cm。 植物遺体を含む。

13 層 黒色泥炭。層厚18～ 26cm。 植物遺体を含む。

19 層 灰オリーブ色泥災と黒褐色泥汎の互層。層厚 5～ 10cm。 植物遺体を含む。

20 層 黒色泥炭。層厚 9～20cm。 植物遺体を含む。

2刊  層 灰オリーブ色泥炭と黒褐色泥災の互層。層厚 9～ 14cm。 植物遺体を含む。

22 層 黒色泥炭。層厚 8～ 12cm。 植物遺体を含む。

23 層 オリーブ黒色泥炭。層厚 4～ 8cm。 植物遺体を含む。

24 層 暗灰黄色泥炭と黒褐色泥炭の互層。層厚11～ 16cm。 植物遺体を含む。

25 層 黒色泥炭。層厚 5～ 10cm。 植物遺体を含む。

26 層 黒色泥炭と黒掲色泥炭の互層。層厚24～ 38cm。 植物遺体を含む①

27 層 灰オリーブ色粘土。層厚15cm以上。一部に砂を含む。

2)2区

1 層 灰オリーブ色粘土。土地区画整理前の現代の水田耕作土である。 2区では後の削平を受け、ほとんど確認

することができなかった。

2 層 オリーブ黒色粘土。層厚は 0～ 15cm。 下面にゆるやかな乱れが見 られる。近世以降の水田耕作土の可能

J陛がある。

3a層 灰色粘土。層厚は 0～ 8cm。 自然流路部分の堆積土。

3b層 黒色粘土。層厚は 0～ 4cm。 調査区の南半でのみ確認。

4a層 オリーブ黒色粘土。層厚は 2～20cm。 灰白色火山灰のブロックを含み、下面に乱れが見 られる。平安時

代の水田耕作土である。
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層位 土    色 土 質 備 考

1層 75Y4/2 灰オリーブ色 簡土

2層 5Y3/1 オリーブ黒色 簡土 下面 にゆるやかな乱れが見 られる。

aa層 75Y6/1 灰色 粘土 自然流路部分でのみ見 られた。

3b層 ЮYRI″ 1 黒色 粘土

4a層 ユOY3/1 オリーブ黒色 粘 土
下面に乱れが見 られる。灰 自色火山灰のブロックを含む。

平安時代の水田土壌。

5a層 75Y6/2 灰 オリーブ色 シルト質粘土 上の層の影響で残存状況は悪い。

5b層 10YR17/1 黒色 粘 土 下由に言しれが見 られる。植物遺体 を少量含む。

5c層 25Yν2 黒褐色 粘土

6a層 25Y4/1 黄灰色 粘 土 芭物遺体 を含む。

,Y〃 1 黒色 粘 土 芭物遺体 を含む。

8b層 ;Y5/2 灰オリープ色 粘 土
F●物遺体 を含む。

一部 10YR17/1黒 色粘土と互層の部分あ り

9層
;Y2/1 黒色

,Y4/3 暗オリーブ色

二

土

柄

粘 下層 に砂 を含む。

10層 ,Yケ2 灰 オリーブ色 砂
植物遺体 を含む。礫 を含む。

間に5Yク 3暗オリープ粘土質シルトの層を含む。

11層
Ｙ

Ｙ

オリーブ黒色

黒色

炭

炭

泥

泥
植物遺体を含む。

12層 ,Y2/1 黒色 児炭 腫物遺体 を含む。

第90図  2区北壁断面図

5a層 灰オリーブ色シル ト質粘土。層厚は 0～ 5cm。 上層の削平を受け残存状況は悪い。

5b層 黒色粘土。層厚は 0～ 15cm。 下面に乱れが見られる。植物遺体を少量含む。水田耕作土。

5c層 黒褐色粘土 層厚は 0～ 10cm。 2・ 3区で確認した。5b水田層の母材層 と考えられる。

6a層 黄灰色粘土。層厚は 0～ 8cm。 植物遺体を含む。水田耕作土。

7 層 黒色粘土。層厚は 0～ 7cm。 植物遺体を含む。

8b層 灰オリーブ色粘土。層厚は 2～ 16cm。 植物遺体を含む。

9 層 黒色粘土と暗オリーブ色粘土の互層。層厚は 4～ 20cm。 植物遺体を含む。層下部に砂を含む。

10 層 暗オリーブ色砂。層厚は35～60cm。 植物遺体を含む。 2区では、調査区の西側で厚 く礫が堆積 している

部分が見られた。

11 層 オリーブ黒色泥炭と黒色泥炭の互層。層厚は25cm以上。植物遺体を含む。

12 層 黒色泥炭。層厚は 6cm以上。植物遺体を含む。

3)3区

1 層 オリーブ黒色砂質シル ト。層厚は10～23cm。 土地区画整理前の現代の水田耕作上である。

2 層 オリーブ黒色粘土。層厚は 3～ 16cm。 下面にゆるやかな乱れが見 られる。近世以降の水田耕作上の可能

性がある。
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3a層 灰色粘土。層厚は 0～ 5cm。 調査区南半でのみ確認した。

3b層 黒色粘土。層厚は 0～ 6cm。

4a層 オリーブ黒色粘土。層厚は 5～ 25cm。 灰白色火山灰のブロックを含み、下層の土を巻 き込んでいる。平

安時代の水田耕作土。

5a層 灰オリーブ色粘土と黒色粘土の互層。層厚は 0～ 20cm。 調査区南半部では上の層の削平を受け残存状況

は良 くないが、北半部では厚 く堆積 している。

層位 土 色 土質 備 考

1層
5Y3/1 オリープ黒

色

砂質シル

ト

下面に乱れ。酸化鉄の層が見 られる。

旧水日耕作土

2層 5Y3/1 オリープ黒色 粘 土 下面に乱れが見 られる。

3a層 10Y6/1 灰色 粘土 自然流路部分でのみ見 られた。

3b層 ЮYRl″ 1 黒色 粘 土

4a層
10Y3/1 オリーブ黒

色
粘 土

火山灰のプロックを含む。下層の土を巻き込む。

平安時代の水田層。

5a層
猛5Y6/2 灰オリーブ色

10YR1 7/1 黒色 粘土
一部砂の層を含む。

5b層 10YRl″ 1 黒色 粘土 下向に乱れが見 られる。植物遺体 を少量含 むc

5c層 25Y3/1 黒褐色 粘土

6a層 ;Y4/1 灰色 粘 土 壇物遺体を含む。下層の上を巻 き上げている。

6b層
,Yツ2 灰オリーブ色

;Y〃ユ 黒色

土

土

粘

粘

,Y〃 1 黒色 帖土 E物遺体を少量含む。

8b層
;Y4/2 灰オリーブ色

,Y2/1 黒色 粘 土
芭物遺体を多量に含む。

9層
10YR3/1 黒褐色

10YR1 7/1 黒色

粘土

粘土
遭物遺体を多量に含む。

10層
,Y5/2 灰オリーブ色

,Y4/3 暗オリープ色

粗砂

砂
遭物遺体を多量に含む。

H層
,Y4泡  灰オリーブ色

;Y2/1 黒色 泥炭
道物遺体を多量に含む。

層 位 土 色 土質 備 考

12層
10YR3/ 黒褐色

ユOYRl″ 1 黒色

炭

炭

泥

泥
植物遺体 を含む。

13層
,Y5/2 灰オリーブ色

,Y2胞  オリーブ黒色

泥炭

泥炭
植物遺体を多量に含む。

14層 ,Y3/1 オリーブ黒色 児炭 植物遺体 を多量 に含む。

15層 10YR2/2 黒褐色 児炭 植物遺体 を含む。

16層 ,Yワ2 灰オリーブ色 臨土 値物遺体 を多量 に含む。全面がグライ化。

17層 75GY6/1 緑灰色 粘土
植物遺体を多量に含む。全面がグライ化。

一部に25Y5/1黄 灰色 砂の層を含む。

18層 5Y71 灰色 砂 全面がグライ化。

19層 5GY6/1 緑灰色 粘土 植物遺体 を含む。

20層
'α

rνl オリープ灰色 値物遺体 を含む。

21月雪 10GY71 緑灰色 階土 値物遺体 を含む。一部に砂 を含む。

22層 10GY6/1 緑灰色 簡土 値物遺体 を含む。一部に砂 を含む。

23層 10Yν I 灰色 粘 土 腫物遺体 を含む。

24層 25Y3/1 黒褐色 粘 土
植物遺体を含む。

25Y4/1黄 灰色 粘土を含む。

25層 5GYν l オリーブ黒色 枯土 植物遺体 を含む。

26層 ЮGYν l 緑灰色 砂 植物遺体 を含む。

嚇舶
ア

10YRν 3 にぶい責褐色

10YR3/1 黒褐色

砂

粘土

自然
流路
イ

10YR73 にぶい黄褐色

10Y4/1 灰色

砂

シルト質粘土
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5b層 黒色粘土。層厚は 2～20cm。 下面に乱れが見られる。植物遺体を少量含む。水田耕作土。

5c層 黒褐色粘土。層厚は 0～ 5cm。 2・ 3区で確認した。5b水田層の母材層と考えられる。

6a層 灰色粘土。層厚は 0～ 16cm。 植物遺体を含み、下の層の上を巻き上げている。水田耕作土。

6b層 灰オリーブ色粘土と黒色粘上の互層。層厚は 0～ 10cm。

7 層 黒色粘土。層厚は 2～ 8cm。 植物遺体を少量含む。

8b層 灰オリーブ色粘土と黒色粘土の互層。層厚は20～ 30cm。 植物遺体を含む。

9 層 黒褐色粘土と黒色粘上の互層。層厚は10～20cm。 植物遺体を含む。

10 層 灰オリーブ色粗砂 と暗オリーブ色砂の互層。層厚は18～23cm。 植物遺体を含む。

11 層 灰オリーブ色泥炭と黒色泥炭の互層。層厚は15～ 20cm。 植物遺体を含む。

12 層 黒褐色泥炭と黒色泥炭の互層。層厚は20～ 25cm。 植物遺体を含む。

刊3 層 灰オリーブ色泥炭とオリーブ黒色泥炭の互層。層厚は10～ 14cm。 植物遺体を含む。

14 層 オリーブ黒色泥炭。層厚20～ 26cm。 植物遺体を含む。

15 層 黒褐色泥炭。層厚20～ 31cm。 植物遺体を含む。

16 層 灰オリーブ色粘土。層厚10～ 24cm。 植物遺体を含む。この層より下の層はグライ化。

17 層 緑灰色粘土。層厚29～ 35cm。 植物遺体を合み、グライ化 している。一部黄灰色砂の層を含む。

18 層 灰色砂。グライ化 している。自然堆積層で層厚 5～10cmである。

19 層 緑灰色粘土。層厚 0～ 14cm。 植物遺体を含む。グライ化。

20 層 オリーブ灰色砂。層厚 0～ 18cm。 植物遺体を含む。グライ化。

21 層 緑灰色粘土。層厚20～ 30cm。 植物遺体を含む。グライ化。一部砂を含み、しまりが強い。

22 層 緑灰色粘土。層厚20～ 25cm。 植物遺体を含む。グライ化。一部砂を含み、非常に硬質でしまりが強い。

23 層 灰色粘土。層厚 4～ 10cm。 植物遺体を含む。グライ化。

24 層 黒褐色粘土。層厚12～ 24cm。 植物遺体を含む。黄灰色粘土を含む。第30次調査において旧石器時代の遺

構・遺物が発見された地層の延長に相当すると考えられる。

25 層 オリーブ黒色粘土。層厚46～ 54cm。 植物遺体を含む。グライ化。

26 層 緑灰色粘土。層厚 5cm以上。植物遺体を含む。

5日 発見遺構 と出土遺物

1)1区
①2層水田跡 (中世以降)

2層水田跡は水田面の上部を 1層水田による削平を受けているため、畦畔は検出されなかった。また畦畔痕跡 も

検出されなかった。 2層 は均質な土壌で、底面の凹凸は著しい①遺物は土師器片 4点・磨 り面の見られる礫片 1点

が出土している。

②4a層水田跡 (平安時代)

4a層水田跡は層中に灰白色火山灰 (10世紀前葉降下)の小ブロックを含んでいることから、平安時代の灰白色火

山灰降下以降の水田跡と考えられる。水田面の上部を 2層水田跡によって削平を受けているため、畦畔は検出され

なかった。また畦畔痕跡 も検出できなかった。4a層 は均質な土壌で、底面の凹凸は著 しい。遺物は土師器片が 4

点・須恵器片が 6点 。木片が 1点出上している。

③ 4b層水田跡

4b層水田跡は 1区でのみ確認した。水田面の上部を4a層水田跡によって削平を受けているため、畦畔は検出され



なかった。また畦畔痕跡 も検出できなかった。4b層 は均―な土壌であるが、5a層 ・5b層起源の上壊をブロック状

に含む部分がある。底面の凹凸は著しい。遺物は木製品が 1点、木片が 1点出上 しており、図化できたものは楔状

の木製品L-2(第 92図 5)が 1点である。

③5a層出土遺物

基本層5a層 は灰オリーブ色の粘土からなる自然堆積層であるが、4b層水田跡によって削平を受けているため、残

存状況は極めて悪い。層中から木片 5点が出上している。

④5b層水田跡

5b層水田跡は4b層水田跡による削平が著 しく、残存状況は悪い。畦畔及び畦畔痕跡は検出できなかった。5b層

は均―な土壌で、底面の凹凸は著しい。遺物は土師器片が 3点出土している。

⑤6a層水田跡

6a層水田跡は5b層水田跡による削平が著しく、残存状況は極めて悪い。畦畔及び畦畔痕跡は検出できなかった。

遺物は出土していない。

②8a層水田跡 (弥生時代中期後葉)

8a層水田跡は 1区でのみ確認 した。周辺調査区との対応から弥生時代中期後葉の水田跡 と考えられる。畦畔及び

畦畔痕跡は検出できなかった。8a層 は均質な土壌で、底面の凹凸は著 しい。石器 K-1(第 92図 1)が出土 してい

る。

③8b層出土遺物

基本層8b層 は黄褐色粘土と黒色粘土の互層からなる自然堆積層であるが、層中から石器K-2。 3(第92図 2・

3)が出上している。この 2点 と8a層 で出土した石器K-1は 同一石材と見 られる。なお、8b層の下の 9層 は粘土

質の自然堆積層であり1～ 3区で確認しているが、 1区のみ標高が50cm程度低い。

③ll層水田跡 (弥生時代中期中葉)

11層水田跡は 1区でのみ確認した。畦畔及び畦畔痕跡は検出されなかった。11層 は均質な土壌で、底面には緩や

かな乱れが見られる。遺物は出土していないが、周辺調査区との射応から弥生時代中期中葉の水田跡と考えられる。

⑩27層

12層以下の地層は、泥炭質の土層を主とする自然堆積層が約 2m続 き、27層 に至って粘土質の比較的安定した土

壌 となる。周辺調査区では、本調査の27層 に対応する地層から縄文時代早期後半から前期初頭の遺構 。遺物が出土

しているので、今回の調査でも27層 の調査を実施したが、遺構・遺物を確認することはできなかった。

③その他の出土遺物

出土した層は不明であるが、調査区の側溝を掘削した際に1～ 4b層 中より朱漆痕のある木製の容器の蓋L-1
(第92図 4)が出上している。

2)2区

①2眉水田跡 (中世以降)

2層水田跡は水田面の上部を盛土及び 1層水田によって削平を受けているため、畦畔は検出されなかった。また

畦畔痕跡も検出できなかった。 2層 は均質な土壌で、底面には緩やかな乱れが見 られる。遺物は土師器片 1点・磁

器片 5点・鉄製品 2点が出土している。

②3a層出土遺物

基本層3a層 は灰色の粘土からなる自然堆積層であり、 1。 3区でも確認している。 1。 3区では 2層水田跡によ

る削平が著しかったが、 2区では3b層上面を北西から南東に向けて流れる自然流路の堆積土であることを確認する
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写真図版

基本層 遺構名 遺構層 取上No 種別 器種 日径 晴 (調整・素材・産地・時期 分類)

1 K-1 8a層 剥片石器 流紋岩 45-1

2 K-2 8b層 剥片石器 80〔 流紋岩 45-2

3 K-3 8b層 剥片石器 流縦岩 45-3

4 L-1 則溝中 木製品 霊 朱漆痕あ り

5 L-2 4b層 木製品 板材 20 楔 状 45-6

第92図  1区出土遣物



ことができた。遺物は土師器片 4点・須恵器片 1点 。陶器片 2点・木片 2点が出土している。図化できたものは備

前の灰釉塊 I-1(第 93図 1)である。

③4a層水田跡 (平安時代)

4a層水田跡は層中に灰白色火山灰 (10世紀前葉降下)の小ブロックを含んでいることから、平安時代灰白色火山

灰以降の水田跡と考えられる。水田面の上部を 2層水田跡によって削平を受けている部分が多いため、畦畔は検出

されなかった。また畦畔痕跡も検出できなかった。4a層 は均質な土壌で、底面の凹凸は著しい。遺物は土師器片が

8点出土している。

④5b層水田跡

5b層水田跡は水田面の上部を4a層水田跡によって削平を受けている部分が多いため、畦畔は検出されなかった。

また畦畔痕跡も検出できなかった。5b層は均質な土壊で、底面には緩やかな乱れが見られる。遺物は須恵器片が 1

点出土している。

⑤5c層出土遺物

基本層5c層 は黒褐色の粘土からなる自然堆積層であり、5b層水田跡の母材層であると見 られる。5b層水田跡の

削平が著しく、残存状況は良くない。層中から土師器片が 1点出土している。

⑥6a層水田跡

6a層水田跡は水田面の上部を5b層水田跡によって削平を受けているため、畦畔は検出されなかった。また畦畔痕

跡も検出できなかった。6a層 は均質な土壌で、底面には緩やかな乱れが見られる。遺物は出土していない。なお、

1区 と3区では6a層の母材層と見られる6b層が確認できたが、 2区では確認することができなかった。

② 7層出土遺物

基本層 7層 は黒色の粘土からなる自然堆積層である。層の上面から土器片が 1点出土しているが、摩滅が著しく

調整痕跡の観察できるものではない。

＼

¬匡三正三!II:【子
''1

番号

鰤

旦
●

堂

香

出 土 地 点 分 類 法 量 特  徴 。 備  考
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 根上No 種 別 器種 ヨ径 幅 体部径 厚 蔓径 重 (調整・素材 産地 時期 分類 )

1 【-1 3a層 旬器 流 具器手の灰釉 備前 44-2

第93図  2区出土遺物

3)3区
① l層水田跡

1層 は土地区画整理前の現代の水田耕作土である。 1層は均質な土壌で、底面の凹凸は著しい。後の撹乱が著し

く、様々な時代の遺物が出土している。図化できたものは備前の灰釉塊I-2(第 96図 2)が 1点である。

② 2層水田跡 (中世以降)

2層水田跡では畦畔 2条を検出した。調査区南側で検出した東西方向の畦畔 1は後の削平を受けているが、おお

よその方向はE-9° ―Sである。調査区東側で検出した南北方向の畦畔 2は、方向はN-14° 一 E、 幅は上面で

60～ 90cmで ある。なお、東壁の断面観察では調査区の北部は南部に比べて高くなっていたが、調査区北半は広い

範囲にわたって撹乱を受けており、高まりとして検出することはできなかった。 2層 は均質な土壊で、底面の凹凸

は著しい。

遺物は畦畔 2の除去中に土師器片 2点、水田部分の除去中に土師器片 9点・須恵器片 5点・磁器 1点・陶器片 1

点が出土している。
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o                  5m

第94図  3区 2層検出遺構

③4a層水田跡 (平安時代)

4a層水田跡は層中に灰白色火山灰 (10世紀前葉降下)の小ブロックを含んでいることから、平安時代の灰白色火

山灰降下以降の水田跡と考えられる。4a層水田跡では畦畔 4条 を検出した。東西方向の畦畔 3・ 4、 南北方向の畦

畔 5・ 6である。調査区北端で検出した畦畔 3は北半が調査区外に延びているため全体の大きさは不明であるが、

幅は上面で1.5m以上、方向は真東西である。その大きさから富沢地区で復元されている真北を基準とした条里型

土地割 (太田・平間 :1991)の東西区画畦畔の可能性も考えられるが、推定位置よりも南にあるため、今後の調査

による検討が必要である。調査区中央やや南を東西に延びる畦畔 4は、方向はE-5° 一N、 平均の幅は上面で

50cmで ある。層上面でははっきり検出したのは畦畔 5と 交わる東側のみで、西側は痕跡のみであったが、下層の

調査で擬似畦畔Bが検出され、東西方向に廷びることが確認できた。調査区東側を南北に廷びる畦畔 5は、方向は

N-10° 一 Eで、南側に比べ北側の幅が広 くなっている。下層の調査で擬似畦畔Bを検出しており、北半と南半で

は方向が微妙に異なっていることから、水田が 2時期存在していた可能性 も考えられる。調査区南端中央を南北に

延びる畦畔 6は、方向はN-12° 一 E、 平均の幅は上面で50cmである。下層の調査で擬似畦畔Bを検出してお り、

畦畔 4と ほぼ直行する形で繋がっていることを確認している。4a層 は均質な土壌であるが、5a層・5b層起源の土壌

をブロック状に含む部分がある。底面の凹凸は著しい。

遺物は畦畔 3の除去中に土師器片 5点・須恵器片 1点、水田部分の除去中に土師器片 8点・須恵器片 1点が出土

している。この内、図化できたものは水田部分から出土した、内面黒色辺理された回転糸切痕の見られる土師器の

郭D-1(第 96図 1)が 1点である。
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第95図  3区 4a層検出遺構

④5a層出土遺物

基本層5a層 は灰オリーブ色粘土と黒色粘土の互層からなる自然堆積層である。この層の上面で4a層が形成した疑

似畦畔 Bを確認している。遺物は畦畔 3の下から高郭の脚部と見られる土師器片 1点、畦畔 5の下から須恵器片が

1点出土している。

⑤5b層水田跡

5b層水田跡は水田面の上部を4a層水田跡によって削平を受けている部分が多いため、畦畔は検出されなかった。

また畦畔痕跡も検出できなかった。5b層 は均質な土壌で、底面には緩やかな乱れが見 られる。遺物は出土 していな

い。

⑥ 6a層水田跡

6a層水田跡は水田面の上部を5b層水田跡によって削平を受けているため、畦畔は検出されなかった。また畦畔痕

跡 も検出できなかった。6a層 は均質な土壌で、底面には緩やかな乱れが見られる。遺物は石器K-5(第 96図 5)

が 1点出土している。

②16層

11層以下の地層は、泥戊質の土層を主とする自然堆積層が約 lm続き、16層 に至って粘土質の比較的安定した土

壌となる。周辺調査区では、本調査の16層 に対応する地層から縄文時代早期後半から前期初頭の遺構・遺物が出土

しているので、今回の調査でも16層の調査を実施したが、遺構 。遺物を確認することはできなかった。1区 の27層

に紺応すると考えられる。

①17層出土遺物

基本層17層 は緑灰色の粘土からなる自然堆積層である。層の上面で石器K-4(第 96図 4)が 1点出土している。

岬
司
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③24層

24層 はしまりの強い粘土層で、全体的に黒褐色の腐植土が分布している。表面の全面にわたって亀甲状のひび割

れが観祭される。第30次調査において旧石器時代の遺構 。遺物が発見された地層の延長に相当すると考えられる。

遺物は出土していない。

⑩その他の出土遺物

2層～6a層 の上面で、北西から南東に流れる自然流路跡と見られる落ち込みを数条検出している。 3区は調査区

の北部を中心に広い範囲に渡って撹乱されており、時期等について確認することはできなかった。5b層上面の調査

中に調査区東側の自然流路跡から陶器片 2点が出土している。この内、図化できたものは唐津の灰釉皿I-3(第

96図 3)である。

瑳 藝 崇
,1

1

１０

m

第96図  3区出土遺物

6日 まとめ

① 今回の調査は遺跡の北端部、第79次調査の北東側で実施した。遺跡の範囲がさらに北に広がっていることを

確認した。

② l区では調査を実施した深さ約4.2mの地層は大別27層、細別32層 に分けられた。現代の水田耕作土層であ

る1層 を除き、 2層・4a層 。4b層 。5b層 。6a層・8a層 。11層 が水田耕作土層と考えられる。

③ 2区では調査を実施した深さ約3.Omの地層は大別12層、細別15層 に分けられた。2層 。4a層・5b層 。6a層

が水田耕作土層と考えられる。

中

号

図

番

登録

番号

出 土 地 点 分    類 法 量
写真図版

基本屈 遺構名 遺構層 取上No 種別 器種 底径 蓮 (調整 素材・産地・時期 分頚 )

1 D-1 4a層 ロクロ土師器 邪 (11) 外面 :ロ クロ調整 底部回転糸切り  内面 :ヘ ラミガキ 黒色処理 44-1

2 I-2 1層 匂器 婉 長石釉系灰釉 備前 17C 44-3

3 I-3 5b層 自然流路 旬器 皿 (21) (143) 灰 釉 唐津 17C前 半 44-4

K-4 17層 謝片石器 とユ 畦化凝灰岩 ? 45-4

5 K-5 6a層 則片石器 39t 冗紋岩 45-5



④ 3区では調査を実施した深さ約6.Omの地層は大別26層、細別30層 に分けられた。現代の水田耕作土層であ

る1層 を除き、 2層 。4a層・5b層 。6a層が水田耕作土層と考えられる。

⑤ 出土遺物及び第93次調査 。第104次調査との比較から、水田の年代は2層が中世以降、4a層が平安時代、4b

層 。5b層・6a層が平安時代から古墳時代、 8a層 が弥生時代中期後葉、11層が弥生時代中期中葉に所属するも

のと考えられる。

③ 3区では2層、4a層で畦畔を確認した。4a層の畦畔3は規模が大きいため、条里型土地割の東西区画畦畔の

可能性も考えられるが、推定位置よりも南にあるため、今後の調査による検討が必要である。

⑦ 3区では富沢遺跡第30次調査で石器や炉跡が発見された旧石器時代後期の森林跡と同期の植物遺体包含層を

確認した。

① 今回の調査地点の基本層序と、第104次調査の基本層序は下表のように対応するものと判断した。
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第135次 調査 第 104久 訓査

1区 2区 3区 備 考 層 時    代 備 考

ユ 1 1 水田耕作土層 1 現代の水田

2 2 2 水田耕作土層 2 中～近世の水日

水田耕作土層

灰白色火山灰のブロックを含む

3 白色火山灰層

水H耕作土層

本田耕 作 土 層 5

水日耕作土層

7 7 7 6

水田耕作土層 祢生中期後葉の水田

9 9 9 8

10

ユI 水田耕作土層 9a10a 弥生中期中葉の水日

12 1la b c

14 10 砂礫層 砂礫層～シル ト質粘土層

15々ヤ26

lJ 131415

1617

1819

14～ 15 20-24 24層 :十和田中諏テフラのブロック

27 縄文早期遺物包含層

25b 縄文早期遺物包含層

20 26b

24 旧石器時代

表 宮沢遺跡第135次調査と第104次調査の上層対応表
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図版44 宮沢遣跡第135次調査出土遺物 1
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図版45 宮沢遺跡第135次調査出土遺物 2
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1区全景 (南西より)

1区全景 (南より)

3 1区 19～ 27層全景 (南 より)

図版46 1区全景
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1 1区作業風景 (南東より)

2 2区全景 (南 より)
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3 2区作業風景 (西 より)

図版47 1区作業風景・ 2区全景
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3 3区 13～ 26層 (南 より)

図版48 3区全景



1 3区 2層水田跡 (南 より)

2 3区 4a層水田跡 (南 より)
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3 3区 4a層の擬似畦畔B(南 より)

図版49 3区検出遺構
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7口 仙台市宮沢遺跡第135次調査におけるプラン ト・オパール分析

株式会社 古環境研究所

1)は じめに

植物珪酸体は、植物の細胞内にガラスの主成分である珪酸 (Si0 2)が蓄積したものであり、植物が枯れたあと

も微化石 (プ ラント・オパール)と なって土壌中に半永久的に残っている。プラント・オパール分析は、この微化

石を遺跡土壌などから検出して同定・定量する方法であり、イネをはじめとするイネ科栽培植物の同定および古植

生・古環境の推定などに応用されている (杉 山 :2000)。 また、イネの消長を検討することで埋蔵水田跡の検証や

探査も可能である (藤原・杉山 :1984)。

ここでは、富沢遺跡第135次調査における稲作の可能性を検討することを主目的に、プラント・オパール分析を

行った。

2)試 料

調査地点は、 1区、2区、3区の 3地点である。分析試料は、 1区では南壁において上位より2層、4a層、4b層、

5b層、6a層、8a層、10層、11層 より採取された 8点、 2区では北壁において上位より2層、4a層 、5a層 、5b層 、

5c層、 6層より採取された 6点、 3区では東壁において上位より1層、 2層、4a層、5a層、5b層、5c層、6a層 より

採取された 7点の計21点である。

3)分 析方法

プラント・オパールの抽出と定量は、プラント・オパール定量分析法 (藤原 :1976)を もとに、次の手順で行った。

①試料を105℃ で24時間乾燥 (絶乾)

②試料約 lgに直径約40μ mの ガラスビーズを約0.02g添加 (電子分析天秤により0。lmgの精度で秤量)

③電気炉灰化法 (550℃ 。6時間)に よる脱有機物処理

④超音波水中照射 (300W・ 42KHz・ 10分間)に よる分散

⑤沈底法による20μ m以下の微粒子除去

⑥封入剤 (オ イキット)中に分散してプレパラート作成

⑦検鏡 。計数

検鏡は、おもにイネ科植物の機動細胞 (葉身にのみ形成される)に由来するプラント・オパールを同定の対象と

し、400倍の偏光顕微鏡下で行った。計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラ

ート1枚分の精査に相当する。

検鏡結果は、計数値を試料 lg中のプラント・オパール個数 (試料 lgあたりのガラスビーズ個数に、計数され

たプラント・オパールとガラスビーズの個数の比率を乗じて求める)に換算して示した。また、おもな分類群につ

いては、この値に試料の仮比重と各植物の換算係数 (機動細胞珪酸体 1個 あたりの植物体乾重,単位 :10-5g)

を乗じて、単位面積で層厚 lcmあ たりの植物体生産量を算出した。イネ (赤米)の換算係数は294(種実重は1.03)、

ヨシ属 (ヨ シ)は 6.31、 ススキ属 (ス スキ)は 1.24、 メダケ節は1,16、 ネザサ節は0.48、 クマザサ属 (チ シマザサ

節・チマキザサ節)は 0。75、 ミヤコザサ節は0.3で ある。

4)結 果

升斬試料から検出されたプラント・オパールは、イネ、ヨシ属、ススキ属型、シバ属、タケ亜科 (メ ダケ節型、



ネザサ節型、クマザサ属型、ミヤコザサ節型、その他)お よび未分類である。これらの分類群について定量を行い、

その結果を表 1、 図 1～ 3に示 した。主要な分類群については顕微鏡写真を示す。

以下に各地点におけるプラント・オパールの検出状況を記す。

① l区

イネは 2層～8a層 で検出されている。このうち、 2層、4a層 、4b層 では高い密度である。ヨシ属、ススキ属型、

メダケ節型、ネザサ節型、クマザサ属型およびミヤコザサ節型はすべての層で検出されている。ヨシ属はいずれも

高い密度である。ススキ属型も4a層 と11層以外では高い密度である。他はやや低い密度である。

② 2区

イネは2層～6層 のすべてで検出されている。このうち、 2層では非常に高い密度であり、4a層、5b層、5c層で

も高い密度である。ヨシ属、ススキ属型、メダケ節型、ネザサ節型、クマザサ属型およびミヤコザサ節型はここで

もすべての層で検出されている。これらのうち、ヨシ属は4層 を除く各層で高い密度である。ススキ属型は2層 と

5c層で高い密度である。ミヤコザサ節型は4層、5a層、6a層で比較的高い密度である。シバ属は2層のみで検出さ

れているがここでも低い密度である。

③3区

イネは 1層、 2層、4a層、5b層、5c層 および6a層で検出されている。 1層では非常に高い密度であり、 4層、

5b層、6a層 でも高い密度である。ヨシ属、ススキ属型、メダケ節型、ネザサ節型、クマザサ属型およびミヤコザサ

節型は 1区、 2区同様ここでもすべての層で検出されている。ヨシ属は5b層 と5c層 で高い密度である。ススキ属型

は 1層、 2層、4a層、5a層 、5b層 で高い密度である。クマザサ属型は5a層、5b層、5c層 で、ミヤコザサ節型は5a

層と5c層でそれぞれ比較的高い密度である。 1層でシバ属が認められたが低い密度である。

5)考察

① l区

本地点では、 2層、4a層 、4b層でイネのプラント・オパールが高い密度で検出されている。プラント・オパール

密度は4,900～ 5,400個 /gで あり、稲作跡の可能性を判断する際の基準値とされている3,000個 /gを 大きく超過してい

る。こうしたことから、これらの層準については稲作跡である可能性が高いと考えられる。5b層ではプラント・オ

パール密度は2,400個 /gと やや低い。直上の4b層が水田耕作土である可能性が高いことから、当該層においても稲

作が行われていた可能性が考えられるものの、上層等から後代のプラント・オパールが混入 した危険性も否定でき

ない。6a層 と8a層 についてはプラント・オパール密度が低いことから、稲作跡である可能性を積極的に肯定するこ

とはできない。

イネ以外の分類群の検出状況をみると、各層ともヨシ属が高い密度であり、下位のユユ層から5b層にかけては、優

占している。こうしたことから、当該調査区では11層から6a層の時期にかけては湿地の状態であり、4b層あるいは

5b層 の時期にそこを開いて水田が造成されたと推定される。5b層 の時期以降も周辺は湿地あるいはそれに近い状

況であったと思われる。

② 2区

2区では、 2層、4a層 、5b層および5c層 でイネのプラント・オパールが高い密度で検出されている。このうち、

2層については10,000個 /g近 くの検出量であるが、これは比較的最近の水田耕作に起因するものと思われる。4a層、

5b層、5c層 では5,000個 /g前後の高密度であることから、これらの層については稲作跡である可能性が高いと判断

される。5a層 と6a層 ではプラント・オパール密度がそれぞれ1,200個 /g、 600個 /gと 低いことから、稲作が行われて

いた可能性を積極的に肯定することはできない。
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本地点でも4a層 を除いてヨシ属が概ね高い密度であり、6a層から5a層 にかけての調査地周辺は湿地もしくはそれ

に近い環境であつたと推定される。なお、 2層 と5c層 ではススキ属型が、4a層 、5a層、6a層 ではミヤコザサ節型が

比較的多 く認められる。このことから、 2層 と5c層 ではススキ属が4a層 、5a層、6a層 ではミヤコザサ節が近傍に生

育 していたと推定される。

③3区

3区では、 1層、 2層、4a層、5b層、5c層、6a層でイネが検出されている。このうち、 1層 と2層 については比

較的最近の水田耕作によるものであろう。4a層、5b層 および6a層 では、プラント・オパール密度が3,600～ 5,400個

/gで あり、稲作跡の判断基準値の3,000個 /gを超過 している。また、いずれも直上層よりも高い密度であリピーク

となっている。こうしたことから、4a層、5b層、6a層 の各層は水田耕作上であった可能性が高いと考えられる。5c

層についてはプラント・オパール密度が1,800個 /gと 低いことから、上層もしくは他所からの混入の可能性も否定

できない。

イネ以外では、ヨシ属が5b層 と5c層 でススキ属型が 1層～5b層で、クマザサ属型が5a層、5b層、5ё層で、 ミヤ

コザサ節型が5a層 と5c層 で高い密度である。このことから、5c層 と5b層の時期の調査地近辺は湿地の状態であり、

5c層 ではクマザサ属やミヤコザサ節が、5b層ではススキ属やクマザサ属が周辺に生育していたと推定される。また、

5a層 ではススキ属、クマザサ属およびミヤコザサ節が、4a層 ～ 1層 にかけてはススキ属が周辺に生育していたと推

定される。

6)ま とめ

富沢遺跡第135次調査においてプラント・オパール分析を行い、稲作の可能性について検討 した。その結果、 1

区では下位より4b層 と4a層 で、 2区では5c層 、5b層、4a層 で、 3区では6a層、5b層、4a層でそれぞれ稲作が行わ

れていた可能性が高いと判断された。
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富沢遺跡第136次発掘調査報告書

1 調査要項

遺  跡  名  富沢遺跡 (宮城県遺跡番号01369)

調 査 地 点  仙台市太白区長町南 1丁 目201-3

調 査 期 間  平成17年 8月 1日 ～ 8月 12日

調査対象面積  264だ

調 査 面 積  29∬

調 査 原 因  店舗付共同住宅建築

調 査 主 体  仙台市教育委員会

調 査 担 当  仙台市教育局生涯学習部文化財課調査係

担 当 職 員  主査 工藤哲司  文化財教諭 赤岡光騎

2 調査に至る経過と調査方法

本調査は、平成17年 4月 25日 付けで、栗谷川元氏より、杭打ちを伴う基礎工法の店舗付共同住宅の建築について

の「埋蔵文化財の取扱いについて (協議)」 が提出されたので、建築予定範囲の発掘調査を実施する旨を回答した。

発掘調査は、平成17年 8月 1日 から8月 12日 までの予定で実施した。当該地は盛土が厚いので、現地表面で東西12

m又 南北 8mの範囲を法面に傾斜をつけて盛土層を除去 した後、旧水田面に東西7.6m× 南北3.8mの範囲の調査区

を設定して調査を行なった。

今回の調査は、現地表面からの深さ約3.2m、 土地区画整理事業以前の旧水田面からの深さ約1,4mの弥生時代中

期の水田層までで実施した。当該地周辺では過去の調査において、旧水田面からの深さ 2～ 3mで縄文時代、 4～

5mで旧石器時代の遺構・遺物が発見されている場所もある。しかし、本調査区は面積が狭 く、下層の調査を行っ

た場合、調査の安全を確保することが困難であると判断されたので、弥生時代中期の水田層より下層の調査は行わ

なかった。

3 遺跡の位置と環境

本調査区は、富沢遺跡の東部中央付近に当たる。周辺では多数の

調査が行われており、水田層についてみると、弥生時代中期以前・

弥生時代中期中葉・弥生時代中期後葉・弥生時代後期・古墳時代中

期・奈良～平安時代・平安時代 。中世 。近世などの各時期の水田跡

が連続的に検出されている。

遺跡の立地と歴史的環境は、富沢遺跡第135次調査の報告に記載

されているとおりである。

4 基本層序

本調査区は約150cmの盛土層がある。旧表土 (旧水田層)の I層
第97図 調査区配置図

から水田に関係する最下層までは約140cmの 深さがあり、この間の土層は大別11層・細別17層 に分けられた。

I tt N3/0暗 灰色粘土。層厚約20cm。 砂を含み、層下部に酸化鉄が集積する。区画整理以前の水田耕作土層。



0                            2m

第98図 調査区断面図

‖ 層 N4/0灰色粘土。層厚15～ Ocmo I層の耕作による削平を受けて残存 しない部分もある。Ⅲ層起源の黒色

土をわずかに含む。層下面に凹凸がある。近世の瓦片出土。水田耕作土。

Ⅲ 層 Nl.5/0黒色粘土。層厚10～ Ocmo Ⅱ層及び I層の耕作のために残存 しない部分がある。Ⅳ層起源の灰オ

リーブ色の粘上のブロックを含む。層下面の凹凸が著 しい。水田耕作土。

Ⅳ 層 7.5YR4/2灰 オリーブ色粘土。粘性が強い。層厚は15～ 5cm。 上面はⅢ層水田の耕作による撹乱を受けて

いる。層下部に灰白色火山灰のブロックをまばらに含んでいる。層下面は凹凸が著しい。水田耕作土。

V 層 5Y3/1オ リーブ黒色粘土。粘性強い。層厚は20～ 5cm。 層下部に灰オリーブ粘土のブロックを部分的に

含む。層下面は凹凸が顕著である。水田耕作土。

Ⅵ 層 2.5GY2/1黒 色粘土。層厚は20～ 10cm。 暗灰黄色粘土及び黒色粘土のブロックを縞状に含む。本来は暗灰

黄色粘土及び黒色粘土が互層状に堆積 していたものが、乱れを生じたものと観察される。層の乱れの要因と

しては、上層 (V層 )の水田耕作の影響が考えられる。層底面は平坦である。自然堆積。

Ⅵl a層 2.5Y5/2暗灰黄色粘土と2.5Y2/1黒 色泥炭質粘土の互層。層厚は約20cm。 自然堆積。

Ⅵi b層 2.5Y6/1黄灰色粘土。層厚は約 3～ 2cm。 自然堆積。

Ⅷ'層  5Y3/2オ リーブ黒色粘土。層厚は10～ 3cm。 植物遺体をわずかに含む。調査区の北西から南東にかけて

検出された畦畔より北東側に分布。水田耕作土。

ⅦI 層 10YR4/1褐 灰色粘土。層厚は10～ 5cm。 植物遺体をわずかに含む。層下面に凹凸あり。水田耕作土。

Ⅸ 層 10YRl,7/1黒色粘土質泥炭と10YR4/2灰黄褐色粘土の互層。層厚は20cm前後。層下面は緩やかな起伏があ

る。自然堆積。

<北壁下段>
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Xa層  10YR4/1褐灰色粘土。層厚は10～ 5cm。 植物遺体を含む。水田耕作土。

Xb層  10YR5/2灰 責褐色粘土。層厚は 3～ 2cm。 層上部に黒色泥炭質粘土が薄く分布。自然堆積。

Xc層  2.5Y4/1黄灰色粘土。層厚は約15～ 5cm。 植物遺体をわずかに含む。浅黄色粘土粒を南西部の上層中にま

ばらに含む。水田耕作土。

Xd層 2.5Y4/2暗灰色粘土。層厚は約10～ 5cm。 黒褐色の泥炭をわずかに含み、層全体が不均質な土壊である。

調査区の北西から南東にかけて検出された畦畔より南西偵Iを 中心に分布する。層下面に凹凸あり。Xc層水

田跡の下部耕作土。

Xe層  5Y4/2灰オリーブ色粘土。層厚は10～ 2cm。 植物遺体を含む。Xc層水田の母材。自然堆積。

XI 層 2.5Y2/1黒 色泥炭質粘土と7.5Y4/2灰 オリープ色泥炭質粘上の互層。層下部ほど灰オリーブ色泥炭質粘土が

厚 く堆積。層厚は20cm前後。自然堆積。

(� I層) 10YR17/1黒色粘土。灰オリーブ粘土をわずかに縞状に含む。植物遺体を含む。

5 発見遺構 と出土遺物

1)Ⅱ 層水田跡の遺構と遺物

Ⅱ層は、水田土壊であると観察されたが、上面が I層水田による削平を受けているため水田に関わる畦畔等の遺

構は検出されなかった。残存する I層 の検出面で土坑が 1基検出されている。

SKl土坑 調査区中央の北壁際で検出された。平面形は円形を呈し、東西軸長■9cm。 南北検出部軸長100cmを測

る。深さは38cmで、断面形は舟底形を呈する。堆積土は 2層 に分けられる。出土遺物はない。

Ⅱ層から出土した遺物としては、瓦片が 3点 (F-1・ G-1他 )、 土師質土器片 1点 (I-1)、 志野九皿小片

1点 (I-2)、 肥前産染付け碗小片 1点 (J-1)な どが出土している (図版57)。 F-1は九瓦の玉縁付近の破

片で、胎土が灰色で表面が黒色を呈す。出土遺物からⅡ層水田の時期は近世以降と考えられる。

2)Ⅲ 層水 田跡 の遺構 と遺物

Ⅲ層も土層の状況から水田土壌と観察されたが、H層・I層水田の連続耕作により畦畔は残存していない。ただ

し、調査区中央のⅣ層上面において、南北方向に平行する2条のⅢ層の落ち込みが確認された。 2条の落ち込みの

うち、西側は幅70～90cmで、調査区北壁から南に2mの ところまでのびている。東側は幅90～110cmで、調査区

を横断している。両落ち込みの間隔は内側で90～ 100cmで ある。この落ち込みについては、畦畔を構築する際に、

畦畔の両側を掘削し、その土を盛土としたために生じた水田耕作土層底面の凹地と理解される。したがって、 2条

の間にⅢ層水田跡の畦畔が存在したと推定される。

Ⅲ層は、全体的に削平を受けているために、残る土層も薄く、出土遺物もない。

3)Ⅳ 層水 田跡 の遺構 と遺物

Ⅳ層も均質な土壌で、土層の底面に凹凸が認められることから水田土壌と観察された。Ⅲ層以降の連続耕作のた

め、上面に畦畔は残存していなかった。Ⅳ層の除去作業中に、V層 に近い層下部で、10cm前後の幅で帯状に分布

する酸化鉄の集積が検出された。酸化鉄の帯は一定の間隔で平行して集積している。その間隔は、幅の広い南北方

向の部分と、幅が狭く東西方向にのびる部分があり、全体として逆「卜」字状を呈している。幅広の部分は、北側

で幅165cm前後、南側で幅120cmほ どである。狭い部分は幅40cm前後で、西部がわずかに南側に寄っている。この

酸化鉄の分布範囲は、Ⅳ層水田跡に伴う畦畔を反映するものと考えられる。



Ⅳ層の下部には、「灰 白色火山灰」のブロ

ックがまばらに認められることから、Ⅳ層が

水田として開発 されたのは10世紀前半以降

に位置づけられる。出土遺物はない。

4)V層 水 田跡 の遺 構 と遺 物

V層 は、稀にⅥ層起源の暗灰黄色粘土と黒

色粘土のブロックを含むが、比較的均質な土

壌で、土層の底面に凹凸が認められることか

ら水田土壌と観察された。Ⅳ層の耕作による

削平のため上面で畦畔は検出されなかった。

V層では、調査区中央の層下面付近で、Ⅵ層

の高まりが 2列 に平行して検出された。それ

ぞれの幅は西側で25～40cm。 東側で25～

70cmで ある。西側の北寄 りには逆「 卜」字

状に西方に幅30cm前 後でのびる突出部があ

る。東西の高まりの間隔は90～ 120cmで ある。

2条のⅥ層の高まりに挟まれた部分と、高ま

りの両側とでV層の深さに大差は認められな

しヽ。

V層下面で検出されたⅥ層の高まりは、V

層水田跡の畦畔を反映するもので、南北畦畔

は、西列の西側から東列の東側までの 2m前

後の幅があったと推定される。畦畔の中央で

V層が窪んだ状況で検出された要因として

は、この部分に畦畔を構築するために盛上が

なされた結果の土圧及び人の移動等の加重な

どの可能性が考えられる。

A
ト

皿・Ⅳ層水田跡畦畔痕跡

0                                        10cm

第99図  Ⅲ・ Ⅳ・V層水田跡、畦畔痕跡

0                           5m

第101図 Ⅷ o Xao Xc層水田跡畦畔痕跡

V層水田跡畦畔痕跡

Ⅸ層     ぷ(■ 1資

Ⅷ層下部畦畔痕跡

土    色 土 質 備 考

1 10YRケ 1 灰色 七土 自然堆積

2 灰 色5Y4/1 七土
オリーブ黒色粘土 灰オリーブ粘上の

ブロックを含む

第100図  Ⅱ層SKl土坑

|＼|

Xa層・Xc層畦畔痕跡
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V層中からの出土遺物はない。

5)Ⅷ 層 水 田跡 の遺 構 と遺 物

Ⅷ層については、周辺部の調査状況から水田跡の可能性の高い土層であったので、Ⅷ層の直上に層厚 2～ 3cm

で分布するⅦ b層上面で遺構の検出作業を行ったが、畦畔は検出できなかった。Ⅶ b層 を除去した際に、調査区南

壁中央から北壁西端部にかけて、他の部分に比べてⅧ層がやや高いレベルから検出されたが、その範囲については

不明瞭であり、Ⅷ層上面で畦畔を確認することはできなかった。Ⅷ層を掘 り下げる過程で、第101図 のとおり調査

区南壁中央から北壁西端部に通るように、Ⅷ層がⅨ層に落ち込むような状態で土層の変化が検出された。この土層

は、南側で幅70cm。 北側で幅120cmを測る。この位置の南壁を精査 した結果、Ⅷ層が 2cm前後高くなっているこ

とが確認されたことから、この土層の変化については、畦畔を反映するものと判断される。

Ⅷ層を除去 し、Ⅸ層上面を検出した段階で、畦畔痕跡の南半と重複する位置で、溝状の落ち込みが確認された。

落ち込みは、幅が80～ HOcmで、Ⅸ層上面からの深さは15cm前後である。横断面形は舟底形である。堆積土はⅧ

層と同様である。

Ⅷ層の上面では、杭が 2本検出されている。杭 1は畦畔痕跡の南西側側面の北西端に位置する。長さ7,9cm・ 直

径約3.5cmの芯持ちの半丸材で、全面が焼けている。先端がⅧ層中に収まる短い材であり、付近には炭化材の小片

の散布が認められたことから、杭ではない可能性もある。杭 2は畦畔痕跡の北西側側面の中央付近に位置する。畦

畔の中心側から水田側に向って傾いている。杭の先端はX層 の上部に達している。杭は、長さ37.2cm・ 直径4.9cm

の芯持ちの丸材で、先端に加工は認められない。

遺物としては板状石器が 1点ある。畦畔上のⅧ層上面からⅧ層中に刃部を斜め上に向けて刺さった状態で出土し

た。大きさは、現状の最大長14.4cm・ 器幅10.9cm。 最大厚さ1.8cmを 測る。刃部の幅は5.7cm残 り、両面には肉眼

でも明瞭な光沢 (コ ーン・グロス)が確認できる。

◎ ―

肺
郎

Ⅵ一

曰
∪一

傍
　
〇

0                        10cm 脱ma_
-

甲

号

凶

番

録

号

登

番

出 土 地 点 分 類 法 量 If 徴  備  考
写真図版

基本層 遺種名 遺構層 取上No 種 別 器種 ミ径 (調整 素材 産地 時期 分類 )

1 Ⅷ層中 石器 板】夫石器 144 230と 刀部に 2次加工有 り 下釈1縁両面に光沢面 安山岩

2 と 1 Ⅷ層中 院 1 本製品 尻 (7つ ) 19 半裁丸杭、炭化面有 り

3 L2 Ⅷ層 杭 2 木製品 杭 4 よ持ち丸杭 57-7

第102図 出土遺物



6)X層 水 田跡 の遺構 と遺 物

X層は、Xa層～Xe層の 5層 に細分されるが、水田面と考えられるのは、Xa層 とXc層の 2面である。

Xa層水田跡 X層 については周辺部の調査で水田遺構が検出されている土層と対応すると観察された。Ⅸ層下

部から徐々に掘 り下げ、 Xa層上面までの検出作業を行ったが、畦畔は検出されなかった。

Xa層 は、調査区の全面に分布する。Xa層 を除去する過程で、調査区南西角において北西から南東方向にのびる

Xb層 とした自然堆積層と観祭される灰黄褐色粘上の薄層が検出された。またその下層のXc層 もわずかに高くなっ

ていることが確認された。この状況から、調査区西南角のXb層 とXc層の高まりは、 Xa層水田跡に伴う大型畦畔

の痕跡の可能性があると判断された。畦畔部分の幅は検出範囲で約70cm・ 高さ3cm程である。

Xc層水田跡 Xc層 は、調査区南西部では層厚が10～ 5cmほ どあるが、調査区北西角から調査区南壁中央を結

ぶラインから東側は北壁側に部分的に分布するだけである。調査区東部でXc層の分布が部分的である要因として

は、Xa層水田の耕作の際に、 Xc層が削平を受けたためと理解される。 Xc層の残 りの良い調査区南西部でも、Xa

層を除去する過程で、 Xc層に伴う畦畔は検出されなかった。

Xa層及びXc層 を除去する過程で、調査区北西角から調査区南壁中央にかけて北西から南東方向にのびるXe層

の高まりが検出された。 Xe層 はXa・ xc層 を明るくした灰オリーブ色の自然堆積層である。幅は上面で180cm前

後ある。この高まりについては、 Xc層水田に伴う畦畔痕跡 (擬似畦畔B)と 理解される。規模的に観ると「大畦

畔」と呼ばれる水田を大きく区画する畦畔と考えられる。 Xc層の耕作深度は、この畦畔を境として東西で異なる。

東側は比較的浅 く、 Xe層上面からの比高差で 3cm前後であり、 Xe層がなお残存 している。これに舟 し、西側は

掘削深度が深 く、 Xe層上面からの比高差が10cm前後であり、 Xe層 は残っておらずXI層の上部まで掘削されて

いる。

Xa層及びXc層の下層にはXe層 をブロック状に含むXd層が部分的に分布している。この層については、人為的

な攪拌を受けていることから、水田耕作に関係する土層と考えられるが、Xd層 自体が独立した水田層を構成する

ものではなく、主にXc層の耕作土の下部を形成する土層で、起耕されながらも恒常的な耕作土層とならなかった

部分と考えられる。 Xa層・ Xc層からの出土遺物はない。

6 ま とめ

①本調査区は、富沢遺跡の東部の中央付近に位置する。

②基本層のⅡ・Ⅲ・Ⅳ・V・ Ⅷ o Xao Xc層 の7層で、水田耕作土層ないし水田跡が検出された。

③Ⅲ・Ⅳ・V層水田跡は連続的に形成された水田跡で、ほぼ南北方向を向く比較的幅の広い畦畔が、ほぼ同位置

で検出された。前段階の畦畔が意識され、踏襲されていたことが考えられる。

④Ⅷ・Xao Xc層水田跡では、北西から南東方向にのびる畦畔が検出された。各畦畔とも大型の畦畔である。

⑤出土遺物としては、Ⅱ層から近世の瓦と陶器・磁器が、Ⅷ層から板状石器が出土した。

⑥板状憑器は、富沢遺跡では弥生時代の土層中から出土することが多く、中在家南遺跡や高田B遺跡などでも弥

生時代の遺構や土層から出土しているので、弥生時代に属する遺物と考えられる。したがって、Ⅷ層水田は弥

生時代に位置づけられる。

⑦各水田層の所属時期については、周辺部の調査成果との層序・土壊の特徴・出土遺物等の比較から、主に第28

次調査等を参考にして、次表のように整理される。

③Xc層で検出された大畦畔の方向は、北西から南東方向にのびている。この方向は、第103図のように、宮沢遺

跡の北西部で20～30mの間隔で検出されている弥生時代中期の畦畔と一致し、仙台市の地下鉄建設に際して行

われた第 5次調査の7c層で検出された「畦畔 2」 の延長上に位置すると推定される。



136次 (土層の状況) (土色 ) (土質) 12次 28ツk 倣
Ｎｏ４

132ツk 所属年代 (28次調査基準)

I 本田耕作土 暗灰色 粘土 l 1 1 I 児代

| 7k田耕作土 灰 色 rt土 2 2 Ⅱ 近世以降～現代以前

Ⅲ 畦畔痕跡 黒 色 階土 3 近世

Ⅳ 畦畔痕跡 灰オリーブ色 階土 4 Ⅲ 平安 時代 (灰 白色 火 山灰 降 下 以 降

V 畦呼痕跡 オリーブ黒色 簡上 5? 平安時代 (灰白色火山灰降下以前

Ⅵ 互層状 黒色 皓土 Ⅳ a

Ⅶ a 互 層
暗灰黄色
黒色

粘土

泥炭質粘土
7・

8a・

8b

7・

8a・

8b

Ⅵ b

Ⅶ b (互層の一部) 黄灰色 佑土 V

Ⅷ 畦畔痕跡 褐灰色 粘土 7 Ⅵ 弥生時代中期後葉 (十三塚式期)

Ⅸ 互 層
灰黄褐色
黒色

粘上

粘土質泥炭

9b・

10a

9b・

10a
Ⅶ

Xa 畦畔痕跡 褐灰色 粘土

Ⅷ

弥生時代中期中葉～後葉 (桝形囲式期～十三塚式期)

Xb 自然堆積 灰責褐色 粘土 麻生時代中期中葉～後葉 (桝形囲式期～十三塚式期)

Xc 畦畔戻跡 黄灰色 粘土
■a? ホ生時代中期中葉 (桝形四式期)

Xd 耕作土下部 管灰責色 油 土

Xe 自然堆積 灰オリーブ色 粘土

IX 互層
灰オリーブ色
黒色

泥炭質粘土

泥炭質粘土
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※アミは水田層く表 :第 136次調査と周辺調査区の土層対応と年代>
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1 基本層序 (西壁断面 )

2 ‖層検出SKl土坑 (南 から)
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3 Ⅳ層上面検出状況 (西 から)

図版50 基本層と‖～Ⅳ層の状況
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1 111～ Ⅳ層の畦畔痕跡 (南東から)

2 V層水田跡の畦畔痕跡 (南から)

3 Ⅵ層上面の状況 (南西から)

図版51 111～ Ⅵ層の状況



l ⅥI層下部検出状況 (西から)

2 Ⅷ層上面検出状況 (西から)

3 ⅦI層 中の板状石器出土状況
(】ヒ東から)

図版52 ⅥI～ⅦI層上部調査状況
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l Ⅵ‖層水田跡畦畔痕跡 (南から)

2蠣 下部か引X層上面検
糊 労

3 Ⅵ‖層畦畔下部の落ち込み (南から)



l Ⅵ‖層畦畔下の落ち込み断面
(】ヒん`ら)

2  VⅢ 層検出土ittNo.2 (西 から)

3 Xa層水田跡畦畔痕跡検出状況

(西から)
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図版54 ⅦI～ X層水田跡調査状況
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Xa層水田跡畦畔痕跡 (北西から)

2 Xc層水田跡畦畔痕跡検出状況
(西から)

3 Xc層水田跡畦畔痕跡 (西 から)

図版55 X層水田跡の調査状況



Xc層水田跡畦畔痕跡 (南から)

2 北壁中央上層断面 (南 から)

雛
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南壁上層断面

図版56 X層水田と上層断面
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第102図 1)

6b

5 陶器

6 磁器

7杭

皿

碗

丸杭
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I-1 (Ⅱ 層)

J-1 (Ⅱ 層)

L-2 (Ⅷ 層 第102図 2)

図版57 宮沢遺跡第136次調査出土遺物





Nll 西上野原遺跡発掘調査報告書

1 調査要項

遺  跡  名  西上野原遺跡 (宮城県遺跡番号19027)

調 査 地 点  仙台市泉区福岡字大前通10-1・ 81、 字下野沢 1-1

調 査 期 間  平成17年 7月 20日

調査対象面積  100だ

調 査 面 積  34∬

調 査 原 因  送水ポンプ場建築及び送水管埋設工事

調 査 主 体  仙台市教育委員会

調 査 担 当  仙台市教育局生涯学習部文化財課調査係

担 当 職 員  主査 工藤哲司  文化財教諭 赤岡光騎

2 調査に至る経過と調査方法

本調査は、平成17年 4月 28日 付けで、仙台市水道事業管理者 佐藤孝一氏から埋蔵文化財の発掘通知が提出され

たので、確認調査を実施し、そのうえで必要な場合は本調査を実施する旨を回答した。確認調査は、平成17年 7月

20日 に実施した。ポンプ場建築予定地は 3m× 9mの トレンチを設定して調査を行なったが、遺構 。遺物は検出さ

れなかった。送水管埋設工事 (進入路)予定地には、2.5m× 3.5mの トレンチを設定 して調査を行なったところ、

土坑が 1基検出されたため、この遺構について調査を実施した。

3 遺跡の位置と環境

西上野原遺跡は、仙台市北西部の丘陵地帯に位置する。付近は、標高1175mの泉ケ岳を源とする七北田川 。清

川 。長谷倉川などの河川が形成 した河岸段丘面が平坦な谷状を成している。河岸段丘面は、北西から南東方向に緩

やかに傾斜して下がっている。標高は180m前後である。

丘陵部とあって、周辺には遺跡も少ない。近 くには、西上野原B遺跡・泥畑遺跡などの縄文時代の遺物散布地と、

鷲倉榊社周辺に中世の板碑群があるだけである。

毎主 遣 跡 名 薙五  "l」 立  地 時    代 彗→ 遺 跡 名 種五  房U 立  地 時    代

1 山上 野 原 逮 跡 散布 地 皮 丘 4 可ヽ山B還跡 阪憚 丘 陵 中世

呼原 B道餌 訣下 地 皮丘 小 山 A皆杯 4軍 F陵 世

布 地 丘

第104図 遺跡の位置と周辺の遺跡
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ポンプ場建築予定地 (I区 )は、

20cmである。水田耕作土層である。

この付近の地山層を形成している。

送水管埋設工事予定地 (Ⅱ 区)は、
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I層 (表土層)がにぶい黄掲色 (loYR4/3)の シル ト質粘土層で、層厚は約

Ⅱ層は明黄褐色 (loYR6/6)の 粘土層で、大小の礫 をまばらに含んでいる。

第刊05図 調査地点の位置
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第106図 調査区と遺構配置

黄褐色上の

十日表土層からの落ち込みと観察される。

10YR6 8 明責褐色

10YR3/4 褐色 を霜降 り状に含む。

第107図  SKl土坑実測図

I層 (表土層)が、暗褐色 (10YR3/3)の シル ト層で、層厚は40cm前後で
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ある。畑の耕作土層で、礫を少量含む。Ⅱ層は明黄褐色 (10YR6/8)の 粘土層で、大小の礫を多 く含んでいる。こ

の付近の地山層を形成している。

5 発見遺構と出土遺物

送水管埋設工事予定地 (Ⅱ 区)の H層上面で土坑が 1基検出された。

1)土坑

SKl土坑 Ⅱ区北東角で検出された。一部は調査区の外にのびる。平面形は長い精円形を呈する。検出部で長軸

147cm・ 短軸53cmを 測る。深さは70cmで、横断面形は漏斗状に下半部が狭くなっており、底面幅は約10cmで ある。

縦断面形は袋状に下半部が広がっており、上部がわずかに迫り出している。堆積土は4層に分けられるが、壁崩落

土や旧表土からの流入土からなる自然堆積土層と観察される。この遺構については、その形状から「落とし穴」と

考えられる。

2)出 土遺物

今回の調査では、表土層及び遺構堆積土からの出土遺物はなかった。

6 ま とめ

①今回、西上野原遺跡での初めての発掘調査が行われた。

②遺物は出土しなかったが、「落とし穴」と考えられる土坑が1基検出された。

③落とし穴の年代は、出土遺物が無いために不明であるが、市内で同様の形態の遺構が検出されている川添東遺

跡・富沢遺跡・山田本町遺跡などの例から、縄文時代の遺構と推定される。

<参考文献>

仙台市教育委員会 (1988):『富沢遺跡 第24次調査 富沢中学校地区発掘調査報告書』仙台市文化財調査報告書

第■3集

仙台市教育委員会 (1997):「 第 4部 川添東遺跡」『相ノ原 。大貝中 。川添東遺跡』仙台市文化財調査報告書第

217集

仙台市教育委員会 (2005):「 I 山田上ノ台塚・山田本町遺跡発掘調査報告書」 F山 田本町遺跡他』仙台市文化

財調査報告書第287集



l I区の状況

2 H区全景

SKl土坑

図版58 西上野原遺跡調査状況



1日 調査要項

遺  跡  名  洞ノロ遺跡 (宮城県遺跡番号01372)

調 査 地 点  仙台市宮城野区岩切字洞ノロ164-2、 164-4

調 査 期 間  平成17年 6月 13日 ～ 6月 17日

調査対象面積  77∬

調 査 面 積  26∬

調 査 原 因  個人住宅建築

調 査 主 体  仙台市教育委員会

調 査 担 当  仙台市教育局生涯学習部文化財課調査係

担 当 職 員  文化財教諭  浅野克樹  三塚博之

2日 調査に至る経過と調査方法

今回の調査は、平成17年 3月 1日 付けで、地権者である千葉洋子氏より木造 2階建て個人住宅建築のため協議書

が提出されたことにより実施した。建物建築予定部分に東西7.5m。 南北3.5mの調査区を設定し、重機により盛土

部分からⅡ層まで掘 り下げ、Ⅲ層上面 (標高約7.8m)で人力による遺構検出作業を行った。Ⅲ層上面の調査終了

後、Ⅳ層上面で遺構検出作業を行ったが、湧水が激しく調査が困難であったため、西半の遺構調査のみを行った。

湧水はほぼⅣ層上面まで湧き、調査区西半に比べ東半の方が湧水による影響を受けた。調査区南壁で確認すると、

Ⅱ層が東に向けて低 くなっており、堆積の違いが影響 しているものと考えられる。

パ
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lHlノ ロ遺 跡 城館 目然 堤 防 7 可黒 前 遺 跡 歓布 地 丘 陵 中世 ・ 近 世

2 EE阪 中 世 今市 遺 跡 果語 日″W茫防

3 澪 ノ 薬 置 絲 果落 目然 尭 防

4 束光 寺 板 碑 群 材Кれ 出 目身W是防
5 東光 寺 遺 跡 丘 陵 世 1

笏看冨 前 遺 跡 散布 地 EL陵 古代 ～ 近 世 符 関

第108図 遺跡の位置と周辺の遺跡
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第109図 調査地点の位置               第1刊 0図 調査区配置図

3口 遺跡の位置と環境

洞ノロ遺跡は、仙台市北東部の利府町 。多賀城市と接する地区で JR岩切駅と県道仙台松島線 (利府街道)の間

にあたり七北田川北岸の自然堤防とその北側の後背湿地に立地する。本遺跡周辺には、数多 くの遺跡が分布してお

り、そのほとんどは七北田川両岸の丘陵面と自然堤防上に集中している。国指定史跡岩切城跡、東光寺遺跡、鴻ノ

巣遺跡などの中世の遺跡や、東方には陸奥国府であった多賀城がある。そのほか、岩切から多賀城にかけては新田

遺跡、山王遺跡、市川橋遺跡などの古代から中世にかけての遺跡が分布している。

本遺跡は、土地区画整理に先立って、平成 4年 より調査が開始され、これまでの調査で、中世の堀、土塁、土坑、

溝、城館成立前の建物跡、井戸、竪穴遺構、溝などが発見されている。中世の遺構は城館成立前と後の 2時期に大

別される。前者は13～ 15世紀前半頃の屋敷跡と考えられ、後者は土塁を伴う城館として改変されたもので、15世紀

後半～16世紀後半の年代が推測されている。これらの遺構の他にも平安から江戸時代の水田跡や近世墓なども発見

されている。

4.基本層序

I層 :褐色砂質シル ト   にぶい黄褐色粘土質シル トのブロックを含む。下面にゆるやかな乱れが見られる。

‖層 :暗褐色シル ト質粘土 全体に褐色上の小ブロックを含む。南壁でのみ確認している。東半で厚 くなる。

‖la層 :褐色粘土     上面に暗褐色土の小ブロックを含む。

‖ib層 :にぶい黄褐色粘土  黄褐色粘土のブロックを含む。酸化鉄粒 を少量含む。

III c層 :黒褐色粘土    全体に炭化物粒・焼土粒を少量含む。 下面にゆるやかな乱れが見られる。

Ⅳ層 :に ぶい黄掲色砂   全体に酸化鉄泣を多量に含む。

5日 Ⅲ層発見遺構と出土遺物

Ⅲ層上面では溝跡 3条、土坑 3基、ピットm個 を確認した。

1)溝 跡

SDl清跡 調査区西端で確認した。検出部の全長は2.lmで、南北方向に延びている。幅は上面40cm・ 底面20cm

である。深さは16cmで、断面形はゆるやかなU字形を呈する。堆積土は黒褐色粘土の1層 である。遺物は出上し

ていない。

第109図  調査地点の位置
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第112図  Ⅳ層遺構配置図

第11刊 図 Ⅲ層遺構配置図

0                     2m

8m

層 位 土 色 土 賀 傭 考

I 10YR4/4 褐色 砂質 シル ト
にぶい黄褐色粘土質シル トのプロックを含む

下面にゆるやかな乱れが見 られる

Ⅱ 10YR3/3 暗褐色 ンル ト質粘土
全体に掲色粘上の小ブロックを含む

南壁でのみ確認 東半で厚 くなる

10YR4/6 褐色 階土 上面に暗褐色 シル ト粘土の小プロックを含む

10YR4/3 にぶい貢褐色 階土 黄褐色粘土のプロックを含む 酸化鉄粒 を含む

10YR3/1 黒褐色 粘土
全体に庚化物粒・焼土粒 を少量含む

下面にゆるやかな乱れが見 られる

Ⅳ ЮYR5/4 にぶい黄褐色 少 全体に酸化鉄粒を多量に含む

第113図 北 。南壁土層断面図
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にぶ い貢 褐色 ンル トの小 プ ロ ック

層No 土   色 土 質 備 考

ユ 101rR3/2 黒褐色 粘土
にぶい黄褐色 シル トの小ブロックを含む

炭化物粒 焼土粒 を含む

SD 3

詈No 土    色 土質 備 考

10YR3/2 黒褐色 粘 土
暗掲色粘上の小ブロックを含む

炭化物粒 を含む

唇No 土   色 土質 傭 考

1 10YR3/2 黒褐色 階土
暗褐色粘上の小ブロックを含む

炭化物粒 を含む

層No 土    色 土質 備 考

1 10YR2/3 黒褐色 ンルト質粘土 Ⅳ層の中ブロツクを含む

2 10YR2/3 黒褐色 シルト質粘土 Ⅳ層の中プロックを含む 下層グライ化

旨No 土   色 土 質 備 考

1 10YR3/2 黒褐色 粘土 下面にⅣ層の上 を巻 き込んでいる

土の小ブロック、炭化物、焼土泣含 む

Ⅳ層 の大 プ ロ ック を プロック、炭化物粒 を含む

ЮYR3/2 黒褐色 の小プロック、炭化物粒 を含む

ンル トの刀ヽ プ ロ ック、

10YR3″  黒褐色 の小プロック、

暗褐色粘上の小ブロック、炭化物粒 を含む

にぶい黄褐色シル トの小 プロック、焼土粒含 む

ンル トの小プロックを含む

プロック、炭化物粒 を含む

暗褐色粘土の小ブロック、

第114図 遺構断面図

SD2溝跡 調査区西側で確認した。検出部の全長は2.3mで、南北方向に延びている。幅は上面80cm・ 底面23cm

である。深さは20cmで、断面形はゆるやかなU字形を呈する。堆積土は黒褐色粘土で 1層 である。磁器片 6点、

土師器片 1点が出土している。

SD3溝跡 調査区東側で確認した。検出部の全長は lmで、南北方向に延びている。幅は上面33cm・ 底面20cm

である。深さは7cmで、断面形はゆるやかなU字形を呈する。姓積土は黒褐色粘土で 1層である。遺物は出土 して

いない。

2)上 坑

SKl土坑 調査区西側で確認した。検出部で長さ90cm・ 幅25cm、 深さ20cmを測る。大半をSD 2溝跡に切られて

いるため不明であるが、平面形は円形を呈するものと思われる。断面形はゆるやかなU字形を呈する。堆積土は、

黒褐色粘土で1層である。遺物は出土していない。

SK2土坑 調査区南端中央で確認した。検出部で長さ90cm・ 幅25cm、 深さ20cmを測る。遺構の大半が調査区外

に延びているため、平面形は不明である。堆積土は、黒褐色粘土で1層である。遺物は出土していない。

SK3土坑 調査区北東部で南半部を確認した。遺構の北半が調査区外に延びているため不明であるが、平面形は

方形もしくは長方形を呈すると思われる。検出部で長さ220cm、 深さはlm以上ある。堆積土は2層あり、 1層は

黒褐色シルト質粘上で基本層Ⅳ層の中ブロックを含む。2層 は黒褐色シルト質粘土で下層はグライ化しており、基

本層Ⅳ層の大ブロックを大量に含む。人為的に埋め戻したものと見られる。遺物は土師器片 2点、磁器片 1点が出

土している。
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3)ピ ッ ト

ピットは11個検出した。堆積土はすべて1層 で、P4以外はすべて黒褐色粘土である。P4のみ褐色シルトであ

る。また、P7、 8以外のすべてのピットの堆積土に炭化物粒が見られた。遺物は出土していない。

6口 Ⅳ層発見遺構と出土遺物

Ⅳ層上面では西半で溝跡 2条を確認した。

1)溝跡

SD4溝跡 調査区西端で確認した。検出部の全長は2.5mで、南北方向に延びている。幅は上面80cm・ 底面40cm

である。深さは50cmで、断面形は逆台形を呈する。堆積土は、灰黄褐色粘土で1層である。土師器片が1点出土し

ている。

SD5溝跡 調査区西側で確認した。検出部の全長は1.9mで、南北方向に延びている。幅は上面35cm・ 底面 7cm

である。深さは8cmで、断面形はゆるやかなU字形を呈する。下面に掘削具痕が見られる。SD 5溝跡の東側にも

同様の溝状のプランが数条見られ、小溝状遺構の可能性を考慮し精査したが、湧水が激しく確認することはできな

かった。堆積土は、黒褐色粘土で 1層である。遺物は出上していない。
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出 土 地 点 分 類 法 量 特  徴 。 備  考
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 張上No 種
"」

器種 器高 ` 氏径・重 (調整 素材・産地・時期・分類 )

1 G-1 Ⅱ層 瓦 平瓦 凹面 :布 目痕 凸面 :縄叩 目

2 I-1 Ⅲ層 胸器 盤 (深皿 ) え釉 古瀬戸  14C中頃

3 I-2 1層 陶器 覺口状日縁 常滑 13C後半 59-3

4 I-3 2層 土師質土器 皿 内面 :ロ クロ調整 外面 :ロ クロ調整 59-4

5 【-1 Ⅱ層 〔製品 有了し円盤 9. 37 緑泥石片岩 59-6

N-1 Ⅲ層 缶属製品 08 ro9-5

7 N-2 Ⅲ層 儀属製品 つまみ幅36 厚07 59-7

第115図 出土遺物
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フJま とめ

①今回の調査区は、洞ノロ遺跡の南側中央付近に位置する。当該地の西15mの地点では、平成13年にも確認調査

が行われ古代・中世・戦国時代のものと思われる遺構が確認されている。

②今調査の結果、Ⅲ層上面で溝跡 3条・土坑 3基・ピット11個、Ⅳ層上面で溝跡 2条を確認した。出土遺物や以

前の近隣での調査結果と比較すると、中世の遺構と考えられる。

<参考・引用文献>

篠原信彦・佐藤洋・

調査報告書第253集

吉岡 。平間 (2001)

吉岡恭平 。吉田和正

主浜光朗・吉田和正・村上秀樹 (2001)「洞ノロ遺跡第 3次発掘調査報告書」 仙台市文化財

「洞ノロ遺跡第 6次発掘調査報告書」 仙台市文化財調査報告書第253集

(2002)「洞ノロ遺跡第8次発掘調査報告書」 仙台市文化財調査報告書第261集
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図版59 洞ノロ遺跡第12次調査出土遺物
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藪

1 遺構検出状況 (東 より)

2 ピッ ト群完掘状況 (南西より)

3 北壁東部断面 (南 より)

図版60 遺構検出状況・ ピット群 。Ⅲ層全景
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l SD4溝跡完掘状況 (南 より)

2 北壁西部断面 (南 より)

荘:蘇 0ゝ |

F~‐ ‐‐手

3 Ⅲ層完掘状況 (西 より)

図版61 検出遺構・北壁断面
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燕沢遺跡 (宮城県遺跡番号01001)

仙台市宮城野区燕沢 3丁 目528-1

平成17年 2月 22日

422■正

36だ

宅地造成 (私道敷設)

仙台市教育委員会

仙台市教育局生涯学習部文化財課調査係

主査 工藤哲司  文化財教諭 今野秀治

2 調査に至る経過と調査方法

本調査は、平成17年 1月 20日 付けで、地権者大本博文氏より、宅地造成工事に伴う「埋蔵文化財の取扱いについ

1 調査要項

遺  跡  名

調 査 地 点

調 査 期 間

調査対象面積

調 査 面 積

調 査 原 因

調 査 主 体

調 査 担 当

担 当 職 員

名 理丑  /」 u 立  地 時 ヨ 跡 鼈 ん≧  】U 立  地 好    代

践 丘 1耕 田寺 こ碑群 板 碑 目然 尭 防 中

2 善応 | 電穴 群 蹟穴 墓 院 丘 1稲荷 館 跡 城餌

3 書応 寺 真 横 穴 群 庚穴 墓 子4t 切 畑 中遺 跡 然

4 比丘 尼 琢 盲 墳 百墳 太止 凶遺 鰤 ]蒻ヽ き十

5 五郎 兵 衛 百 墳 吉 増 険丘斜面 弥福 四遺 卵 !布 自然

増 険丘斜面 百
一一一　一一一一　一一一一一一・ 　一

而 ム含 地 自然 堤 防

7 地 段丘斜面 百代 ノ 臭 跡 ・包 含 地 自身ψ是防

Ь 千 人塚 古 墳 古 段丘    | 百 17 ノロ遺 跡 崚館・集落。水田 目然 堤 防 ～近 世

9 山 崎 囲 j 肋 散 布 地 F裾 3` 曜田遺 跡 然 罪 防 株 ～近 世

第116図 遺跡の位置と周辺の遺跡
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千人塚古墳 奪

仙
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狂

て (協議)」 が提出された。計画は、2172だ の敷地に422だ の私道敷設し、道路中に最深で1.7mの深さに下水管を

埋設するものであった。当該地は、北から南側に向って下がる傾斜地に既に 1～ 4mの盛土が行われていることか

ら、現地表から約1,7mよ り浅い面で遺構が検出される可能性のある範囲の下水管埋設予定部分の調査 を実施する

旨の回答をした。

調査は、平成17年 2月 22日 に実施した。下水管埋設予定部分に幅 2mの トレンチを設定 し、盛上の浅い北側から

調査を行ない、南側に15mま で掘 り進んだところで地山の検出面が地表 2mを超えたので、掘削をやめ、遺構の検

出作業を行った。遺構は、調査区の北側で溝弥が 2条検出された。溝の調査後、調査記録を作成した。

3 遺跡の位置と環境

燕沢遺跡は、仙台市北東部の」R東仙台駅の北東約 2km
に位置する。仙台市の地形は、西部は奥羽山脈から派生す

る丘陵と段丘地帯からなり、東部は「宮城野海岸平野」と

呼ばれる沖積地から成っている。丘陵から流下する河川は、

市内では北から七北田川・広瀬川―名取川となって大平洋

に注いでいる。丘陵の東部は、七北田川の北側は富谷丘陵、

盛土

と 仮BM-200

第刊17図 調査地点の位置

層No 土   色 土 質 備 考

1 10YR3/2 黒褐色 ルト質粘土 風化した礫片を多量に含む。瓦片 土師器片を多 く含む。
2 10YR72 灰黄掲色 粘土 直径 2～ 5cmの風化礫を含む。

冒No 土    色 土 質 備 考

1 10YR2/2 黒褐色 粘 土 al化 した礫片を多量に含む。瓦片 土師器片を僅かに含む。

第118図 遺構実測図
-
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第119図 燕沢遣跡東部遺構配置図



七北田川と広瀬川の間が七北田丘陵、広瀬川と名取川の間が青葉山丘陵と呼ばれている。さらに七北田丘陵の東端

は、台原・小田原丘陵と呼ばれる。燕沢遺跡は、台原・小田原丘陵の最東端の段丘上に位置し、遠くに七北田川や

多賀城跡を望むことができる。遺跡の標高は20～30mで、周辺の沖積平野よりも15～ 20m高い。

遺跡周辺は、遺跡内から縄文時代早期から前期にかけての土器片が出土しているが、縄文時代から弥生時代にか

けては不明な点が多い。古墳時代になると、燕沢遺跡で前期の竪穴住居跡が発見されているほか、七北田川沿いの

鴻ノ巣遺跡に中期の溝と柵に囲まれた大きな集落が形成されている。また、千人塚古墳・五郎兵古墳・案内古墳・

善応寺横穴墓群などの古墳も造営されるほか、大蓮寺窯跡では、 5世紀中頃に須恵器が焼成されている。奈良時代

になると対岸の丘陵には多賀城が造営され、宮城野原に陸奥国分寺・尼寺が建立される。この時期、台原・小田原

丘陵には瓦や須恵器焼成のため多数の窯が造られている。平安時代には、周辺に多 くの集落が形成さる。中世には、

岩切城や洞ノロ遺跡に城館が築かれ、その近 くには、中世東光寺を中心として板碑群や石窟仏群からなる宗教遺跡

群が形成される。さらに城下 。門前には水運の七北田川と陸路の奥大道が交差する今市橋周辺には「冠屋市場」・

「河原宿五日市場」の二つの市が存在した記録がある。

燕沢遺跡はこれまでの調査で、 5時期の変遷が考えられている。

1期 =縄文時代 :遺構は未発見であるが、早期 。前期の縄文土器とこれに伴うと考えられる石器が出土している。

2期 =弥生時代 :土坑や桝形囲式の土器・石庖丁・石器が出土している。

3期 =古墳時代 :前期の竪穴住居跡が 4軒確認されている。

4期 =奈良時代 :遺構は検出されていないが、多賀城創建以前から創建期頃の瓦が出土した。

5期 =平安時代 :2期 に細分される。

5a期 -10世紀前半以前 :主 に竪穴住居跡で構成されている。

5b期 -10世紀前半以降 :掘立柱建物跡で構成され、遺跡南東部では「僧坊」と推定される建物が検出さ

れ、その周辺の建物群とともに寺院の伽藍を形成していたと考えられる。この寺院に関係する

「讀院□」と書かれた須恵器必をはじめとする多数の墨書土器、「右 ? 婦 合 ?」 の漆紙文書、

多くの瓦などの遺物が出土している。

4 基本層序

基本層序は、 3層 に分けられる。

盛土層

I層

‖ 層

III 層

北部の薄い部分で90cmあ り、南側ほど徐々に厚 くなっている。

10YR3/3暗褐色のシル ト質粘土。風化 した粒状の礫を多量に含む。層厚約15cm。 盛土以前の近年の畑耕

作土である。

10YR2/3黒褐色のシル ト質粘土。風化した礫の小片・汎化物を含む。層厚15cm前後。旧表土層。調査区

の北端部のみに分布する。

10YR5/3に ぶい黄褐色の砂礫。風化 した礫層で、礫間を砂が埋めている。表面には酸化鉄が集積 している。

地山層。

5 発見遺構 と出土遺物

調査区北部のⅢ層で溝跡 2条 とピット3個が検出された。

1)溝跡

SDl溝跡 :調査区を東西に横切る。SD 2溝跡を切る。上面幅70cm前後・底面幅35cm前後で、深さは20～ 50cm
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で東側が深 くなっている。断面形は逆台形を呈する。堆積土は 2層 に分けられ、上半部は黒褐色のシル ト質粘土層

で風化した礫片や土器片を多 く含む。下半部は灰黄褐色の粘土層で、風化 した礫を含む。溝の位置は、遺跡の南東

部で寺院を構成する遺構群のうち、現在発見されている南端の遺構 (SA 6柱列)か ら9～ 10m南側に平行して存

在している。遺物は、平瓦片 8点・丸瓦片 1点・土師器片 4点が出土している。平瓦は、凸面が縄叩き・凹面が布

日のものである。土師器片の中には、ロクロを使用し、内面黒色処理された郭の破片が 2点含まれる。

SD2清跡 :南北に伸びて検出された。SD l溝跡に切 られ、これと直行している。上面幅60～ 70cm・ 底面幅30cm

前後で、深さは15cm前後である。断面形は逆台形を呈する。堆積土は 1層で、黒褐色の粘土層で風化 した礫を多

量に含む①遺物は平瓦片 2点・九瓦片 1点・土師器片 1点が出土している。

2)ピ ッ ト

調査区の中央付近で3個検出された。平面形は円形を基調とし、直径25～ 30cm・ 深さ5～10cmを 測る。堆積土

は基本層 I層 に類似するので、新しい掘り込みと考えられる。

3)その他の出上遺物

表土中から平瓦片 3点が出土している。平瓦のうち1点の凹面には模骨痕の可能性がある凹凸が観察される。

6 ま とめ

①本調査区は、遺跡の南東部で寺院跡と推定される遺構群の南側の傾斜面に位置する。

②SD l溝跡は、出上した瓦と土師器片から平安時代の遺構と考えられる。

③SD l溝跡は、その位置と方向からこれまでの調査で検出されている僧坊に比定される建物の北側で平行方向

に検出されている溝跡とともに、寺院を区画する施設の可能性が考えられる。

④調査区内のSD l溝跡より南側の斜面は、これまでに検出されている遺構の配置から、寺院跡の正面中央付近

に相当するが、古代の遺構は検出されなかった。
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1 調査区全景 (南から)

2 SDl・ 2溝跡 (南から)

3 SD1 2溝 跡断面 (西から)

図版62 燕沢遺跡の調査状況
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04100 01021
８

３

９

３

１

５

０

４

４

４

５

５

2005。  12・ 13

2005。  12・ 15
32�

個人住宅

建築

跡
＞

遺
次

望
副

第

ネ
袋
ぐ

粘啓≒笑笞童笑蜂邑
あざふくろまえ
室 会 前 雰 Rしら一―書K

04100 O1439
８

２

１

３

１

５

０

２

９

４

５

４
2005。 9・ 26 10だ

個人住宅

建築

跡
＞次

遺
５３

静
沢
１第

み
富
く

粘啓需笑箇≧脆尊
3丁 目22-1他

04100 01369
８

３

５

３

１

２

０

２

０

４

５

３

2005・ 07。 11

2005・  11・ 08
246コ苫

共同住宅

建築

跡
＞次

遺
６０υ

謗
沢
１第

あ
富
て

仙台市太 白区長町南
1丁 目201-3

04100 01369
８

３

６

３

１

１

０

２

６

４

５

５

2005・ 08・ 01

2005。 08' 12
29■正

店舗付共同

住宅建築

にし うわ の はら

西 上 野 原 遺 跡
仙台市泉区福岡大前通8-1

福岡宇下野中沢1-1

04100 19027

８

２

０

３

２

１

０

６

１

４

４

１
2005・ 07・ 20 34∬

送 水 ポ ン プ
場 建 築 及 び
送 水 管 理 設
工 事

跡
＞

遺
次２

“
口

の
ノ
第

め
洞
く

仙台市宮城野 区岩切
あざどうの くち
掌 浙司ノ [コ 164_2・ 164_4

04100 01372
心

７

９

３

１

５

０

７

２

４

５

２

2005・ 06。 13

2005・ 06・ 17
26だ

個人住宅

建築

跡
＞次

遺
２

静
沢
．

め
　
第

ガ
燕
く

仙台市官城野区燕 沢
3丁 目528-1

04100 01001
８

７

５

３

１

２

140°

55′

58″
2005・ 02・ 22 36� 宅地造成



所 収 遺 跡 名 種
甲
〃 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

前 田 館 跡 城館跡 中世 溝跡・土坑
陶器・磁器・木製

品・石製品等
跡遺

次

南

３

田

第

中
集落跡・屋敷跡 縄文～中世

竪穴住居跡・溝

跡 。土坑

土師器・須恵器・陶

器・磁器・石製品等

中 田 北 遺 跡 散布地 古代
竪穴住居跡・溝

跡 。土坑・ピット

土師器・須恵器

砥石

南  目 城  跡 城館跡 中世
溝跡・土坑・ピッ

ト

大 野 田 古 墳 群

第10次
円墳 古墳

小溝状遺構・ピッ

ト

大 野 田 古 墳 群

第11次
円墳 古墳

土坑 。小溝・ピッ

ト
土師器

跡遺

次

袋

第

一死
集落跡・水田跡 弥生～近世

溝跡・土坑・ピッ

ト

縄文土器 。土師器
・陶器・石製品

鴻 ノ 巣 遺 跡

第10次
集落跡 。屋敷跡 弥生～中世

溝跡・土坑・ピッ

ト
中世陶器

北  目 城  跡

第 4次
城館跡・集落跡・水田

跡
縄文～中 。近世 土坑 。井戸跡 陶器

北  目 城 跡

第 5次
城館跡・集落跡・水田

跡
縄文～中 。近世 井戸跡・ピット 陶器・鉄製品

南 小 泉 遺 跡

第44次
集落跡・屋敷跡 弥生～中 。近世

掘立柱建物跡 。竪穴

住居跡 。土坑など

弥生土器・土師器
・石製模造品等

南 小 泉 遺 跡

第45次
集落跡 。屋敷跡 弥生～中・近世

溝跡・土坑・ピッ

ト
土師器

南 小 泉 遺 跡

第46次
集落跡・屋敷跡 弥生～中・近世 溝跡

土師器・須恵器

鉄製品

南 小 泉 遺 跡

第47次
集落跡・屋敷跡 弥生～中 。近世

掘立柱建物跡・土

坑・ピット

土師器 。須恵器・

鉄津

袋 前 遺 跡

第 2次
集落跡 縄文・古代

溝跡 。小溝状遺構
・ピット

鉄滓

富 沢 遺 跡

第135次
水田跡・包含地

後期旧石器～中

近世
水田跡・畦畔

石器・土師器・磁

器・陶器等

富 沢 遺 跡

第136次
水田跡・包含地

後期旧石器～中

近世
水田跡・畦畔

瓦・陶器・磁器

石器

西 上 野 原 遺 跡 散布地
後期旧石器～中

近世
土坑

洞 ノ ロ 遺 跡

第12次

水田跡・集落跡・屋

敷跡
古墳～中・近世

溝跡・土坑・ピッ

ト
土師器 。磁器

燕 沢 遺 跡

第12次

散布地・集落跡 。寺

院跡
縄文～古代 溝跡・ピット

平瓦・丸瓦・土師

器
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